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プロローグ



「ぼ、僕とつきあってください！」



　奈月なつきが連れて帰ってきた男子が、真琴に向かって頭を下げていた。

　その奈月はというと、男子のうしろであぜんとした顔をしていて、

「……は？」

　ポカンと開いた口から、そんなつぶやきをもらした。

　奈月の両手からグラスがすべり落ちた。グラスは派手な音をたてて割れ、コーラが床に広がっていく。

　それでも三人の時間は止まったままだ。

　この男子はバカなんじゃないだろうか。

　クラスメイトの女子が自分ひとりを家に誘った。それだけで、彼女の気持ちはわかりそうなものなのに。

　なのに、彼はよりによって、その女子の“〝姉”〟に告白したのだ。

　以前から知っていたのか。

　それとも、たった今姿を見て惚ほれたのだろうか。

　どちらにしろ、彼はとんでもないかん違いをしている。

　顔を真っ赤にして“〝姉”〟の返事を待ち続ける彼に、奏かなで真琴まことはそのかん違いを正す一言を言い放った。



「…………オレ男なんだけど」



    

  
    
      


第１話　今日が悪夢のはじまり



「！」

　自分の声に驚いて飛び起きて、かけ布団ぶとんに足をひっかけ、そのままベッドから転がり落ちて頭をうった。

「……最悪だ」

　真琴はヨロヨロと身を起こしながらうめいた。

　いつもと同じだ。

　早くも今の夢のせいで不運がふりかかってきた。

　時計を見る。七時五分。いつもなら二度寝している時間だが、今の転落ですっかり目が覚めてしまった。

　真琴はしかたなく学ランに着替え、部屋を出た。



「いやだなぁ」

　うつうつとしたつぶやきをもらしながら、真琴は階段を下る。

　あの夢――二年前のアレを夢で見た日は、決まって不運が彼を襲うのだった。

　くだらないジンクスだと自分でも思う。

　人に話せば失笑されるのがオチだろう。

　けれど……。

　体育のバレーボールで突き指したり、車に水をかけられたり、落としたケータイが車道まで転がってしまい、たまたま通りかかったロードローラーに踏ふみ潰つぶされたり。テストではったヤマがぜんぶ外れたうえに、四択問題がひとつもあたらなかったり。

　そんなことが、夢を見たときにかぎってかならず起こるとなれば、信じないわけにはいかない。

　あの夢を見た日は、奏かなで真琴まことは運が悪いのだ。

　窓の外の雲ひとつない青空を見ても、さし込むさわやかな朝の日差しを浴びても、気分はまるで盛り上がらなかった。

「はぁ……っうわ！」

　ため息をついたひょうしに、階段の最後の段を踏み外した。ドシン！　と派手な音をたててすっ転ぶ。

　カバンが床に落ちて、中身が一階の廊ろう下かにぶちまけられた。

「…………」

　軽く死にたくなった。

「お祓はらいとかしてもらうべきなのか……」

　一番近所の神社ってどこだっけなぁと思いながら、教科書やノートを拾い集める。

　いっそ今日は学校を休んでしまおうか。そんなことまで考えてしまう。

（いや、それはダメだ）

　真琴は最後にペンケースをカバンに押し込むと立ち上がった。

　今日、五月六日。

　それは真琴があることを実行すると決めている日なのだった。

（あんな夢ごときで決意をにぶらせるなんて――男らしくない）

　そうだ。夢がどうした。あんな、名前も忘れたヤツのことなんか気にしなくていい。いまの自分はもう女っぽくなんかない――。



「邪じや魔まよ、オトコオンナ」



「…………」

　上からふってきた声に、さっそくくじけそうになった。

　まるで氷でできたナイフみたいに冷たく鋭いその声に、真琴は無言でふりむく。

　まゆを寄せた不機嫌そうな表情で階段をおりてくるのは、ブレザー姿の女子だった。

　スラリとした身にまとったそれは、真琴まことも通う舞坂まいさか高校の女子制服である。

　血色のいい唇くちびる、小ぶりの鼻、二重まぶたの黒い両目。やや茶色がかった黒髪を、黄色いリボンでツーサイドアップにしている。

　真琴の友人の宮木野みやきの覧太らんたは「思わず抱きしめたくなる可愛かわいさ」と評していた。「あんな妹と一緒に暮らせるなんてうらやましい」と言ってくるヤツもいる。

　しかし、そんなたわ言は、コイツのこの態度を見てから言ってほしいと真琴は思う。

「――ねえ聞いてるの？　いくら小さいからって、廊ろう下かのど真ん中につっ立ってられたら邪じや魔まだって言ってるんだけど」

「……」

　真琴は無言でため息をつく。

　コイツ――奈月なつきはいつもこんな感じで喧けん嘩か腰ごしというか、当たり前のように悪口まじりである。もういちいち反論する気にもならない。

「なんでこんなところにいるのよ。あんたまだ寝てる時間じゃない」

「……どこにいようと勝手だろうが。自分の家だぞ」

「勝手じゃないわよ。なるべく私の目に触れないように行動してほしいわ。見かけただけで腹が立つんだから」

「お前なぁ――」



    

  
    
      



    

  
    
      

　さすがに声を大きくする真琴まことを、奈月なつきはきっぱりと無む視しして玄関へ向かう。

「あ、おい！」

　彼女はこちらを少し振り返り、

「……ふん」

　鼻をならして家を出ていった。

　しんとなった廊ろう下かに、リビングからテレビの星占いが聞こえてきた。

『しし座のあなたは今日は運が悪いかも。いつもと違う行動は不幸を招まねくよ♪』

「……手遅れだっての」

　真琴は深々とため息をついた。



　　　◇



　二年前、真琴が女に間違われて告白されたあの事件いらいずっと、彼は奈月に目の敵かたきにされている。

　たいていは口をきこうとしないし、顔も合わせたくないといった感じだ。たまに会話をしたと思えば、さっきみたいに悪口が飛んでくる。真琴のほうもある意味で被害者だというのに、すべてお前が悪いと言わんばかりの態度である。

　関係を修復しようと、真琴から話を持ち出したこともある。しかしそのときも奈月からは、冷ややかな視線とともに罵ば声せいが返ってきただけだった。

　そんなわけで、真琴はもうできるかぎり奈月に近づかないことにした。なにも好すき好んで不ふ愉ゆ快かいな思いをしにいくことはないだろう。

　今でも二人の間では冷戦状態が続いているのだった。



「くそっ、だれがオトコオンナだ……」

　真琴は洗面所で顔を洗うと、鏡に映った自分の姿を見る。

「たしかにちょっと背は低いけど」

　それでもこの一年で三ミリも伸びた。現在一五九センチと三ミリ。奈月より二センチ三ミリも高い。

「……たしかに顔立ちも男っぽいとは言えないけど」

　スポーツ選手や格闘家のような雄お々おしさはないかもしれない。だが、さすがに女に見えることはないと思う。男にしてはちょっとまゆが細めで、目が大きめで、頬ほおからあごにかけてのラインがほっそりしてて、首がちょっと細いくらいで……。

「……はぁ」

　なんだかむなしくなってきた。

（……待て待て、落ち込んでる場合じゃないぞ。今日は大切な日なんだから）

　真琴まことはもう一度バシャバシャと顔を洗うと、洗面所を出て学校へ向かおうと――したところでスーツ姿の母親に呼び止められた。もう出勤するところらしい。

　真琴の母――奏かなで琴美ことみは出版社の文芸誌部門に勤務している。日曜祝日関係なく出社しているし、家でも自室でパソコンに向かっていることが多い。

「ねえ真琴」

「なに、母さん」

「これ、奈月なつきに持ってってあげて。忘れてったみたいなのよ」

　と、母は真琴に弁当箱をよこしてきた。



　　　◇



「なんでこうなるっ」

　真琴は腹立たしげに外そと靴ぐつを靴箱に押し込むと、奈月がいる一年三組の教室へ向かう。

　一年生の教室が並ぶ廊ろう下かをどことなく気まずい気分で歩きながら、真琴は母親に押しつけられた弁当箱を恨めしげににらむ。

　いっそ捨ててしまおうかと思うが、作った母と弁当と箱に罪はない。

　それに、さすがのアイツも弁当をとどけてもらって怒ったりはしないだろう。

（……パッと渡してパッと立ち去ればいいか）

　そう思ったのだが。



「なんなの？」

　奈月の第一声はそれだった。

　喫きつ茶さ店てんで紅茶を注文したのに、運ばれてきたカップに口をつけたらコーヒーだった、みたいな苦々しい表情。たった今までクラスの女子とにこやかに話をしていたのに、廊下で真琴と二人きりになった彼女には、笑顔のえの字も残されていなかった。

「なんであんたと学校で顔合わせなきゃいけないのよ。なに？　嫌がらせに来たの？」

「お前はなんでいきなり喧けん嘩か腰ごしなんだ……」

　真琴はあきれながら弁当箱を突き出す。

「これ持ってきてやったんだよ」

「…………あ」

　すると奈月はひじょうに気まずそうな顔になった。

　それはそうだろう。弁当をとどけてくれた人に対して今の態度はない。

（さすがにコイツにもそのくらいの常識はあったか）

　――と思ったら、奈月なつきはさっきより苦々しさのアップした顔で真琴まことの手から弁当を奪うばい取ると、そのまま無言で立ち去ろうとする。

「っておい！　人にものとどけてもらって、礼のひとつもなしかよ」

「はぁ？」

　教室に戻ろうとしていた奈月は、うっとうしそうな声を上げてこちらを振り向いた。

「あんたの姿を友達に見られたのよ。とんでもない精神的苦痛だわ。お礼なんて言うわけないじゃない。むしろあんたにお詫わびを言ってほしいくらいよ」

「お前な……オレはどんだけ恥ずかしい外見なんだ」

「自覚がないなんて最悪ね。あんたのせいで私は、戻ったらみんなに『あれは妹じゃなくて兄だからね』って説明しなきゃいけないのよ」

「間違えるわけねえだろ！」

「学ラン着てても、男装かもしれないじゃない」

「服装の話じゃねえ！　見た目で男だってわかるだろ！」

　そんな感じで言い合っていると、廊ろう下かを歩いてきた女子が奈月に呼びかけてきた。

「ナツキチ、なにやってんの？」

「わ、み、実央みおっ」

　実央、と呼ばれた彼女は、とてもボーイッシュな雰囲気の女子だった。

　短く切った黒髪、勝ち気そうな笑い顔。しゃべりかたといい、奈月の肩にひじを置くしぐさといい、ちょっと見習いたいくらいに男っぽい。

　彼女の髪がぬれているのを見て真琴は思い出す。

　奈月が早めに家を出るのは、朝練のある水泳部の友達と一緒に登校するため、とか。

（この子がそうなのか）

　そんなことを考えていると、実央がこちらを見ながら言ってきた。

「どちらさん？」

「兄よ。妹じゃないわ」

　うわ、ホントに言いやがったよコイツ。

「あははは！　言われてみるとたしかにちょっと女っぽいかも」

　アンタも乗っかるなよ！

　初対面で失礼にもほどがある。

　と思っていると、実央は笑いながら真琴の肩をバシバシたたいてきた。

「だいじょーぶ、おにーさん充分カッコいいって！」

「……そりゃどうも」

　いまさらそんなことを言われてもちっとも嬉うれしくなかった。

「もう、早く教室戻ろ」

　奈月なつきがとても不ふ愉ゆ快かいそうな顔で実央みおの背中を押す。

　と、不意に奈月はこっちを振り向くと、

「……学校では二度と近づかないで」

　ほとんど唇くちびるの動きだけでそう告げ、真琴まことがなにかを言う間もなく立ち去っていった。

　そんなに友人にオレを見られるのがイヤなのか。

　親切に弁当をとどけてやったのに、理り不ふ尽じんすぎるんじゃないだろうか、これは。

「…………」

　いや、と真琴は頭を振った。

　相手は奈月。これくらいは予想できることだ。

　アイツは――ああいうヤツなのだ。



　　　◇



「なんだ真琴。お前また奈月ちゃんになんか言われたのか？」

　教室に入るなり、宮木野みやきの覧太らんたが言ってきた。

「……なんでわかったんだよ」

「見りゃわかるって。明らかに落ち込んでるじゃねーか。まるで、恋人にお弁当作ってきたのに、持ってるからいらないって言われたみたいだぞ」

「…………」

　びみょうにシチュエーションが当たっているからイヤだ。

　覧太は、短く切った髪の毛を茶色に染めて、耳にはピアスをつけている。眉まゆ毛げもきれいに整えていて、全体的にこざっぱりした印象だ。

　パッと見チャラチャラした外見なので不良かというとそういうわけではない。成績は優秀だし、生活態度もいい。

　そして先生、生徒を問わず人気が高い。

　それはたぶん人当たりのよさと面倒見のよさが大きく影響しているのだと思う。

　覧太はしょっちゅう部活の助すけっ人とやら生徒会の手伝いやらを請け負っているのだ。

　そのせいなのかやたらと交友関係が広い。

　大学生にも知り合いがいるとかで。

　その一人と付き合っている、のだとか。

　女子大生の彼女持ち。

　世に言うリア充である。

　見れば、覧太はいかにも「人生が充みたされてます」といった笑顔でこちらを見ている。

　じゃっかん殺意がわくのはしかたないだろう。

　真琴まことはため息をつきながら自分の席に座り、

「……恋人とか言うなよ。具合が悪くなる」

「ん？　でもよー、お前ら見てるといつも思うんだけど」

　と覧太らんたは頭の後ろで手を組みながら言ってくる。

「血のつながっていない妹と仲悪いって、恋愛フラグとしか思えな――」

「覧太、シャーペンの先で人を刺さしたらどのくらい血が出ると思う」

「――冗談だよ冗談。そんなに怒るな」

　ニヤニヤと笑みを浮かべたままそう言ってくる覧太。

「……ったく」

　真琴は手にしたシャーペンを机に戻した。

　隠しているわけではないので、だいたいみんな知っていることだけど。

　奏かなで真琴と津堂奈月なつき――二人は本当の兄妹きようだいではない。

　真琴の父の父が、奈月の母の父の兄だとか。二人から見ると曾そう祖そ父ふ母ぼが共通している。

　ややこしいが、ようするに真琴と奈月は「はとこ」に当たる。だから正確には、多少血はつながっている。実の兄妹ではないというだけだ。

　どうしてそれが一緒に暮らすことになったのかといえば、奈月の両親がともにヨーロッパに長期出張中のためだ。

　一年に一回程度は帰ってくるのだが、そんなものはもう向こうに住んでいるのと変わらない。そんなわけで、奈月はたった一人でいるよりはと、近所にいた親しん戚せきである奏家に転がり込んできたのだ。

　それが六年前。真琴小学五年生、奈月四年生のときである。

　そのころの二人は、ごく普通に仲がよかったのだが、それがいまでは……先ほどのとおりである。



「やっぱフラグじゃねーか、そりゃ」

　真琴が今け朝さあったゴタゴタをひととおり話すと、覧太はそう言ってきた。

　ちなみに覧太は二年前の告白事件についても知っていて、真琴にとってはそのあたりのことを気安く話せる数少ないヤツだ。

「まちがいねーって。奈月ちゃんそのうち絶対デレるって。なんか事件があってだな、お前が奈月ちゃんを助けるんだ。すると奈月ちゃんはお前の魅力に気づいて――」

「シャーペンで刺すより国語の教科書で殴ったほうが血が多いかな」

「――わかったわかった、悪かったよ」

　そう言いながら、まるで反省したふうでもなく「うはは」と笑う覧太。

　コイツはいつもこんな調子だ。ことあるごとにフラグとか奈月ルートとか言ってくる。

　勘かん弁べんしてほしい。いったいオレと奈月なつきをどうしたいのか。

「あのなぁ、いつも言ってるけど、オレとアイツがそういう関係になるなんてありえないからな。アレはたんに同じ家に住んでるってだけだし、それにオレは――」

「ああ、ああ、みなまで言うな」

　と覧太らんたは、手のひらで真琴まことの言葉を押しとどめる。

「ちゃんとわかってるって。お前がフラグを立てたいと思ってるのは奈月ちゃんじゃなくて山し――」

「バカっ、てめ……！」

　真琴は慌あわてて覧太の口をふさいだ。それでもモガモガとなにかを言おうとする覧太をはたいて黙らせ、教室を見回す。

　一番、今のを聞かれては困る人物のほうをそっとうかがった。

（よかった……聞こえてないみたいだ）

　真琴は安あん堵どのため息をつく。

　数人の女子と一緒に、昨日のドラマかなにかの話をしながら笑い合っている彼女。

　山下やました鈴音すずのね。

　その名のとおりに、清らかな鈴を鳴らすような声がここまで聞こえてくる。

（山下さん……）

　一度目をやると、真琴の視線はそちらに固定されてしまった。

　大人しそうな顔立ちに浮かぶホンワリとした笑みは、今け朝さから不運続きですさんだ真琴の心をいやしてくれた。

　動くたびにサラサラと揺ゆれる内ハネの黒髪は、まるで清流のようだ。

　まわりの女子と比べて一回り、いや二回りといっていいくらい胸が大きいのに、それを差し引いてあまりあるしとやかさを持っている。

「あ、そういえば鈴音。数学の宿題、わかんないとこあったんだけどさぁ。教えて？」

「ああ、あれね。ちょっと難しかったよね」

　クラスメイトの言葉にのんびりした口調で答えながら、彼女はカバンのふたを開ける。リボンのついた横髪を軽く押さえるていねいなしぐさがまたたまらない。

　鈴音はカバンからそれを取り出すと、机の上に置いた。

「ってなんでペット雑誌!?」

　女子が声を上げる。たしかに、チラリと見えたその表紙には、舌を出した小型犬がデカデカと写っていた。

「あれ？　間違えて持って来ちゃったみたい」

「なにをどう間違えたらこうなるの？」

「あーみてみてこの子、暑くてこんなに舌出してるの！　かわいいよー」

「宿題はどうした！」

　女子がツッコむが、鈴音すずのねは幸せそうな顔で雑誌のページをめくる。そんな表情にも真琴まことは思わず見とれてしまう。

　女子は、鈴音は戦力外と判断したらしい。苦笑しつつまわりの女子に言う。

「……どうしようか」

「ま、こういうとき、このクラスにはすばらしい人材がいるじゃない」

　べつの女子がそう言って、覧太らんたを指差した。



　そして数分後、覧太のまわりには、クラスの半分くらいの生徒が集まっていた。昨日の宿題はちょっと難しかったので、わからない人が多かったようだ。

「と、まあ、この問題はこんな感じだな。補助線の引き方がポイントだ」

『おおー』

　覧太が問題を解とくたびにどよめきが起こっていた。

　真琴はその様子を横の席からながめている。彼も数学が得意なわけではないが、今回の問題は自力で解けていた。

　覧太は成績がいい上に教え方が上じよう手ずなので、よくクラスメイトから宿題を教えてくれと頼まれている。

　事務仕事や、先生からの用事なんかも、みんなは手て際ぎわのいい覧太に助けを求めることが多い。二年五組の委員長はべつにいるのだが、あきらかに覧太のほうが目立っているし頼られている。学校内格差スクールカーストの最上位、といった感じだ。

　ふだん話をしているときには全然そんなふうに思わないが、こうして大勢に囲まれている覧太を見ると、彼が自分の友人だというのが不思議に思えてくる。

（つくづくリア充だよなぁ……）

　と、真琴がねたみ半分うらやみ半分、といった感じで彼のほうを見ていると、

「奏かなでくんは宿題できたんだ」

　いつの間にか目の前にいた鈴音が、ホンワリした笑顔をこちらに向けていた。

「やっ山下やましたさんっ！」

　真琴のテンションが一気に高まる。同じクラスというだけでとくに接点のない彼女と会話する機会なんてめったにないのだ。

　カラッカラに乾きだした口から、真琴はしぼり出すように返事をする。

「う、うんっ。まあ、きょ、今日はたまたまだけどっ」

「すごいね。それにちゃんとノート持ってきてるし。わたしはまちがってこんなの持ってきちゃって、困ったよー」

　あまり困っているとは思えない口調でそう言って、例のペット雑誌を取り出す鈴音。

「え、えっと、山下やましたさんは犬、好すきなの？」

「うん。だってすっごいかわいーんだよ。ほら！」

　楽しそうにページをめくって、真琴まことに写真を見せてきた。子犬がブリーダーらしいお兄さんの顔を舐なめまわしている。

「ね？　ね？」

「うん、か、かわいいね」

　勢いに押されるようにうなずくが、正直雑誌を見る余裕などない。

　鈴音すずのねとこんなに大量に言葉を交かわしている時点で、真琴の脈拍は急上昇だ。

　しかも、その鈴音の柔やわらかい笑みが急接近している。おまけに、そのすぐ下で大きな胸がふるんと揺ゆれている。

　大きいというか、超ちよう弩ど級きゆうだ。

（ちょ……近っ！）

　それから鈴音は雑誌のページをめくっていろいろ言ってきて、真琴もそれに答えを返したのだけど、なにを話したのかまるで憶おぼえていなかった。



　いつの間にか覧太らんたの講習会は終了していて、鈴音も、ほかのクラスメイトも、自分の席に戻っていた。



    

  
    
      



    

  
    
      

　覧太らんたがニヤニヤと笑い混じりに言ってくる。

「さっきはお楽しみでしたねぇ？」

「う、いや、その……」

　真琴まことはまだちょっと赤い顔をほおづえで隠しながら口ごもる。

　仕方ないじゃないか。オレはお前とちがって女の子と付き合ったことなんか一度もないんだよ、と言いたかったけどむなしくなるだけなのでやめた。

　黙っていると、覧太は「おいおい」とアメリカ人みたいに両手を広げて言ってくる。

「そんなんで今日、山下やましたに告白できんのか？」

「…………」

　真琴はまたしても口ごもるしかない。

　そう、真琴が今日実行すると決めていることとは、告白なのだった。

　ゴールデンウィークが明けたら、山下鈴音すずのねに告白する。

　真琴は覧太に、そう宣言していた。

　休みの間じゅういろいろな方法を模も索さくした。メールの告白文を何度も打っては消し、ゴミ箱が山になるほど手紙を書いた。

　しかしそれらの方法はやめにした。直接口で思いを伝えるのが一番いいと、そう思ったのだ。

　タイミングは放課後がベスト。今日は鈴音は掃そう除じ当番なので、うまく呼び出せば人の減った校内で二人きりになれる。

　言うべきことも決めてある。何度も頭のなかでシミュレイトした。

　だから、大丈夫だ。

「……できるさ」

　真琴はゴクリとつばを飲み込み、そう答えた。



　　　◇



　そんなわけで放課後。

「おい、マジでいくのか？」

　覧太が言ってくる。

　二人がいるのは廊ろう下かだ。

「お前、今日は絶対運が悪い日だって。占いでも言ってたんだろ？　『いつもと違うことはするな』ってさ。べつの日にしとけって」

　覧太の言葉に、今け朝さ見た夢が真琴の頭をよぎる。

　たしかに、あの夢を見た日は、真琴は運が悪い。

　だけど、

「……一度今日と決めたんだ。簡単に決心を変えるなんて男らしくない」

「男らしくても失敗したら元も子もないだろ」

「失敗なんかしないっ」

　なおもこちらの決意を鈍らせようとしてくる覧太らんたに、真琴まことは強く言い放つ。

「とにかく、オレはやるんだ！　覧太は先に帰っててくれっ」

「わかったわかった。そんなら俺おれはもうなにも言わん。がんばってくれ」

　覧太は苦笑しながら大げさに首をふると、階段へ向かっていった。

「……」

　ふう、と吐と息いきをひとつ。真琴は教室の戸のほうに向き直る。

　なかでは鈴音すずのねが、数人の女子と一緒に掃そう除じをしているはずだ。

（そうだ。ちょっと奈月なつきにいろいろ言われたくらいで気にするな。あいつはオレが実際男らしいかどうかなんて関係なく罵ののしってくるだけだ）

　真琴は、日々続けてきた努力の数々を思い浮かべる。

　ロードワークや筋トレは今でもやっている。プロテインも試してみたがちょっと高いので、牛乳を毎日飲んでいる。口調も少しでも男っぽくなるように気をつけている。中学時代の担任の先生に「これからの男は料理もできなくちゃ」と言われて腕をみがき、今では母親の代かわりに食事や弁当を作ることも多い。父親に「男はビール！」とすすめられて飲んでみたが、これはダメだった。震度七くらいの地震と二日ふつか酔よいを経験しただけだった。

　いくつか明らかに間違っていると自分で気づいているものもあったけれど、とにかく真琴は努力した。

　身長や見た目はまだちょっと結果が出ていないが、内面の男らしさのほうはけっこう身についているはずだ。

（だから、大丈夫だ！）

　自分に言い聞かせるように大きくうなずくと、真琴は教室の戸に手を伸ばし――。



『鈴音のこと好すきな男子、いっぱいいると思うよ』



「……！」

　教室の中からそんな女子の声が聞こえてきて、真琴の手は凍りついたように停止する。

『やだ、やめてよ。そんなはずないよー』

『またまたそうやっていい子ぶって！　こんないい身体からだしてるくせにっ！』

『きゃっ、ちょっと、ヘンなとこ触らないでよぉ』

　ゴトゴトゴト、と机が揺ゆれる音。いろんな意味でもう教室に入れる雰囲気ではない。

　しかし、この場を去るには、真琴まことはこの話題に興味がありすぎた。

　鈴音すずのねを解放したらしい女子の声が聞こえる。

『たとえばさー……奏かなでとか』

「なっ!?　…………ぐ」

　真琴はあわてて自分の口をふさぐ。思わず大声を上げるところだった。

　心臓が、破は裂れつするんじゃないかという勢いで脈打っている。

（なっ……はぁ？　なんでオレっ？）

　困惑していると、ほかの女子たちも口々に言い出した。

『うん。あいつはすごいわかりやすい』

『よく鈴音のほう見てるしね』

（なん……だと…………！）

　まさかそんなに簡単にバレているなんて……もうこの女子たちとはマトモに会話できそうにない。

『ね、ね。どう鈴音。もし奏に告白されたりしたら？』

「!?」

　またしても大声をあげそうになる。

　口と鼻をふさいで、荒くなる呼吸を押さえた。

　ダメだ。このままでは緊張で死んでしまう。

　だが……ここで鈴音の答えを聞かないで立ち去るなんてことができるはずもなかった。

『うーん』

　のんびりとした鈴音の言葉に、真琴は全神経を集中する。

　その内容に意識が向きすぎて、声が近づいてきていることには、まるで気付いていなかった。

　ガラリ、と真琴の目の前で開く戸。

「奏くんは、女友達のほうが楽しい気がするなぁ――」

「……………………」

「――わ、奏くん」

　真琴の存在に気づいて目を丸くする鈴音。

　真琴の脳内では鈴音の今の一言だけが延々とリフレインしていた。女友達女友達女友達女女女女――。

「あの、あのね奏くむがむぐ」

「よけいなことを言っちゃダメだよ鈴音！　奏の傷に塩を塗ぬりこむだけだ！」

「じゃあね奏、また明日！」

「ばいばーい！」

「ほら、帰るよ鈴音すずのね！」

「ふむぎゅ……」

　硬直する真琴まことを残し、女子たちは鈴音を抱えるようにして立ち去っていった。

　一人ポツンと取り残される真琴。

　夕日に赤く染まる教室。遠くから聞こえてくる運動部のかけ声。

　真琴はなんだか、自分がすでに鈴音に告白して断られたような錯覚に陥おちいる。

　というか、いまのは実際にそういうことになるんじゃないだろうか。

　女子が男子に対して、（女）友達のほうがいいなんて――。

「おい真琴。なにがあったんだ？　山下やましたが口をふさがれてグレイみたいに運ばれていったけど」

　と覧太らんたが現れて肩をたたいてきた。

「どうしたんだよ」

　とか言っているが、とてもまともな言葉を返すことなんかできない。

「は、はは……女友達か……ははは…………」

「ま、真琴？　大丈夫か？」

　大丈夫か、だって？

　そんなの、言われるまでもない。

「う…………うわあああああああああああぁぁあぁぁぁあああ！！！！」

「あ、おい！」

　真琴は絶叫を響かせて跳び上がり、自分でもなにがなんだかわからないままに学校を飛び出した。













　夢のジンクスはやはり健在だった。

　星占いも、覧太の言うことも当たっていた。

　今日の真琴は死ぬほど運が悪い。

　それも、悪夢のような最悪の日だ。

　しかし、そんな最悪に見舞われた真琴に追い打ちをかけるように――



　本当の悪夢はこれからはじまるのだった。



    

  
    
      


第２話　悪魔が来きたりてキスをする



「…………」

　気がつくと真琴まことは自分の部屋のベッドに横たわっていた。

　どうやって学校から帰ってきたのかまったく記憶になかった。ちゃんと電車に乗ってきたのかどうかも危うい。もしかしたらここまで走ってきたのかもしれない。

　それぐらい身体からだがグッタリしていた。フルマラソンを走らされたような疲労感だ。

　服は学ランのまま。カバンは床に捨て置かれてあった。

「…………なんで」

　だらしなく手足を投げ出し、枕まくらに顔を押しつけて、真琴はボソリとつぶやきを発する。

「なんでオレは……こんな外見なんだ…………」

　くぐもって聞こえるそんな声までちょっと高めで、しゃべるのすら嫌になる。

　いつもなら帰宅後は日課のロードワークに出かけるのだが、そんな気力はなかった。というか、もうこのまま一生動きたくない。

「……………………」



　…………どのくらい時間がたっただろうか。ほんの数秒な気もするし、一日中そうしていた気もする。

　身を動かすきっかけになったのは、不意に聞こえた悲ひ鳴めいだった。

「やあああぁぁぁぁぁッ！」

　壁をへだてて、となりの部屋から聞こえてくる。

「……奈月なつき？」

　真琴はよろよろと、ノックダウン寸前のボクサーのように頼りなく身を起こした。

「いや、ああぁぁぁっ!?」

　悲鳴がふたたび響いてくる。しかもどこか苦しんでいるような……ただごとではない。

　真琴は自室を出て、飛び込むように奈月の部屋に入った。

　ベッドの上。

　布団ふとんにくるまって、奈月が苦しそうに身み悶もだえている。

「くぁッ……あっ…………ああぁあ！」

「おい奈月、どうしたっ！」

　真琴はベッドに走り寄り、叫ぶような声で呼びかけた。

　しかし返事はない。

　明らかにまともな状態ではなかった。苦く鳴めいをもらす口は呼吸も荒い。みけんにしわを寄せ歪ゆがんだ顔は、赤く染まっている。ひたいや首筋にはじっとりと汗がにじみ出ている。

「はぁ……はぁ……ふあぁッ!?」

「奈月なつき!?　ま、待ってろ。すぐに救急車を……」

　真琴まことはあわててケータイを取り出し、番号を押し――かけたその腕がいきなり、ぐいっとつかまれた。

「……な、つき？」

　手を止めて真琴はケータイから顔を上げる。

　暑かったのだろうか、いつの間にか布団ふとんをはぎ取った彼女が、上半身を起こしてこちらを見ていた。

　服装は制服のままだった。ブレザーは脱ぬいで、ブラウスとスカートだけの姿。リボンがほどけ、ブラウスは第三ボタンまで開いている。スカートがめくれ、太ももがあらわになったその姿は扇せん情じよう的てきというか……。

（い、いや、なに考えてんだオレはっ）

「ど、どうしたんだ？　いま救急車を呼ぶから――」

「…………あぅ……ひぁ。あ……………………」

　奈月の口からは意味をなさないうめき声がもれるだけだ。

　彼女はギュッと学ランのそでをつかみ、涙をたたえた瞳ひとみで真琴を見つめてくる。

　そのしっとりと濡ぬれた視線はどこか、なにかを求めるようで……。

「――――ん？」

　と、真琴はそこでようやく違和感を覚えた。

　うるんだ瞳。赤く上気した顔。じんわりと汗を浮かせた白い肌。たしかに苦しんでいるのは事実だが、風か邪ぜとか病気とかとはなんだか違う。

「はぁ……はふぅ、だ、だめ…………」

　荒い吐と息いきとともにもれる声は、よく聞くと苦しそうというよりどこかなまめかしい。もの欲しげに開いた唇くちびるから唾だ液えきがつうぅ、とたれて、白い胸元に浮いた汗と混じり合う。

　そして極めつきは手だ。真琴のそでをつかんでいないほうの手が、スカートの上から、脚あしと脚の間のつけねを、モゾモゾと這はい回まわっている。

「なっ！　なな、奈月っお前なに、を……!?」

　いや、なにをしているかくらいはわかる。だけどおかしい。最初に部屋の外で聞いた悲ひ鳴めいめいた声も変だし、今こうして真琴を逃がさないようにつかんでいる手もおかしい。

（だって奈月だぞ？　今日一日の態度だけでも思い出してみろ。罵ば声せいは浴びせてくるわ、教室に行っただけで怒るわ……）

　その奈月が、顔を赤らめ悩ましげに、熱い呼気を口からもらし、しっとり濡れた瞳で真琴を上目遣いに見ている。

　まるでなにかに取とり憑つかれてでもいるような。

「だめッ……もう、我慢できない、よぉ……っっ!!」

　ひときわ声高く叫んだ奈月なつきが、真琴まことの腕をグイッと引き寄せる。

「お、わ、うっ……」

　真琴はベッドに倒れ込んでしまう。なんとか両手をついて身体からだを支えた。

（これは……）

　頭は混乱しているのに、今の体勢が、まるで天井あたりから眺めているようにはっきりと理解できた。これはどう考えても、真琴が奈月をベッドに押し倒している形だ。たとえばここに母親が現れたりなどしたら、確実に言い逃れ不可能なシチュエーションだ。

「や、まず、まずいってこれはっ」

　あわてて身を起こそうとした真琴の首に――奈月の両手が伸びてきた。

「……？　お、おいっ」

　声をあげるが、遅い。

　奈月の手は真琴の首のうしろで組み合わされ、そのままゆっくりと下ろされる。それにしたがって、当然真琴の頭も下へ――つまり奈月の顔へと接近する。

「ちょ……変な冗談はよせっ！」

　すぅ、と奈月のまぶたが閉じられた。こころもちあごを持ち上げて、それはまるでなにかを待ち受けているかのよう……。

　彼女がなにをしようとしているか、これでわからないはずがない。

（……なに考えてやがる！）

　真琴は首の拘束を振りほどこうと身をよじる。

　しかし、奈月の手には驚くほどの力がこめられていて、まるで動かない。それどころか、真琴の身体をぐんぐんと自分へと引き寄せていく。しかも、

（なん、だ……動けないっ）

　真琴のほうは逆に、なにかに身体を乗っ取られたかのように力が入らなかった。感情と裏腹に、まるで抵抗できないのだ。

（まてまてまてやめろおおぉぉ!!）

　もはや二人の顔は、互いの息が肌で感じられる距離まで近づいてしまった。

　奈月の桜色の唇くちびるがフルリと揺ゆれる。

　そして――

「……すぅ……すぅ」

「……は？」

　――いきなり、拘束が解とけた。

　奈月の手がパタリとベッドに落ちる。顔がコロンと横を向いた。

　口からは寝息がもれている。

「は……？」

　気づくと、身体からだの自由が戻っていた。

　真琴まことはあわてて身を起こす。

「なんだったんだ……」

　意味がわからない。まるで夢でも見ているような気分だった。

　混乱した頭のままで、奈月なつきの寝顔を見る。異常は何もないようだ。先ほどの興奮状態がウソのように穏やかな寝息。

　普段の、真琴を罵ののしったり暴力をふるったりする彼女とは別人のようだ。

「ん……」

「！」

　こぼれた声に、真琴は心臓をはね上げる。

　しかし、奈月が目を覚ます様子はなかった。

　呼吸はちょっと熱っぽく、わずかに開いた唇くちびるは、少し赤らんだ頬ほおは、そして閉じられたまぶたは、やっぱりなにかを求めているように見えて…………。

「…………なに考えてんだオレは」

　なにか、おかしい。

　奈月の妙な態度もそうだし、自分もなんだかその雰囲気にのまれそうになっている。

「落ち着け。まずは部屋に戻って深呼吸。それからじっくり、なにがどうなっているのか考えるんだ。よし」

　わざとらしく口に出して確認しながら、真琴は自分の部屋へ戻った。



「なんだ。なにもヤらなかったのか」



「！」

　扉を開けたとたんにそう言われた。

　聞いたことのない声だ。子供の――女の子の声。

　真琴は部屋を見回す。

　その姿は、すぐに見つかった。

　窓から差し込む月明かりに照らされた、少女。

　年齢は二ふた桁けたに達したか達しないかというくらいだろうか。歳とし相応の小柄さで、背の低い真琴でも充分に見下ろせるサイズ。

　ツインテールにまとめられた長い髪は銀色。どことなく金属的で冷れい徹てつな雰囲気を発している。肌は陶とう製せいの人形めいた、冷たさを感じさせる白。こちらを生意気な感じに見つめている目の色は血のように赤い。

　なんというか、人間離れしている。

　着ている服はなぜか舞坂まいさか高校の女子ブレザーだった。特注なのか、きちんとサイズの合ったものを身につけている。しかしもちろん、こんな子供は高校にはいない。

　そんな不可解な姿の少女が、椅い子すの上に足を乗せ、机の上に座っていた。

　ペンを手にとってクルクルといじっている。

（なんだこいつ……いったいどこから？）

　わけのわからない事態に、真琴まことはとっさに言葉が出てこない。

　不法侵入の子供、と言い切ってしまうには、目の前の少女が持つ雰囲気は異質だった。

　それに、窓はしっかり閉じているし、玄関の鍵かぎも閉まっている。どう考えても、普通に家に入ってこられるはずはない。

　少女は、硬直している真琴の全身を、上から下までなめるように見回すと「ふんっ」と鼻を鳴らす。

「本当にあの娘となにもしなかったようだな。あれだけ状況が整っておったというのに、フヌケか貴き様さまは」

「あの娘って……奈月なつきのことか？」

「名前は知らんが、となりの部屋にいる小娘だ」



    

  
    
      



    

  
    
      

　やはり奈月なつきのことらしい。

　なら、お前のほうが小娘じゃないか、と思ったが口にはしない。

　それよりも、気になったことを真琴まことは問いかける。

「……やるって…………なにを？」

　少女は「やれやれ」というようにため息をつくと、言い放った。



「ヤるといえばセックスに決まっている」



「ぶっ」

　思わず吹いた。

　直球だった。

　ぼかしもごまかしもせず、十歳前後にしか見えない少女が堂々と言い放ってしまった。

「…………えと」

　よけいに戸惑いを増す真琴。

　それに追い打ちをかけるように、少女はクイと口くちの端はをつり上げ、とんでもないことを告げた。

「セックスをしないと、あの娘が死ぬことになるぞ」



「……………………」

「黙ってないでなにか言ったらどうだ」

　少女の言葉に、しかし真琴は沈黙しか返せない。

（……なに言ってんだろうこの子）

　ひょっとしたら電波さんかもしれない。

　しかし、先ほどの奈月の姿が真琴の脳裏をよぎった。熱っぽく真琴に迫ってきた彼女。

　たしかにあれは尋常じゃない。命がかかっていると言われれば信じてしまいそうだ。だがそれでも、

「死ぬって…………意味が……わかんないぞ」

「やれやれ。さんざん待たせて出てくる言葉がそれか。凡ぼん庸ようにもほどがある」

　少女はあきれ顔。ペンのしりで頭をかきながら、

「まあしかし、蒙もう昧まいなる人間風ふ情ぜいには理解できずともしかたあるまいか。我われが説明してやるからありがたく拝はい聴ちようせよ」

「はぁ……そりゃどうも」

（我とか言い出した……）

　真琴の中で「この子電波なんじゃないか」ゲージがどんどん上がっているとも知らず、少女はやや得意げに腕を組んだ。手に持ったペンをユラユラと振りながら、

「よいか。あの娘――ナツキとか言ったか？　あやつは今、生命エネルギーが過か剰じように消費されている状態だ。このまま放ほうっておくとエネルギーが尽きて死んでしまう。それを防ぐには、消費を抑おさえ込むための精気が必要になる。精気の補ほ充じゆうにはセックスが最適だ。だからセックスをしろと言っているのだ。わかったか」

　どうだわかりやすいだろうとばかりに「ふふん」と鼻をならす少女。

「いやちっともわかんねえし」

「なんだと。まさか貴き様さま日本語が通じないのか」

「さっきから日本語使ってるじゃねえか！」

「む。そういえばそうだな」

　少女はマジメな顔でうなずく。電波な上にアホなのか。

「そもそも生命エネルギーとか精気とかわけわかんないんだよ。そんな病気聞いたことないし」

「病気ではない」

「じゃあなんなんだよ」

「霊力の話だ」

「霊力？」

　真琴まことは露ろ骨こつにまゆをひそめる。

　なんだかオカルトというかスピリチュアルになってきた。ひょっとして、電波じゃなくて宗教なのだろうか。

　そっちのほうがやっかいだなぁ、と思っていると、少女は笑みを浮かべた。それがどことなく肉食獣のように見えて、真琴はちょっと怖くなる。

「我らは身体からだすべてが霊力で構成されているが、人間も命の根本的な部分を霊力で支えている。それが生命エネルギーだ。我われらは霊力を注ぎ込むことで人間をしもべにする。うまくいけば霊力を操る夢む魔まになれるが、うまくいかなかった場合は――生命エネルギーが過剰消費され、やがて死にいたる」

「待て待て待て、わけがわからないぞ。なんだしもべって。なんだ夢魔って」

「やはり貴様日本語が――違うのか。ひょっとしてバカなだけか」

「哀れむような目で見るな！　言葉の意味がわからなくて訊きいてるんじゃない！」

「ではどうしたというのだ。もう充分すぎるほど説明しているではないか」

「いや、ぜんぜん不充分だからさっきから何度も聞き返しているんだが……」

　というか、こんな説明をいくら聞いても意味がない気がしてきた。

　真琴はため息をつき、こういうときにまっさきに訊いておくべきだったことを訊く。

「――そもそも、お前は何者なんだよ？」

「おお」

　少女はポンと手を打った。

「これはぬかったわ。悪魔界ではムカデやカエルの一匹にいたるまで、この姿を見て我われとわからぬものなどいないのでな。つい忘れておった」

　少女は脚あしを組み、そのひざの上に左手を置き、右手のひらで自分を指し示す。

　そして厳おごそかに言い放った。



「わが名はフェレス。悪魔界の頂点にその名を連ねる八大貴き家かがひとつ、ヨハネス家の息女。《可能なる終末》メフィストフェレスである」



「…………は？」

「こたびは、わが近きん傍ぼうに侍はべるべきしもべを得るために、地上へ降り立ったのだ。人間風ふ情ぜいがわが姿を拝おがめることを大いに喜ぶがよいぞ」

　偉そうにそう言って、口元をつり上げる少女。なぜか白靴下の足を差し出してくる。

（やばい……ホントに電波だこの子）

　なんでよりによってこんな気分が最悪の日に、こんなわけのわからない女の子の相手をしなければいけないんだろう。なんだかますますテンションが落ち込んできた。

　少女――フェレスとやらは真琴まことの微妙な反応を気にした風もなく、

「――おい、なにをしている」

「は？　なにが？」

「ほれ」とこっちに向けた細い脚を揺ゆらしてくる。

「口付けをせんか」

「……なに言ってんの？」

「悪魔が御み名なを告げたら、人間はひざまずいて足に口付けをし服従を誓うものだろうが」

「知らねえよそんな慣習！」

「む。もしかして別の教派か？　尻しりだとこちらのポーズが間抜けで我は好すかんのだが。まあどうしてもというのならば仕方あるまい……」

「やらんでいい！」

　腰を浮かしかけたフェレスを真琴は慌あわてて押しとどめる。危うく、小さい女の子に尻を突き出させる変態男子高校生の図ができあがるところだった。

「――足だか尻だか知らんが、オレは別にお前に服従するつもりはない」

「はっ、バカを言うな。我が名を聞いて服従を願わない人間などいるものか」

「いや、っていうかさ……悪魔とか言われても、信じられないし」

　いいかげん面倒くさくなってきて、真琴はため息まじりに本心を告げた。

　フェレスは一瞬ポカンとした顔になるが、

「――ほう」

　と、すぐに笑みを取り戻した。

「それは、つまり、だ」と一語一語をかみしめるように言ってくる。「貴き様さまは我われの話を今までずっと、妄もう言げんかなにかだと思って聴いておったと、そういうわけか？」

「そりゃそうだ」

「そうか……」と残念そうな顔をするフェレス。「まさか信用してもらえぬとは」

「当然だろ」

「では――強制的に信じてもらうしかないな」

「へ？　うわッ!!」

　フェレスが足を持ち上げ――振り下ろした。

　その瞬間、真琴まことのすぐ横を衝撃波のようなものが駆け抜けた。彼の黒髪が幾本か、ハラリと散って落ちる。

　衝撃波が走った先――背後を振り返ると……、

「なにぃい!?」

　真琴の寝床がまっぷたつになっていた。

　金属製のパイプベッドだ。それが布団ふとんごと断ち割られ、あわれＶの字になっている。

「――どうだ？」

　フェレスの傲ごう岸がん不ふ遜そんな声が聞こえてくる。自分の歯がカチカチ鳴る音を聞きながら見れば、彼女は獲え物ものを追いつめた殺人鬼のような悪逆な笑みを浮かべていた。風で浮き上がったツインテールの銀髪が、まるで怪物の角のように見える。

「信じる気になったか？　それとももう一発お見舞いするか？」

「わかった！　信じる！　信じますからもうけっこうです！」

　真琴は手を振って、力の限りそう答える。

　悪魔なんて信じる気になれないとしても、そう答えないと殺されると思った。



　　　◇



「つまり、お前は悪魔界とやらからしもべを探しにやってきて、奈月なつきを発見してしもべにしようとしたと。だけど、奈月には適性がなくて、うまくしもべにできなかった。それでアイツはあんなことになってしまった……ってことでいいのか」

「ま、おおむね正解だ」

　真琴の確認に、フェレスはうなずいた。その偉そうな態度は、少女の外見にまるで合っていない。

　彼女は手にしたペンをクルクル回しながら、

「我われらのしもべたる夢む魔まの役目は、人間の持つ精気を集め、霊力に変換してあるじたる悪魔に渡すことだ。精気とはすなわち性を司つかさどるエネルギー。夢魔は人間に色じかけで迫り、精気を放出させてそれを回収するのだ」

「色じかけ？　精気を……回収？」

　真琴まことはふざけた単語にまゆをひそめる。

　そしてさっきの奈月なつきの様子を思い出した。

「……ってことはなにか。もし奈月がお前のもくろみどおりしもべになってたら、オレはあいつに襲われて精気をしぼり取られてたってわけか」

「そういうことだ」

「…………」

　まったく冗談じゃない。背筋を冷たいものが走って、真琴は身み震ぶるいする。

「……まあ、でもそれはうまくいかなかったんだな？　奈月はお前のしもべにはなれなかった。で、そのせいで死んでしまう――ん？」

　とそこで真琴はふと気づく。

「おい」

「なんだ？」

「さっきから偉そうに解説してるが、すべての元凶はお前なんじゃないか」

「…………」

「目を逸そらすなよ」

「……ええい、やかましいっ」

　フェレスはうるさそうに眉まゆ根ねを寄せると、親指でとなりの部屋をさし示した。

「理由はともかく、あの娘は精気を補ほ充じゆうせねば死んでしまうのだ。いいからさっさとヤッてこい」

「……イヤに決まってるだろ」

「なぜだ？　どうしてためらう？」

「そこ疑問に思うところか!?　普通はためらうわ！」

「ヤらなければあの娘は死ぬのだぞ？」

「それっ、は……」

　そう言われると返しようがない。

　しかし、いくら本当の妹ではないとはいえ、同じ家に暮らしている家族だ。そんなことをしてしまったら、明日からどんな顔をして会えというのか。

　というかそもそも、このフェレスと名乗る少女の言っていることが真実だという保証はどこにもない。電波な妄想娘だという可能性だってまだあるのだ。

　真琴まことの沈黙に、フェレスは不満げに鼻をならした。「無理やりヤらせるか……しかしそれだと効果が半減するし……」とか、なんか怖いことをつぶやいている。

「――よし」

　やがて彼女は、小さくうなずくと、手にしていたペンで真琴を指し示した。



「貴き様さまが代かわりにわがしもべとなれ。そして精気を集めるのだ」



「は？」

「だから、貴様が夢む魔まとなって、人間どもに色じかけで迫れと言っている。そして集めた精気で奈月なつきを助ければよい。名案であろ？」

「どのへんが名案なんだかさっぱりわからないんだが……」

「貴様はエロいことができるし、ナツキは死なずに済むし、我われはしもべを得られる。一石三鳥ではないか」

「まて、それだとオレだけぜんぜん得しないじゃないか」

「？　エロいことができるのだぞ？」

「心底不思議そうに首かしげんじゃねえ！　オレはべつにしたくないからな！」

「くはは。万年発情期の人間がなにを言う。遠えん慮りよしなくてよいぞ」

「遠慮とかじゃなくて……」

「ちっ。めんどうなヤツだ」

　フェレスは脚あしを組み替える。白いひざこぞうに手を乗せ、こちらに顔を近づけてきた。

「ナツキを助けたくないのか？」

「またそれかよ……ん？」

　と、そこで真琴は違和感を覚える。

「…………ちょっと待て。お前、なんでそんなに奈月を助けることにこだわる？」

「なにを言い出す。死んだら困るであろ？」

「オレはな。あんなヤツでも、死なれるのはさすがに気分が悪い。でも、お前はべつに困らないんじゃないのか？」

「む……」

「しもべにできなかったやつなんか放ほうって、どっか行っちゃえばいいじゃないか。なんで奈月にこだわる？」

「そ、それはだな……」

　つい、と赤い大きな目が気まずそうにそらされる。なにか隠しているのがバレバレだ。

「それは？」

「……………………ええい、やかましい！」

「うわっ！」

　いきなり叫ぶと、フェレスは持っていたペンを放ほうり投なげ、真琴まことに飛びかかってきた。

「たまたま気が向いたのだ！　このメフィストフェレス様が人間風ふ情ぜいを助けてやろうというのだから、よけいなことを考えないでありがたく光栄に浴よくしろ！」

「んなムチャクチャな……うぐっ」

　真琴は襟えり首くびをつかまれ、フェレスのほうへ引き寄せられる。その細い腕と小さな手からは想像がつかないほどの力だ。

「大人しくわがしもべとなるがよい」

「う……くっ…………」

　首をしめあげられ身動きが取れない。

　フェレスは真琴の学ランの胸ポケットから生徒手帳を取り出す。片手でページを開き、

「ふむ、奏かなで真琴か」

　名を読み上げると、手帳を床に投げ捨てた。

　そして赤い双そう眸ぼうを見開くと、

「わが氷結の口づけにて霊力を授ける。汝なんじ、奏真琴。メフィストフェレス・ヨハネスの名において命ず。夢魔しもべとなりて、我われとわが眷けん属ぞくに忠誠を誓いて恭きよう順じゆんせよ」

　呪じゆ文もん、というよりは呪じゆ詛そのような声音でそんな言葉を口にするフェレス。

　その顔が一気に近づいてきて――、

「ぁくッ……やめっ――」

　唇くちびるが触れた。

　その瞬間、心臓が悲ひ鳴めいを上げる。

　冷たい。まるで冷水のプールに飛び込んだように、全身を冷気が駆け巡る。

（や……め……）

　続いて、何かが口から流れ込んでくる感覚。今度は逆にひどく熱い。

　その熱に頭がボーッとしてきて、何も考えられなくなり、眠気が襲ってきて…………。



　　　◇



「……！」

　真琴は跳び起きた。

　唇をおさえる。もちろんそこにはもうなにもない。しかし、さっきの妙に冷たい感触ははっきりと記憶に残っていた。

（オレの……ファーストキス…………）

　よりによってこんなわけのわからないヤツに……とショックで頭を抱えていると、横から声が飛んできた。

「何を悶もだえている。そんなに快感だったか、我われとの口づけは」

「んなわけねえだろ！　オレのファーストキスを返せよ！　悪魔なら時間を巻き戻せ！」

「貴き様さまのファーストキスなどどうでもよいわ」

　フェレスはピシャリと言い捨てた。ひどすぎる。

「それよりも見ろ」と鏡を指し示す。「成功だぞ。これで晴れて貴様はサキュバス、わがしもべだ」

「サキュ……バス…………？」

　その言葉が自分に向けられることに違和感を覚えながら、真琴まことは顔を上げた。

　鏡を見る。

　彼がいるべき場所。



　一人の少女がそこに立っていた。



　小柄な身体からだは、舞坂まいさか高校の女子ブレザーをまとっている。体つきは全体に曲線を描き、しかしスラリとしていて驚くほどバランスがいい。

　黒髪は腰の辺りまで伸び、古式ゆかしきカラスの濡ぬれ羽ば色いろに光っている。横髪をうしろでしばった大きなリボンが目立っていた。

　目はフェレスと同じ赤。丸く見開かれたそれは、まっすぐにこちらを見ていた。

　その姿に、真琴は思わず見とれて……が、次の瞬間恐ろしい考えが浮かんで、背筋を寒さむ気けが走る。

「――――まさか」

　そろり、と真琴は右手を持ち上げる。鏡のなかの少女は左手を上げた。

　真琴は手を自分の胸に当てる。そこにはなぜか、なだらかなふくらみがある。

　カタカタと震えだした手をゆっくりと下ろし、スカートの上から股こ間かんにのせる。あるべきはずのものは、そこにはなかった。

「う、そだ、ろ…………」

　よろり、と真琴はよろめく。

　鏡のなかの少女もよろめいた。

　もう疑いようがない。

　その少女は真琴だった。

「なんだよ……なんなんだよこれ…………」

　錯乱しそうな頭に、くくく、と得意げな笑い声が聞こえてきた。

「我ながらすばらしいできだ。貴様、素材は良いのだからな。さっきはずいぶんともったいない格好だったが、これで男どもから引く手数多あまただぞ」

「――なにわけわかんないこと言ってやがる！　元に戻せ！　冗談じゃないぞ、こんな身体からだ！」

「貴き様さまこそなにを言っている。さっきまでの貴様はまるで男のようだったではないか。魅力的になったのだから、だれが嫌うものか。むしろ我われに感謝すべきだろうが」

「男……みたい…………？」

　その言葉で真琴まことはやっと、フェレスがとんでもない勘違いをしていると気づいた。

「…………お前もか」

　わなわなと怒りに身体が震える。

「お前もそうやって……オレのことを女扱いするのか！」

「なんだ突然。女が女扱いされてなぜ怒る？」

「――オレは男だ！」

「…………は？」

　フェレスは大きい赤目をパチパチと瞬まばたかせた。それからすぐに引きつったような笑みを浮かべる。

「はは……なにを、バカなことを」

「それはこっちのセリフだ！　いったいなんなんだみんなして！」



    

  
    
      



    

  
    
      

　真琴まことは頭を振りながら叫ぶ。長い髪がおおげさに揺ゆれて、とてもうっとうしかった。

「――女に間違われて告白されるし、オトコオンナだのチビだの言われるし、女友達のほうがいいとか言われるし……しまいにはホントに女にされるってなんだよ！　意味わかんねえ！　恨みでもあるのかっ!?」

「ちょっと待て。女にしたこと以外は我われのせいではないぞ」

「知るか！　あああぁぁ……こんな格好じゃ山下やましたさんに告白するなんて永久に無理じゃないか……最悪だ！　もうおしまいだっ！」

「お、おい、少し落ち着け」

「うるせえええ!!」



　――五月六日。のちに「悪夢の日」と（真琴によって勝手に）名づけられるこの日。

　奏真琴は女夢魔サキユバスとして、悪魔のしもべにされたのだった。



    

  
    
      


第３話　想うはたゆたいし君の双そう丘きゆう



　真琴は放課後の教室にいた。

「…………あれ？」

　今日一日、授業を受けた記憶がなかった。けれどホームルームは終わっていて、みんなは帰ろうとしている。

「……ま、いっか」

　よくわからないけれど、得したと思っておこう。そう考えながら真琴は、隣の席に目を向ける。

「――覧太らんた？」

　いつも一緒に帰っている覧太が、別の男子と連れ立って教室を出ようとしていた。たまに生徒会の手伝いや部活の助すけっ人とで残っていくときはあるけれど、その場合はかならず真琴に一言告げていくはずだ。

　ひどいなぁ、と思いながら真琴は声をかける。

「おい覧太。今日は用事か？　一緒に帰らないのか？」

　覧太はこちらを振り向くと、不思議そうな顔で言ってくる。

「……？　なに言ってんだ奏。お前はいつも山下やましたと一緒に帰ってるだろ？」

「は…………？」

　真琴まことは自分の耳を疑う。

「山下……さんと……？　からかうなよ……はは、それじゃまるで、オレと山下さんが付き合ってるみたいじゃないかよ……」

　そう言うと、覧太らんたは不思議そうな顔のまま笑みを浮かべた。

「なに言ってんだ？　お前、男っぽい口調だと思ってたら、百ゆ合り趣しゆ味みでもあるのか？」

「百合趣味って……」

　真琴は男だ。男が女の鈴音すずのねと付き合ったら百合趣味だなんて、そんなバカな話はない。

「お前、だいじょうぶ――」

　口を開きかけたところに、鈴音がやってきた。ぽん、と真琴の肩に手を乗せる。

「お待たせ、真琴」

「いいいいい今ままま真琴って!?」

「どうしたの真琴？　顔が赤いよ？」

　心配そうに顔をのぞきこんでくる鈴音の口調は、女友達相手のときのような気安い感じだった。

「…………………………女友達？」

　まさか、と真琴は、そこではじめて自分の身体からだを見下ろした。

　女子の制服だった。となりの鈴音と同じ、ブレザーにスカート。

　黒い髪がサラサラとゆれて、その長さを主張してくる。

「う……そ……だろ…………」

　ガラリ、と目の前の戸が開いて、奈月なつきが現れた。

「もー遅いよお姉ちゃん。今日は一緒に買いもの行くって約束でしょ」

　いつもとは別人のような、愛あい嬌きようのある怒り顔でそう言ってくる。

　真琴の脚あしが、よろりとふらつく。

「やめろよ……オレは……男、だぞ…………」

「なに言ってるの？　お姉ちゃんが男なわけないじゃない。そんなに小柄で可愛かわいいのに」

　奈月が言ってくる。

「そうだよ。真琴はわたしの女友達だよ？」

　鈴音も言ってくる。

「お前は正しよう真しん正しよう銘めいまちがいなく女だ」

　覧太まで。

「オレは男だ！」

「いいや女だ」

　いきなり奈月なつきのうしろから、制服姿のフェレスがニヤニヤ顔で教室に現れる。

「貴き様さまは女だ。サキュバスだ。だからわがしもべとしてエロいことをしまくるのだ！」

「いやだ！　オレがサキュバスだなんて信じられるか！」

「だったら証明してやろう。なんだこの胸のふくらみは？　なんだこの股またのくぼみは？」

「ちょッ！　やめ……さわる、なっ、ひゃんっ!?」

「くはは。そんな可愛かわいらしいあえぎ声を出す男がいるものか。どうした？　感じているのか？　オンナノコの真琴まことちゃん？」

「ちが……う……オレっ……オレは…………」



「オレは男だああああああああああああああああぁぁぁぁあああぁぁぁあ！！！！！！」



　教室の中心で叫びながら、真琴は目をさました。

　椅い子すを蹴け倒たおして立ち上がっていた。

「……………………」沈黙する教室。

「……………………」沈黙する真琴。

　まわりを見回す。クラスじゅうの生徒がノートを取る手をとめてこちらを見ていた。

「う……あ、その……」

　火が出そうに熱い顔をうつむけながら、真琴は何事か言おうとしたがダメだった。

「えーと」

　黒板に英文を書いていた先生（二志沢にしざわ郷子さとこ・二十八歳）が、生温かい笑みを浮かべて言ってきた。

「奏かなでくん。授業中に寝ぼけちゃだめですよ」

「す、すみません……」

　もういっそ教室から逃げ出したくなりながら、真琴は椅子をなおして座る。

　教室のうしろの棚に座って爆笑しているフェレスが腹立たしかった。

　クラスのみんなには彼女の姿は見えていないようで、笑い声も真琴にしか聞こえていない。そういえば壁や机もすり抜けていたし、もはや完全に、フェレスを悪魔と認めないわけにはいかなかった。



　昨日。

　あのあと真琴の身体からだは「元に戻せ」と騒いでいる間に勝手に戻った。しもべとしてずっとサキュバスでいなければいけないわけではなく、必要なときにフェレスが霊力を与えてあの姿にするらしい。その霊力が切れると元に戻るようだ。

　元の姿に戻れたのはありがたい。

　しかし問題は、フェレスが真琴まことをいつでも自由にサキュバスにできるということで、その彼女が学校までついてくると言い出したことだ。

　まったく嫌な予感しかしない。

　できれば休んでしまいたいくらいだったのだが、フェレスが「ひきこもっていては精気を集められないではないか」と騒ぐので、しかたなく登校したのだった。



　そういえば、奈月なつきは今け朝さもいつもどおりに起きて登校したようだった。フェレスによれば、生命エネルギーの過か剰じよう消費は日常生活には影響を与えないし、昨日のような事態ももう起こらないとのこと。

「ずいぶんと都合がいいんだな」となにげなく感想をのべたら「よ、よけいなことを言うな」とフェレスに蹴けられた。まったく、わけがわからない。



　　　◇



「なんだったんだ、さっきの魂たましいの叫びは？」

　昼休み。

　購買戦争の戦利品であるカラシマヨネーズソーセージパンの袋を開けながら覧太らんたが言ってきた。ニヤニヤと笑みを浮かべている。

　真琴は弁当のからあげをはしで持ったまま口ごもる。

「あれは……その…………」

「昨日の山下やましたとのことまだ気にしてるのか？」

「ちがっ、ちがうぞ！　オレはあんなの全っ然……」

「めちゃめちゃ気にしてるじゃねーか」

「うう…………」

　うなだれる。かじりかけのからあげがポロリとはしから落ちた。

　さいわいクラスメイトはさっきの叫びを軽く流してくれたが、真琴の傷は深い。

　もちろん鈴音すずのねの「女友達」発言はショックだった。けれど、授業中へんな夢を見るほど尾を引いているのは、間違いなくフェレスのせいだ。

（…………）

　真琴は恨みがましくうしろを見やる。

　フェレスは、棚の上で脚あしをブラブラ揺ゆらしながら教室を見回していた。なにをしているのか知らないが、小学生の女の子が高校にまぎれこんでいるようにしか見えない。

　目が合うと、フェレスは不機嫌そうにまゆをひそめ、視線で「こっち見んな」と言ってきた。言うことを聞かないと殺されそうなので、真琴はすぐに視線を戻す。

　気づくと、覧太らんたが女子と話をしていた。

「じゃあよろしく頼む」

「オッケ。みんなに聴かせとくわね」

　女子はＭＰ３プレイヤーを手に教室を出ていった。

「なに？」

「四組の北原きたはら。曲データ渡してた。六組の西田にしだの兄貴がライブやるんで、チケット売ってくれって頼まれててな。北原は音楽仲間多いから、宣伝してもらおうと思って」

「へー」

　相変わらず交友関係の広いヤツである。

　覧太の机の上には黒のアイフォンが置かれていた。彼はいつもこれで音楽を聴きながら登校している。

　そのアイフォンのケースから、やけにカラフルな女の子のストラップがぶらさがっていた。やたらにフリルのついた妙な服装で、アニメかなにかのキャラクターみたいだ。

「あれ？　そんなのつけてたっけ？」

「あ、こ、これかっ！　これは、その……そう、もらったんだ、彼女に！」

　なぜか目に見えて慌あわて出す覧太。隠すようにストラップごとアイフォンをポケットに押し込む。

「なんか、大学の前で、チラシと一緒に配ってたとか言ってたな！　気にすんなよ！　たいしたもんじゃねえよ！」

「別に気にしてはいないけど……」

　覧太の慌てぶりのほうが気になる。

　しかし、それを追及する時間はなかった。

「ちょっと来い、しもべ」

「うわあ！」

　耳に息が吹きかかるような距離から声がして、真琴まことは思わず椅い子すから転げ落ちる。

　いつの間にかフェレスがすぐ横にいた。

　覧太が白い目をして言ってくる。

「……なにやってんだお前？」

「な、なんでもない」

　真琴は起き上がって周りを見回した。フェレスは今度は、いつの間にか教室の入り口に移動していた。腕を組んでこちらを見ている。「早く来い。来ないと殺す」。視線がそう語っていた。

「……悪い。ちょっとトイレ行ってくる」

「お前……ホントに大丈夫か？　ついてくか？」

「いや、むしろ一人にしてくれ」

（一人になんかなれないけどな……）

　心の中でぼやきながら、真琴まことは教室を出る。

　視界のはしで鈴音すずのねが心配……というより困惑した顔でこちらを見ているのが痛かった。



　　　◇



「……で、なんでホントにトイレなんだよ」

「貴き様さまがそう言っていたから、トイレプレイが好すきなのかと思って気をきかせてやったのだ。感謝しろ」

「トイレとは言ったけどプレイとは言ってない！」

「大きい声を出すな、騒そう々ぞうしい。狭いから耳に響く」

　二人は男子トイレの、一番奥の個室に入っていた。昼休みがはじまって少したった微妙な時間なので人はいない。

　真琴は壁に背をあずけ、フェレスは便座の上に浮いていた。

「……で？　いったいなんの用だ」

　肩を落とし、やる気なく問う真琴。

　フェレスはそれを見て赤い目を不ふ愉ゆ快かいそうにゆがめる。

「フヌケた面をするな。あるじがしもべの夢む魔まを呼びつけたのだ。仕事に決まっているではないか」

「仕事？」

「精気の収集だ。まさか忘れたわけではあるまい」

「まて。昨日あれだけサキュバスになんかなりたくないっていだだだだだ！　腕！　腕が埋まる！」

　フェレスは真琴の腕をつかむと壁に押しつけてきた。

「まだ自分の立場が理解できていないのか？　物覚えの悪いヤツだな」

　淡々と告げるフェレス。嗜し虐ぎやく的な笑みにゆがんだ深紅の目が、ヘビのように真琴をにらみつけてくる。顔自体は幼おさないので、ギャップがよけいに恐ろしい。

「しもべがあるじに口ごたえをするな」

「わかった！　わかったから離せ！　なんかミシッとかいってるから！」

　真琴が二十回くらい首を縦にふると、フェレスはようやく手を離した。真琴は腕を動かす。どうやら異常はない。変な音がしたのは壁のほうだったらしい。

「いいか？」とフェレス。「奈月なつきは新月の晩の翌朝には死んでしまうのだぞ。次の新月は十四日。今日が七日だから、猶予は一週間だ。逡しゆん巡じゆんしている場合ではないぞ」

「……ちょっと待て。聞いてないぞそんなの」

「当たり前だ。今はじめて言ったからな」

「そういう大事なことは最初に言っとけ！」

「ああもう騒そう々ぞうしい」

　フェレスは「シッシッ」と虫でも追っ払うように手を振った。

「月の光は魔の輝きだ。それが、我われら悪魔やしもべの力の源みなもととなるのは常識だろうが。その光が途絶えるとき、すなわち新月の晩には力の供給が断たれる。サキュバスになれなかった奈月なつきには、その夜を乗り切ることができない。これくらい説明されんでも想像つくであろうが」

「つかねえよ……」

　説明されてもいまいち理解できないし。

　しかし、突然こうしてタイムリミットが設定されるとあせる。

「……それで、具体的にオレはなにをどうすればいいんだ？」

「精気玉を集める」

「精気、だま…………？」

　またわけのわからない言葉が出てきた。なにかに似ているような気がしたが、ツッコんだら負けだと思うので気にしないことにする。

　フェレスはなぜか得意げに笑みを浮かべた。

「精気玉とは、文字どおり精気の塊だ。性欲が蓄積されると形成され、溜ため込こめば溜め込むほど大きくなっていく。精気玉が大きければ、当然それが持つ霊力も強い」

「……つまり、その分はやく必要量が集まるってことか」

「そういうことだ」

　フェレスはうなずく。

「ちなみに、精気玉は女から集めたほうがいい」

「女から……？」

　どういうことだろう。

「サキュバスが集めるなら男のほうが効こう率りつがいいんじゃないのか？」

「なんだ、貴き様さま男相手のほうがいいのか」

「いいわけないだろ！　……けど、気にはなるぞ。なんで女じゃないとダメなんだ？」

「……」

　フェレスはなぜか急に口ごもった。痛いところをつかれたような顔で目をそらす。

「それは……だな…………」

「それは？」

「ええい、よけいなことを考えるな！」

　いきなり怒り出した。真琴まことの腹に足を押しつけてくる。

「うぐっ……！」

「女の精気のほうが美う味まいし質がよいのだ！　わかったか！」

「わかった！　わかったからやめて！　身体からだごと壁に埋まる！」

「まったく口答えの多いしもべだ」

　口をへの字に曲げながら足を離すフェレス。

「……………………」

　真琴はいろいろ納得がいかなかったがどうしようもない。

「…………で、一番大事なところだが……精気玉を手に入れるにはどうするんだ？」

「簡単な話だ。性せい癖へきを解放させてやればいい」

「性癖を……解放？」

「そうだ。精気玉は性欲の蓄積で形成される。それはつまり、抑圧された性癖ということだ。サキュバスはそれを解放する能力を持っている。貴き様さまの場合は右手にその力が宿っているのだ」

　思わず自分の手を見る真琴。それは今はごく普通の手だ。これが、性癖を解放する能力を持つ……。

「ちょっと待て。じゃあなんだ……精気玉を収集するってのはつまり……」

「そうだ」

　フェレスはニタリと笑みを浮かべ、



「貴様はサキュバスになって、女をその右手で欲情させればいいのだ」



「ふざけんな！」

　真琴は思わず叫んでいた。

　ムチャぶりにもほどがある。

「大声を出すなと言っている」

「出さずにいられるかっ！　それ、正体がオレだってバレたらどうなるんだよ！　人生終了だろっ！」

「バレないようにやればよい。見た目は別人だし、性別まで違うではないか」

「それはそうだろうけどっ……でも、欲情させるってのは…………」

「なんだ。そう喜ぶな」

「喜んでねえ！　いやがってんだよ！　だいたいオレは女になんてなりたく――」

　ヒュン。

　と殺意をはらんだ風が真琴のすぐ横を通り抜けた。

　続いてドガゴン！　と破滅的な音。

　真琴まことが恐る恐る顔を向けると、フェレスの足が壁に埋まり込んでいた。ピシリ、と放射状にヒビが走る。

「…………」

　個室内の空気が、一気に十度ほど冷え込んだ気がする。

　フェレスは、今の蹴けりを放ったとは思えない細い脚あしを戻しながら、ひどく静かな声で言ってくる。

「あるじとして、しもべに伝え忘れていたことがあった」

　真琴のほおから嫌な汗がたらりと流れる。

「な、なんでしょう……」

「我われはあまりにも反抗的なしもべは徹底的に調教することにしている。我がしつけると、どんなやつでもたいてい従順になるのだ。腕や脚の骨が多少太くなるだけで、後こう遺い症しようの心配もない」

「そりゃ調教じゃなくて拷問だ！」

「黙れ――さて、まずは右腕からいくか」

「わぁあああ！！！！　わかった！　わかったから！　ちゃんと仕事するから！」

　真琴があわてて言うと、フェレスは振りかざした手を下ろし、ふん、と鼻をならした。

「そろそろ学習しろ。しもべはあるじに逆らわない。わかったか」

「…………わかったよ」

「それでよい。それにこれは貴き様さまのサキュバスとしての修行でもあるのだ。まじめに取り組め」

「……………………」

（オレは、一人前のサキュバスになるためお前に弟子入りしたとかじゃないんだが）

　と思っても口には出せなかった。

「ちなみに一人目のターゲットだがな」

　フェレスは真琴の沈黙を勝手に肯定と判断したらしく、話を続ける。

「山下やました鈴音すずのねと言ったか？　あの乳ちち娘むすめに決めた」

「ぶっ」

「つばをとばすな。汚い」

「とびもするわ！　なんで山下さんなんだよ。それに乳娘って……」

「乳娘ではないか。貴様とてあの大きい胸に惹ひかれてこんなものを書いたのであろう？」

　とブレザーのポケットからなにかを取り出すフェレス。クシャクシャになったそれは数枚の便せん……ゴミ箱に捨てたはずの、鈴音へのラブレターだった。

「うわあああ！！！！　いつの間に!?　返せ！」

「くはは。これは脅おどしの材料としてとっておこう」

「お前暴力以外に脅す方法必要ないだろ!?」

　真琴まことは手を伸ばすが、フェレスはあっさり上に逃れる。

　ニタニタと笑みを浮かべ、便せんをポケットにしまいながら、

「いいではないか。好すきな女とイチャイチャできるチャンスだ。あの胸にも触れるかもしれないぞ？」

「べつにオレはあの胸が好きなわけじゃない！」

「では平へい坦たんな胸が好みなのか。最近の男はみんなそうだな。嘆かわしい」

「お前、その見た目でそういうことを言うのか……？」

　あーもう、と真琴は頭をガシガシとかきむしる。そろそろ頭痛か胃痛のどちらかが発生してもおかしくない気がする。

「……オレが山下やましたさんのことを好きなのは、そういうんじゃないんだよ」



　――一年前の四月。

　入学手続きと教科書購入のための登校日。

　雨に濡ぬれた階段を、教科書が大量に入った袋を持って下っていたときだ。

　踊り場で身体からだの向きを変えた拍子に、真琴は足を滑らせてしまった。

『うわっ……』

『あぶないっ！』

　そのまま階段を滑り落ちていきそうになった彼を、うしろから支えてくれた二本の腕。

　紙袋が二つ、階下で派手な音を立てて破れ、教科書が散乱した。

　真琴と、彼を引き止めてくれただれかは、一緒にびしょぬれの床にしりもちをついた。

『いたた……』

　真琴は頭を振り……後頭部にあたるやわらかい感触で、自分を助けてくれたのが女子だと気づいた。

『わ、ご、ごめん！』

　慌あわてて身をひきはなし振り返る。そして真琴は――息をのんだ。

　その笑顔に、見とれてしまった。

『――だいじょうぶ？』

　彼女は――山下鈴音すずのねは。

　真琴のせいで教科書が床に散らばってしまったことも、服がぬれてしまったことも、真琴の頭が自分の胸に乗っかっていたことも気にせずに、真琴の心配をしていた。

　それだけで、真琴は完全に心を奪うばわれていた。

『――あ、ご、ごめん……服、濡れちゃって……』

『ううん』

　と鈴音すずのねは首を横に振る。

『服は乾かせばいいもの。それより、こっちこそごめんね』

『え？』

『わたしの手がぶつかったから、教科書落ちちゃって。ベチャベチャになっちゃったね』

　ちょっと困ったように言う鈴音。

　彼女の笑顔がちょっとだけくもってしまい、真琴まことはあわてて首を振る。

『そ、そんなの全っ然気にしない！　おそろいでしわの入った教科書使えばいいよ！』

　思わずそんな言葉が口をついて出て、なにをわけのわからないことを言っているんだろうと自分であきれる。

　けれど鈴音は、真琴の言葉に笑顔を取り戻す。

『うん、そうだね。おそろいだねー』

　たったいまの不幸な出来事など忘れさせてくれるような、ホンワリとした笑み――真琴は目を離すことができなかった。

　それが奏かなで真琴と山下やました鈴音との出会いだった。



「…………わかったか？　オレは山下さんのあの笑顔に惹ひかれたんだ――宙ちゆうにあぐらかいて寝てんじゃねえっ！」

「あ？　終わったのか？」

　フェレスは右目を薄く開いて真琴を見下ろしてくる。

「まったくつまらん話をダラダラと」

「つまらなくねえ！　超重要な話だよ！」

「わかったわかった。わかったから早く乳ちち娘むすめから精気玉をとりにいくぞ」

「お前はなにもわかってない！　いいか山下さんは――」

「……あー、まったく面倒な」

　フェレスはあくび交じりにそうつぶやくと、真琴の頭をわしづかみ、無理やり唇くちびるを重ねてきた。

「ちょッ――んぐっ」

　抵抗するが、彼女の手は万まん力りきのようにガッチリと動かない。

　氷のように冷たい唇から、炎のように熱い霊力が流れ込んできて……。



　　　◇



「イヤだ！　オレは男に戻るまでここから出ない！」

（ええい、往おう生じよう際ぎわが悪いぞ。奈月なつきを助けたくないのか）

「わっ、ちょっやめろ！」

　げしげしとフェレスの蹴けりに押されて、真琴まことはトイレから転がり出る。

（さあ、まずは乳ちち娘むすめを教室から連れ出すのだ）

　フェレスに蹴りつけられ、真琴は馬車馬のように歩かされる。

　その姿はすでに、長い黒髪をなびかせ、ブレザーとスカートを身に着つけた女子である。

「うう……スカスカして落ちつかない…………それに股またがなんだか頼りない……」

　そんなセリフをはきながら背を縮こまらせる真琴の横を、フェレスは背後霊みたいにフヨフヨと浮いてついてくる。

（こら、姿勢が悪いぞ。せっかくの美人が台無しだ）

「台無しでもなんでもいいよ……ってか、お前のその声なんだよ。なんか気持ち悪いぞ」

　いつの間にかフェレスの声が、妙に反響するようなものになっていた。超小型のイヤフォンを耳の穴の奥まで突っ込まれたような、奇妙な聞こえかただった。

（念ねん話わ、と言えば人間にも通じるか？　さっきのように普通に会話をしていたら、まわりからは貴き様さまが一人でブツブツつぶやいているように見えるではないか）

「……それはいやだな」

（そうであろう？　あるじの配慮に感謝するのだな。貴様も同じようにやってみろ。文章を黙読するときに、頭の中で発声して読むような感覚だ）

（そんな、言われて簡単にできるわけ…………あ、できた）

（ふむ。ま、これくらいできんようではわがしもべとは認められんわ）

（べつに認められなくてもいいんだが）

（……なにか言ったか）

（い、いえなにも）

　すっ、と右みぎ脚あしを持ち上げるフェレスに、真琴はあわてて首を振る。

　気をつけないと、考えたことがぜんぶ相手に伝わってしまうようだった。

　フェレスは不満げに小さく鼻をならし、

（まあよい――それよりも歩きかただ。貴様、そんな動きでは、ヘタをすると正体がバレるぞ？）

（歩き方くらいでバレるか？）

（しぐさはその者の個性が意外とよく出るものだ。それに貴様、顔自体は変わっていないのだぞ。そのうえ、男のときの貴様と今の貴様が同時に現れることはできないのだから、

「あれは奏かなで真琴が女装している」と思われる可能性はある）

（……そんなことになったらオレは身投げするぞ）

（だったらきちんと女らしくするのだ）

（うう……なんでこんなことに）

　自分はたしか、男らしくなろうと努力していたはずなのに……。

　ほれ、とフェレスが正面を指差す。

（さっそく人が来た。しっかりやれよ）

（…………覧太らんたじゃねえかッッッ！！！！）

　真琴まことは回れ右して逃げようとする。

　が、えり首をフェレスに引っつかまれた。

（なにをしている）

（ななななにじゃねえよ！　しぐさでバレるってんなら、あいつはまっさきにオレだって気づくぞ！）

（あわてるな、みっともない。骨格や体形まで女になっているのだから、意識して動けば気づかれん。それにもう手遅れだ。今から引き返したら、かえって怪しまれるわ）

（くっ……）

（まずは背筋をのばせ。そしてあごをもう少し引け。歩きかたは普通でいい。ただし、脚あしを開きすぎないようにしろ――）

　脳内に響くフェレスの声にしぶしぶ従したがう。すると、

（……あれ？）

　不思議と、これがこの姿の自分に合っている動きだという感じがした。みょうに身体からだになじむような……。

　これならたしかに、正体はばれないかもしれない……。

（………………って、覧太のやつ、思いっきりこっち凝ぎよう視ししてるんだが）

（む。おかしいな）

（どうすんだよ！）

　と言っている間にも、覧太はどんどんこちらに近づいてくる。

（やばい……！）

　あわてて目をそらすが、相手は真琴を凝視したままだ。

　驚きよう愕がくしたように目を見開き、ゴクリとつばを飲み込むと、彼はポツリと一言。

「……りりか？」

「え？」

「魔法……少女――ラジカルりりか…………？」

「はぁ？」

　突然なぞの言語を発してきた覧太に、真琴は思わずいつものノリでまゆをひそめる。

　しかし幸い覧太はそれが友人そっくりの所しよ作さだとは気づかなかったようだった。突然夢からさめたように飛び上がると「なっなんでもない！　すまん！」と叫んでトイレのほうへ走り去っていった。

（…………なんだあいつ？）

（貴き様さまに見とれていたのではないか？）

（カンベンしてくれ……）

　友人の奇怪な行動が気にはなったが、フェレスがせかすので、真琴まことは教室へ向かった。



　　　◇



（ううう…………みんなすごいこっち見てくるけど…………ホントにバレてないのか？）

（心配するな。よく見てみろ。みな貴様に見み惚ほれているのだ）

（うううう……）

　真琴は落ち着かなくてつい毛先をいじってしまう。すると今度はそこかしこで吐と息いきがもれる。

（くはは。皆、貴様の一挙手一投足に見入っておる。お、あの男子。股こ間かんを押さえながらトイレに駆け込んで、いったいなにをするつもりなのかの？）

（あれは六組の西田にしだ……あのやろう……）

　あいつには今後なるべく近づかないでおこう、と真琴は決心する。

（……けど、ちょっとおかしくないか？）

（なにがだ）

（いくら美人になったからって、普通ここまで過か剰じよう反応するか？　姿見ただけで興奮するとかおかしいだろ）

（当然だ。今の貴様はサキュバスだぞ。人間の情動を刺激するような霊力を常に発散している。歩くＡＶみたいなものだ。しかも貴様は素材がいいからな）

（全然嬉うれしくねえ……）

　教室に着ついた。

　真琴は手近の女子に「生徒会のものですけど」と名乗って、鈴音すずのねを呼んでもらった。彼女は生活委員の代表として生徒会に出入りしているので、呼び出す口実には最適だ。

　ちなみに奈月なつきも、一年生の学年代表として生徒会にいることがある。真琴が鈴音と一緒にいたいと思っても、生徒会の仕事に参加できない理由である。アイツと同じ空間で仕事をするなんて、考えたくもない。

「鈴音ー。生徒会の人が呼んでるよ」

「あ、はーい。今行くよー」

　弁当箱をかたづけて席を立ち、こちらへ向かってくる彼女。

　横髪をとめるリボンをちょっと直しながら歩くその姿に、真琴は視線を奪うばわれる。

　その耳に、クラスメイトたちのささやき声が飛び込んできた。「だれ？」「はじめて見るよな……」「髪チョーきれい」「スタイルめっちゃいいし……」

　微妙な居い心地ごこちの悪さを感じながら、真琴まことは背後に浮いているフェレスに話しかける。

（……なんか女子にも見つめられてる気がするんだが）

（性的嗜し好こうは人それぞれだからな）

（…………）

　そろそろこの場にいるのが耐えがたくなってきたところへ、鈴音すずのねがのんびりと現れた。

「すいません。お待たせしましたー」

「あ！　いや、こっちこそ突然ごめん」

　真琴はぎこちなく答えると、鈴音をうながして歩き出した。



　　　◇



（で、このあとはどうすればいいんだ）

（我われの準備が整うまでてきとうにぶらついて時間をかせげ）

（……なんだよそのムチャぶり）

（いいからどうにかしろ）

　と丸投げされたので、真琴はしかたなく生徒会室のあるほうへ向かうことにする。鈴音はそれに、ニコニコと微笑ほほえみながらついてくる。

（なんかすごい罪悪感が……）

　子供をだまして連れ去ろうとしている誘拐犯みたいな気分だ。

　とか思っていると、ふと鈴音が言ってきた。

「それで、なんのご用でしょう？」

　真琴はびくぅ、と身を震わせて立ち止まった。

　振り向けば、鈴音がこちらを見ている。たとえ別人の姿になっていても、彼女との会話は緊張する。

「なんの、って……だから生徒会の――」

　上ずった声でそう答える。普段と大して変わらない声なのに、ちゃんと女の声に聞こえるのが落ち込む。

「生徒会のみなさんの顔は覚えています。あなたはメンバーの方じゃないですよね？」

「うっ…………」

　鈴音に指摘され言葉につまる。考えてみればバレて当然だ。生徒会は各委員会や学年の代表を含めても十五人程度。全員が顔見知りでもおかしくない。

（おいフェレス！　間が持たないぞ！）

（落ち着け。もう少しで準備が整う）

（なんの準備なんだよ！）

　フェレスは真琴まことの頭の上で、両手で円を作り気をためるようなポーズをとっている。たぶんパンツが丸見えだが、そんなことを気にしている場合ではない。

　真琴は引きつった笑みで鈴音すずのねに問う。

「な、なんでうそだってわかってるのに、山下やましたさんはオ――わ、私についてきたの？」

　すると鈴音は首をかしげ、それこそ子供のように無邪気な笑みを浮かべて言った。

「あなたが悪い人には見えなかったから、かな」

（！）

　そのあまりにも純真な笑顔に、真琴は状況も忘れて見み惚ほれてしまった。

　覧太らんたが奈月なつきのことを「抱きしめたくなるほど可愛かわいい」なんて言っていたが、鈴音のほうがよっぽどその言葉にはふさわしいと思う。

　けれど、だからこそいまの一言が真琴の心にナイフのように突き刺ささる。

　そんな彼女をだまして、精気玉なんていうわけのわからないものを奪うばおうとしているなんて……。

（心が痛い……）

　思わず胸を押さえる真琴に、鈴音は心配そうに言ってくる。

「あのー、大丈夫ですか？」

「な、なんでもないよ」

「そうですか？　でも体調が悪いようなら保健室で診みてもらったほうがいいですよー。一緒に行きましょうか？」

　そんな聖女のようなことを言ってくる鈴音。

　このままでは罪の意識でどうにかなってしまいそうだ。

（おい！　まだかよっ）

（ふむ、準備完了だ）

　フェレスはようやくそう言った。

　すぅ――と手を鈴音のほうに差し向けると、指をパチンと打ち鳴らす。

「――ふぁ？」

　その音に反応したかのように、鈴音が急に妙な声を上げた。

「え？　なに？　どうしたの？」

「え、えと、そのー」

　真琴の問いにもまともに答えられず、彼女は顔を赤らめて――両手で胸を押さえる。

　鈴音はキョロキョロとまわりを見回し「ちょ、ちょっと待っててくださいね」といつになくあせった口調で告げて、横の空あき教室に飛び込んでいった。

　ピシャリ、と戸が閉じられる。

（――おい！　お前、山下やましたさんになにしやがった！）

（くはは。気になるなら自分の目でたしかめてみろ。ほれほれ）

　フェレスは言いながら、真琴まことの背中を脚あしで押してくる。

（やめろ！　くそっ、わかったよ……）

　真琴はしかたなく空あき教室に入った。そこで目にしたのは……。



「！！！！！！」

「きゃっ、待っててって言ったのにー」

　硬直する真琴を見て、鈴音すずのねはブレザーとブラウスを引き寄せ胸元を隠した。しかし、肩や鎖さ骨こつや胸の上半分の、目にまぶしい白い肌はバッチリと真琴の目に映ってしまった。

　そう、つまり。

　鈴音は、上半身裸はだかになっていた。

（……いいいいいやいやいや、落ち着け！　落ち着けよ奏かなで真琴！　裸じゃない。裸じゃなかったぞ。ちゃんとブラをつけてたじゃないか！　白！　白いブラを、ちゃんとつけてたじゃないかブラを…………ブラぁあああ!?）

　やや顔を赤らめてこちらを見ている鈴音。その両肩には白い紐ひもがかかっている。ブラストラップだ。まちがいなく、鈴音が身につけている下着の一部分だ。

（やばい……！）

　鼻の奥が熱くなってくる。

　あわてて視線を横へスライドさせようとしたら、フェレスが言ってきた。

（おい、目をそらすな）

（なんでだよ！　このままじゃ鼻血が――）

（今の貴き様さまは女だぞ。女が女の裸を見て目をそらしたら不自然だろうが）

（それは……うう…………）

　真琴は鼻に力をこめて鼻血を押しとどめる。（自分は女、自分は女）と脳内で繰り返していると、不思議と鼻の熱は去っていった。

「……ど、どうしたの？　何か困ったことでも……？」

「あ……えっと、そのー」

　鈴音は戸惑いがちに――胸元を隠すブレザーとブラウスをゆっくりと下ろしていく。

（えええええ！　ななななんで!?）

　あらわになっていく。鎖骨が。二つのふくらみのはじまりが。白いレース状の布が。

（うわわわわ！）

　目を背けたい。しかし背けるわけにはいかない。真琴はできるかぎり冷静さを保って視線を固定し続ける。



　ぷるん。



「！」

　――直下型の大地震でも起こったのかというくらいに視界がゆれた。

　ふたつの大質量が真琴まことの目の前にあった。純白の下着はフロントホックが外れて無力にたれ下がり、布に負けぬほど白い双そう丘きゆうは、その縛いましめから解とき放たれて自らの威容を主張していた。

　頼りない布切れはなんとか最後の一点を守りぬいていたが、すでに露出している部分のほうが多い。

（ほほう。これはすごい。あれでまだ着き痩やせしていたのか）

　などというフェレスの声が、頭の中に響いているはずなのにどこか遠い。

（山下やましたさんの……胸が…………乳が…………あはは）

　正気を失う寸前である。

　真琴の意識を引き止めたのは鈴音すずのねの声だった。

「あのー、すみません……手伝ってもらえませんか？」

「――え？」

「ホックが……一人じゃうまく留められなくて」

　恥ずかしそうに言う鈴音。

　それもそのはず。

　彼女のブラは、真琴が見ても合ってないと分かるほどにサイズが小さい。フェレスは「着痩せ」と言ったけど、それはつまりあの大きい胸をムリにブラのなかに押し込んでいたということなのだろう。

（それをお前が、わけのわからない怪しげな術ではずしたんだな）

（わけがわからないとは無礼な。あれはれっきとした悪魔の御み技わざだ。崇すう拝はい者しやなら奇跡と崇あがめるぞ）

（奇跡にしちゃショボすぎるだろ！）

　そんなもんを崇拝するヤツの気がしれない。

（だいたいなんのためにそんなことを……）

（胸をさらさせたのだから、さわらせるために決まっている）

（……………………は？）

　真琴は耳を疑う。脳内に響いてくる声にも聞きまちがいがあるのかと思った。

　フェレスはニタニタと笑みを浮かべながら、自分の薄っぺらい胸を指し示す。

（この娘の精気玉は胸のあたりにある。収集のためには右手でそこに触って性せい癖へきを解放する必要がある）

（なんでよりによってそんな場所に!?）

（そんなことは知らん。精気玉の場所は人によって異なるのだ。この娘が、自分の胸が魅力的だと理解しているのかもな）

　それよりも、とフェレスは言ってくる。

（だらだらしているとサキュバス化が解とけてしまうぞ。いいのか）

（そんなことを言われても…………）

　と真琴まことは鈴音すずのねを見る。

　ふたつの巨大な丘が視界に入ってしまい、ふたたび鼻血を吹き出しそうな予感。

（これに……さわれと？）

　そんなムチャな。

　なかなか真琴の返事がないので、鈴音がちょっと困った顔をしていた。

「あのー？」

「あ、ごっごめん。えっと、その、胸が大きくてうらやましいなって思って――」

　あせってそう口走ると、鈴音はなぜか気落ちした顔になる。

「やっ山下やましたさんっ？　どうしたの？」

「あ……いえ、その」

　と彼女は顔をうつむけた。

「わたし……胸が大きいの、恥ずかしいんです。小学生のときに男子にからかわれて。その、エッチだ、って。今はそんなこと言われないってわかってるけど……でも、どうしてもこんな、ちょっとキツめのブラしちゃったりして……」

「山下さん……」

　床に視線を落とす彼女は、ひどく落ち込んだ表情をしていた。

　意外だった。

　いつもにこやかに笑っている彼女でも、こんな顔をしてしまうことがあったなんて。

　思わず、真琴は言った。

「――気にすること、ないよ」

「え？」

「みんな、山下さんが優しくて素敵な人だって知ってるから。胸が大きくたって小さくたって、山下さんのよさは変わらないよ。山下さんが笑ってると、まわりのみんなが楽しそうで、なんていうか……すごく温かい感じがする。オレも……」

「おれ？」

「い、いや！　私も、そう思う。山下さんはとても、素敵な人だって……ごめん、よく知りもしないで勝手なこと言って」

　鈴音すずのねはちょっと不思議そうな顔で真琴まことを見ていたが、やがて小さく首を振り、

「ううん、ありがとう」

　そう言ってニッコリと微笑ほほえんだ。

　真琴はそれに思わず見とれてしまう。

「…………あ、そっ、それより手伝うよ。ブラつけるの」

　あわててそう告げた。

　鈴音の顔から曇りが晴れたことが嬉うれしくて。

　そして、晴らしたのが自分の言葉だというのがちょっと誇らしくて。

　今がどういう状況なのか忘れていた。



（――まだるっこしいぞ）



　そんな心ない一言とともに、フェレスの足が真琴の背中を蹴けりつけた。

「うわっ」

　真琴はバランスを崩して鈴音のほうへ倒れこむ。

　そして思わず前に出した右手が、鈴音の胸の谷間に触れて――。

　次の瞬間、鈴音の身体からだが光を発した。

　真琴の手が触れている胸元から、いく本もの光が走り、彼女の全身を包み込んだのだ。

「ふぁ？　――あぁ、んっ……ひゃう!?」

　いきなり鈴音が身み悶もだえしだした。

　真琴はあわてて手を引きはがす。

「山下やましたさん!?」

　光はしだいに弱まっていくが、鈴音の動きは収まる気配がない。悩ましげに眉まゆ根ねを寄せて、身体をのけぞらせる。

「く、うぅ……あぅッ、ひぁん…………」

「山下さん！　――あつッ!?」

　右の手のひらに突然、ストーブにでも触れたかのような熱が生まれる。

　真琴は手を振り回すが、熱は消えそうにもない。それどころか、手のひらから手首へ、そして腕へと熱がひろがっていく。

「うぐっ、なんだ、これ……わっ！」

　鈴音を包み込んでいた光が不意に消え去る。同時に、彼女がカクンと倒れこんできた。真琴はそれを思わず抱きとめる。

（おいフェレス！　なにが起こってんだよ！）

（一度接触すれば、貴き様さまの右手と相手の精気は結びつく。その熱は、精気玉の――つまりは乳ちち娘むすめの性せい癖へきの解放の証あかしだ）

（性癖の……解放…………まさか）

　嫌な予感。

　真琴まことはおそるおそる、沈黙したままの鈴音すずのねのほうを見る。

「…………っ。……ッはぁ」

　彼女は――頬ほおを高潮させ、うるんだ瞳ひとみで真琴を見ていた。

　そしてゆっくりと、しかし流れるような動きで真琴を床に押し倒す。

「やややややや山下やましたさん!?」

　真琴は必死で押し戻そうとするが、彼女は小柄な身体からだからは想像もできない強い力で彼の腕を床に押さえつけていた。

「……我慢っ…………できっ、ない、のぉ…………」

　苦しげにそう言ってくる鈴音。

　目は涙にぬれて艶つや々つやと光り、真琴のほおにまで届く荒い吐と息いきは熱く、唇くちびるからは唾だ液えきとともに赤い舌がのぞいている。

「ちょ……あの…………山下さふぁひゃあぁああぁッ!?」

　いきなりだった。

　まったく抵抗するひまもすきもないくらいに唐突に、鈴音が真琴の耳にしゃぶりついてきた。

「ひっ……うッくっ、ちょ……ちょっと、やましたさッくふうぅ…………」

（くはは。これはいい見ものだ）

（ちょっ……フェレス！　なんだよこれ！　どうにかしろっ）

（言ったであろ。精気玉とは抑圧された性癖だと。どうやらこの乳娘は人の肌を舐なめるのが好すきなようだな）

（冷静に観察してんじゃねひゃぁぁッ!?）

　耳から唇が離れたと思ったら、今度は首筋を舌が滑る。耳のうしろから頚けい動どう脈みやくをなぞるように鎖さ骨こつのほうへ。敏感な部分を選ぶように鈴音の唾液が道をつくる。

「おいひぃ……もっほぉ、からはじゅうなめはてへぇ…………」

「うぁ……くッ…………あぁううッッ!!」

（なかなかいい声で鳴くではないか）

（ふざけたっことっ……言ってないでっ助けろ！）

（精気玉が身体の外に出てくるまでは止まらん。あきらめて楽しんだらどうだ？）

（くっ……冗談じゃない！）

　フェレスはニタニタと口元をつりあげながら、壁かべ際ぎわに移動する。完全に高みの見物と決め込むようだ。

　鈴音すずのねは手を真琴まことのリボンにのばしてくる。

（この、まま、じゃっ……脱ぬがされる！）

（なぜいやがるのだ？　この娘のことが好すきなのだろう？）

（そうだけど！　こんな形で、女の姿のときに迫られたって嬉うれしくなんかない！）

　鈴音を引き離すべく、両肩をつかんで押す。はずみで、揺ゆれる胸の先の何かが腕に当たったような気がしたがそれどころではない。

「なぁんだ」

　という声とともに、鈴音の動きが止まって、

「山下やましたさん……？」

「こっち舐なめて欲しかったのぉ？」

　ふたたび驚くほどの力で押さえつけてくる――今度は脚あしを。

　真琴は思わず素すに戻って叫んでしまう。

「ぐっ……ちょっ、それは！　それはマジでダメ！　ダメだって……！」

「だぁめ、舐めふのぉ……」

　普段とは別人のような甘えた声で言いながら、鈴音は真琴の太ももにしゃぶりついてくる。



    

  
    
      



    

  
    
      

　その様子は、飼い主に甘えてくる子犬のようで――。

（まさか山下やましたさんの犬好ずきって……）

　と真琴まことは、昨日の雑誌のことを思い出すが、それどころではない。

　鈴音すずのねの舌が脚あしを上ってくる。腕で脚を押さえつつスカートに手を伸ばしてきた。

「！　や……め……っ」

　そこへ、フェレスが言ってくる。

（良くない知らせだ）

（なんだよっ！）

（もうすぐ精気玉が体外に出てくる。乳ちち娘むすめも正気に戻る）

（そうか！）

　鈴音を押しとどめながら、真琴はホッと息をつく。

（それのどこが良くない知らせなんだ？）

（話は最後まで聞け。それと同時に、貴き様さまのサキュバス化が解とける）

（なにいいいいいぃぃぃぃぃ!?）

　それはつまり、鈴音に襲われてるこの体勢で男に戻るということで……。

（何分だ！　あと何分で――）

（五秒だ）

（もっと早く言えええええぇぇぇぇぇぇ！！！！）

　あと五秒！　五秒で何かできることは……などと考えている間に鈴音の手がスカートをつかみ、舌が太ももから内うち股またへ移動してきた。

「くぅうぁっっっ！」

　脚から全身に響き渡る舌の感触に身み悶もだえる。ダメだ。力が入らなくて、彼女を引きはがすこともできない。

　五秒というあまりにも短い時間は無常にも過ぎ去って――。



　その瞬間、さまざまなことが同時に起きた。

　鈴音の胸からバレーボールくらいのサイズの白い光が飛び出して、真琴の右手のひらへと吸い込まれていった。同時に手の熱は消え去った。

　今のが精気玉なのだろう、と。ぼんやりそんなことを思う真琴自身も淡い光を発し、その身体からだは元に戻った。服も、女子ブレザーから学ランへ変化する。

　その真琴の脚の間で鈴音は、彼の股こ間かんに顔を近づけたポーズで正気に戻った。ブラでかんじんなところは隠れているものの、ほぼ上半身裸はだかの状態。

「え？　奏かなで……くん…………？」

　彼女はその場で、石せつ膏こう像のように固まっていた。

（終わりだ……）

　真琴まことはそう思った。

　しかし、本当に最悪の展開は、まだ残っていた。



「わるいねナツキチ。手伝わせちゃって」

「いいよいいよ。っていうか、女子二人に机とか運ばせるなって話よね」



　ボーイッシュな口調の実央みおとそんな会話を交かわしながら戸を開けて姿を現したのは、茶色がかった黒髪をツーサイドでしばった、よく見知った顔の、

「…………………………奈月なつき」

「………………………………」ピシャ。

　奈月は真琴と、彼の上で時を止めている鈴音すずのねの姿を見て三秒間停止したあと、巻き戻しボタンを押したかのように同じ動きで戸を閉じた。

　そのときの、痴ち漢かんをして駅員にとっ捕まる知人を目撃したかのような蔑さげすみの目つきを、真琴は死ぬまで忘れられそうになかった。



    

  
    
      


第４話　ふきげんな月



「オレは……もう…………ダメだ」

　夕飯を終えて部屋に戻ってきた真琴は、死にそうな声でうめいてベッドに倒れこんだ。

　続いて部屋に入ってきたフェレスが、不機嫌そうに腰に手をあてて言う。

「まったく情けないしもべだな。今日は時間的にもうひとつくらい精気玉を集められたというのに」

「ふざけんな……身も心もボロボロだっての…………」

　切れ切れの声で言って、身体からだをあお向けにする。

　フェレスがその上に、体育座りと正座の中間みたいなポーズで滞空してきた。

「貴き様さま、なぜそう落ち込んでおるのだ」

「オレと同じ目に遭あったら百人が百人とも落ち込むと思うけど!?」

　真琴は思わず叫び声を上げた。

「あれから山下やましたさん、ぜんぜん口きいてくれなかったんだぞ！　あれじゃ誤解をときたくてもとけないじゃないかっ！」

　鈴音はあのあとずっと彼を避さけていた。半径三メートル以内に近づいてこないし、目が合いそうになると露ろ骨こつにそらされた。放課後話しかけようとしたら、同じ極の巨大磁石が埋め込まれてるんじゃないかという勢いで教室を飛び出していった。

「あれはあの場で逃げ出す貴き様さまが悪い。あのときなにか事情をでっち上げて乳ちち娘むすめに説明しておれば、あとあと避さけられることもなかったではないか。性せい癖へきを解放されている間の記憶は残らないのだから、言い訳などどうとでもなる」

「あの状況でそんな冷静になれるかっ！」

　とはいえ、あの場でなにも説明できなかったのは本当に痛い。

　逃げられていては、鈴音すずのねと会話することも不可能だ。もう女友達とか告白とかいうレベルの問題ですらなくなってしまった。

　このまま彼女と疎そ遠えんな状態で来年べつのクラスに……なんてことになったらと思うと死にたくなる。

　しかも、鈴音との問題を解決する前に、精気玉のほうをどうにかしないといけないし（こちらはもっと短い時間制限つきなのだ）。

「――そういや、あと何個精気玉を集めたら、奈月なつきを助けるのに充分な量になるんだ？　目安がないとつらすぎるぞ」

「ふむ、それもそうか。では乳娘の精気玉のサイズを調べてみよう」

　言うと、フェレスは真琴まことのほうへ手を伸ばしてきた。

「ん？　……うわあああ!!」

　伸びてきた手が、真琴の服と胸を貫いて、体内にもぐりこむ。

　身体からだのなかでフェレスの指がもぞもぞと動いているのがわかった。痛みはないが、生きたタコを丸のみしてしまったみたいな、異常な気持ち悪さだ。

「ちょ、やめ……うぐっ」

「大人しくしろ。……ん、これか？　ふむ、なるほど」

　やがてフェレスは手を引き抜いた。赤黒い血でドロドロに汚れている、なんてことはなく、真琴の胸にも穴は開いてなかった。

「はぁ……いきなりなにしやがる！」

「予告したら抵抗するであろう？」

「そう思うならやるな！」

　フェレスは不機嫌そうに顔をしかめて腕を組む。

「貴様が教えろと言ってきたのではないか」

「それはそうだけど……で？　わかったのか？」

「ああ……さっきのと同じサイズの精気玉なら、あと四つもあれば充分だ」

「四つ……か」

　わりと少ない数に真琴はホッとする。これで十とか百とか言われたらたまったものではない。

「ただし、同じサイズなら、な。もしあの乳ちち娘むすめと同じくらいの性欲をため込んでいるヤツが見つからなければ、数で補うことになる。まあ、二十個もあれば足りるだろう」

「それはイヤだ……」

　一回でもこんなに疲労したというのに、二十回なんて……本気で死んでしまう。

「……あ、そういえば」

　と真琴まことは、昼間から気になっていたことを問う。

「お前、最初オレを女だと思ってたんだよな？」

「あ？　ああ、そうだが。それがどうかしたのか？」

「だったらおかしくないか？　奈月なつきとヤれだの、サキュバスになって女から精気集めろだの、どっちも男のほうが都合がいいんじゃないのか？」

「む……」

　と急に口ごもるフェレス。

　露ろ骨こつに目をそらすその姿は、これまでにも何度か見たような……。

　真琴は疑いの目でフェレスをにらむ。

「な、なんだその顔は」

「お前……なにか大切なことを隠してないか？」

「な！　ななななにを言い出す!?」

「もしくはウソをついているとか」

「ふッ！　ふざけたことをぬかすな！　なぜ我われがしもべにそんなことをせねばならん！」

「じゃあ、オレを女だと思ってたのにしもべにした理由を言ってみろよ」

「うっ…………」

　フェレスは言葉をつまらせる。

　口元がピクピクと震えていた。

「それは、だな……」

「それは？」

「……………………ええいうるさい！　しもべがあるじに質問などするな！」

「なっ!?」

　フェレスが手を振ったかと思うと、真琴の身体からだが宙ちゆうに浮き上がった。

　フェレスはつり上がった双そう眸ぼうで真琴をにらむ。銀色のツインテールまで彼女の感情に反応するかのように天井に向いていた。

「たまたま貴き様さまが手近にいたから手っ取り早いと思って利用したまでだ！　悪魔にとって人間風ふ情ぜいの性別などたいした問題ではないのだ！　わかったか！」

「わかった！　わかったから下ろせ！」

「……ふん。はじめから素直にそう言っておればよいのだっ」

　ブン、とフェレスは腕を振り下ろす。

「うっわ！」

　それに合わせて、真琴まことの身体からだは床に落ちる。

「いって……今のは下ろすじゃなくて落とすだろうが！」

「……ゴチャゴチャうるさいしもべへの仕置きだ」

「むちゃくちゃだ……」

　打った腰をさすりながら起き上がる真琴。その服のえりを、歩み寄ってきたフェレスが引っ張り上げた。

「う……ぐっ、くるしっ――！」

「よいか？」

　フェレスは、真琴の苦く悶もんの声など無む視しして告げる。

「今後一切、我われによけいな質問をするな。貴き様さまは黙って我の指示通りに精気玉を集めればよい。そうでなければ、奈月なつきの命は保証しないぞ。わかったな」

「そ……んな、勝手……なっ」

「わかったな」

　真琴の異論をさえぎって、フェレスは繰り返す。赤い両の目が、人じん外がいの輝きを放ち真琴をにらみつけていた。真琴はそれに、ヘビににらまれたカエルのように恐怖を覚える。

「………………ッ」

　必死で首を縦に振ると、フェレスはようやく手を離した。せきこむ真琴を無視して、彼女はベッドにあがりこむ。

　ちなみに、真琴の寝床は押入れに移されていた。彼女いわく「しもべがあるじより立派な寝床とは許しがたい」とかなんとか。

「下らん会話で興がそがれた。もう寝るぞ。まぶしいから明かりを消せ」

　言いながら、昨日と同じようにさっさと布団ふとんにもぐりこむフェレス。

「ちょっと待て。まだ八時だぞ？　オレ、宿題もまだなんだけど……」

「知らん」

「…………」

　フェレスはゴロリと背を向けて、制服姿のまま布団をかぶってしまう。昨日もそうだったので、しわにならないようになっているのだろう。

「…………はぁ」

　真琴はしかたなく電気のスイッチを切った。

　もちろんフェレスと一緒になって寝る気はない。宿題やらなにやらやることはあるし、そもそもこんなに早く布団に入っても眠れるわけがない。

「ったく、あの悪魔娘は人の都合も考えずに……」

　あるじだと言い張るなら、しもべの生活リズムを多少は考こう慮りよしてほしい。

　真琴まことは、宿題が出ている英語の教科書とノート、辞書を持って階段を下り、ダイニングへ向かった。



　　　◇



「…………ダメだ」

　白紙のノートを見て真琴はため息をつく。

　宿題の英訳はまるで進まなかった。

　さっきから、昼間の光景がチラついて離れないのだ。

　鈴音すずのねの白い肌。外れかかったブラ。紅潮した頬ほおやうるんだ瞳ひとみ。彼女の顔が、吐と息いきがかかるほどに接近して、柔やわらかそうな唇くちびるからささやくような声が――、

『ねえ、舐なめさせて？』

「うわあああ!!」

　ブンブンと頭を振り回して幻聴を追い払う。

（落ち着け！　そして集中しろ！　明日はたぶんオレが当てられる順番だぞっ）

　真琴は深呼吸して英語の教科書を見る。胡う散さん臭くさい外国人同士が笑い合っているイラストの下の英文を、あえて声に出して読む。

　それから、わかる単語だけでも、と日本語訳をノートに書いていく。

（……そういえば、精気玉があるのに、身体からだがおかしくなったりはしないんだな）

　シャーペンを持つ右手を見た。

　ここから、鈴音の精気玉が体内へ吸い込まれていった。しかし、それで身体になにか変化があったりはしないようだ。

「……う」

　右手を見て、また思い出してしまった。

　手のひらに残る柔らかい感触。耳を、首を、脚あしを舐められたときに走った、しびれるような感覚。そして鈴音の甘い吐息が――。

『え？　奏かなで……くん…………？』

　いきなり、切り替わったように聞こえてくる、正気の声。

　石像のように固まった彼女の表情。

　そして真琴はいつの間にか男に戻っていて……。

「…………」

　ダメだ。こんどは気分が沈んできた。

　時計を見ると、もう一時間も経過していた。ノートは変わらず白紙のまま。

　このままでは朝になっても終わりそうにない。

　真琴まことは冷蔵庫から出した牛乳をコップに注つぐと、一気に飲み干した。

「……ふぅ」

　こんどこそ集中しよう、と真琴は一人でうなずきながら椅い子すに戻る。

（そうだ、昼間のことは忘れろ。山下やましたさんとは明日がんばって話せばいい。で、あとは精気玉を四つ集めて、奈月なつきを助けて元通り……）

「――ねえ」

「！」

　いきなり声をかけられて真琴は跳び上がる。

　見れば、パジャマ姿の奈月が扉のところからこっちをにらんでいた。

「なんでこんなとこで宿題やってんのよ」

「……べつに。気分を変えようと思っただけだ」

「あっそ」

　自分で訊きいておきながら、どうでもよさそうにそう言って、奈月は冷蔵庫へ向かう。

（そうだ、こいつの問題があった……）

　夕飯のときの態度があまりにもいつもどおり（＝ほぼ無む視し）だったので忘れていたが、奈月には昼間のアレを目撃されているのだ。

（……こいつには関係ないけど、妙な誤解されたままだと腹立つな）

　とはいえ、どんなふうに切り出したらいいのか見当もつかない。

　どう話しかけても罵ば詈り雑ぞう言ごんが飛んでくる気がする。

　奈月は冷蔵庫から牛乳を取り出して飲んでいる。コイツだけ、自分用にビン入りの牛乳を買っているのはなんでなのか。

「…………」

　奈月は髪をおろしていた。パジャマを着ているし、風ふ呂ろ上がりなのだろう。そういえば茶色がかった黒髪はしっとりしているし、肌もどことなく上気している。なんというか、ほんの少し、色っぽい感じ……。

「ちょっと」

「――ん？」

「なにこっち見てるのよ」

　気づくと、奈月が腰に手を当てて顔をしかめていた。

　ほんの数秒だろうに、自意識過か剰じようなんじゃないだろうか。と思うが、口に出すと面倒なので真琴はさっさと目をそらす。

「……べつに」

　こんな調子では、昼間の話などできそうにもない。

（……ま、べつにいいか）

　コイツにどう思われたところで、なにか不都合があるわけでもないし。

　あきらめぎみにそう思いながら、真琴まことは辞書をめくる。

「…………ふん」

　奈月なつきが鼻を鳴らすのが聞こえた。続いて牛乳ビンを台所に置く音。

　そして彼女は真琴を無む視しするようにダイニングを出ていく――のかと思ったら。

「…………？」

　いつまでたってもその気配がない。

　真琴は不ふ審しんげに顔を上げる。

　奈月は、シンクに身体からだをあずけ、腕を組んでその場に立っていた。

「なんか用かよ」

「…………」

　問いかけても返事をしない。

　ただ、なんかイライラした様子で壁にかかった時計を見ていた。

　意味のわからない沈黙がダイニングを満たす。

　なんというか、気まずいにもほどがある。



    

  
    
      



    

  
    
      

「なあ――」

「……昼間のあれはなんなの？」

　いいかげんたえきれなくなって真琴まことが口を開いたのと同時に、奈月なつきは言ってきた。

　なんか、尋問でもしているような口調だ。

　まさかコイツのほうから言ってくるとは、と意外に思いながら真琴は、用意しておいた言い訳を口にする。

「……あれは――そう、山下やましたさんが倒れてたから助け起こしてたんだよ。なんで服を脱ぬいでたのかはオレも知らないけど……べつに妙なことをやってたわけじゃない」

　すんなり言えたのはいいが、さすがにリアリティがなさすぎるだろうか……？

　そう思いながら奈月を見ると、やはり彼女は疑わしそうな顔だった。

「……どうだか」

「お前なぁ……自分から訊きいといて疑うのかよ」

「べつにそんなこと言ってないじゃない。ただ、あんたの話を簡単に信用する気にならないだけよ」

「同じようなもんじゃねえか」

　それならはじめから訊いてくるなという話だ。

「っていうかお前、そんなこと訊いてどうすんだよ？　オレと山下さんがどうしようが、お前には関係ないだろうが」

「……まぁ」

　と言ったきり、奈月はまた黙りこんでしまった。「そうだけど……」とつぶやいたように思ったが、真琴の気のせいかもしれない。

「――あ、おい！」

　真琴が呼びかけるのも無む視しして、奈月はそのままダイニングを出ていってしまった。

　タタタタ、と階段を駆け上がる音が聞こえてくる。

「…………」

　なんだったんだろうか、今のは。

　奈月と鈴音すずのねは生徒会で顔を合わせることがあるだろうし、そのときに気まずくないように事情を訊いておきたかった、とか？

「……なんでもいいけどさ」

　奈月の考えなどわからないし、わかってもしかたがない。

　いちおう誤解はとけたようだし、それでよしとしよう。

　ため息をつき、真琴はふと正面の窓を見る。

　雲の少ない星空。そこにぽっかりと、月が浮かんでいる。半月よりちょっと小さい形のそれは、ただよってきた雲にその身を隠すところだった。



    

  
    
      


第５話　濡ぬれ流るる脚あしのまにまに



　翌日。

　五月八日、土曜日の放課後。

　舞坂まいさか高校は、土曜は三時間授業である。

　部活のある生徒は弁当持参で、食事のあと練習にいそしむし、そうでない生徒はさっさと帰ったり、どこかへ出かける相談をしたりしている。

　そんななか、ひとり教室を出て行こうとする鈴音すずのねに、真琴まことは声をかけた。

「あ、の……山下やましたさん」

「！」

　彼の声に鈴音は、おびえるように身を震わせて立ち止まった。

　ゆっくりと振り向いたその表情は、ちょっとこわばった笑みだ。

「なに、かな？」

　決して真琴と視線を合わせようとはせず、小声でそう訊きいてくる。真琴はちょっとくじけそうになるが、こぶしをにぎりしめて口を開く。

「その…………昨日の昼休みの、ことだけど……」

「！　ごめんなさい――わたしこれから生徒会の仕事があるから！」

　真琴に背を向けてそう叫ぶと、鈴音は走って教室を飛び出していってしまった。

「あ、待って！　山下さん！」

　真琴もあとを追って廊ろう下かに出るが、鈴音の姿はもうなかった。

　今日も彼女はずっとあんな感じだった。

　決してこちらに目を向けず、真琴が話しかけようとすると、今みたいに逃げてしまう。

　これがほかの人ならまだいい。真琴に襲われたと騒ぎ立てているわけではないのだし、放ほうっておけばそのうちうやむやになるだろう、とあきらめもつく。

　しかし、相手は鈴音なのだ。

　このままなにも話せないままだったら……考えただけでゾッとする。

　どうにかしなければ。

　しかし、覧太らんたじゃあるまいし、うまく会話できる状況に持っていく方法なんて思いつくはずもない。

「どうすりゃいいんだ……」

　真琴が悩みに頭をかかえていると、その覧太が教室から出てきて声をかけてきた。真琴とは正反対に多幸感あふれる笑顔でうらめしくなる。

「よ、なにしてんだこんなとこで」

「……なんだお前か」

「なんだはねえだろ。元気のない親友を心配して声をかけてやったんだ。感謝しろよ」

「そんなに元気なさそうに見えるか？」

「ああ。いまから屋上いって飛び降りるって言われても信じちまいそうだぜ」

「…………」

　そんなにひどいのか。

「いったいなにやらかしたんだよ？　あの山下やましたが人を避さけてるのなんてはじめて見たぞ」

「だろうな……」

　はぁ……と真琴まことはため息をつく。

　覧太らんたは手を自分のあごに添そえると、

「ふぅむ、俺おれの推理によるとだなワトソンくん」

　とか言い出した。

「――お前、山下になんかしたな？」

「ななななんかって？　なななななにを!?」

「？　なんでそんなにあせるんだ？　……たとえば、裸はだかを見たとか」

「う……」

「あるいは胸に触ったとか」

「うう……」

　真琴はショックによろける。

　こんなピンポイントで指摘してくるなんてカンがよすぎる。

「おい。なんでそんなにダメージ受けてるんだ？　お前まさかマジで……」

「し、してない！　してないぞ！　オレがそんなことするはずないじゃないか！」

　真琴は全力で両腕を振る。少なくとも、真琴が自発的にやったことはひとつもない。

　覧太は怪け訝げんそうな顔だ。

「ふーん……まあそれならいいけどよ。じゃあなんなんだろうな、あの態度は」

「…………さあな」

　つらくなってきたので、真琴は強引に話題を変える。

「らっ、覧太は今日もデートか？」

　覧太には女子大生の彼女がいる。平日には時間がとれなくて会えないことも多いが、毎週土曜日には必ず会うことにしている――らしい。

　覧太は相変わらずニッコニコと腹のたつ笑みを浮かべながらうなずく。

「ああ。今日は映画かなー」

「……あっそ」

　自分から話を持ち出しておいてなんだが好すきにしてくれ。

「――そういやオレ、覧太らんたの彼女と会ったことないな」

「そっ、そうだったっけか？」

　なにげなく言ったら、覧太はなぜか急にあわてだした。

「ま、まあ、大学生と高校生じゃなかなか会う機会もねえしなっ」

「お前はそれでちゃんと時間作ってるんだからすごいよな。そういや、覧太とその彼女ってどうやって知り合ったんだ？　聞いたことないけど」

　たしか、一年生で同じクラスになったときには、すでに付き合っているという噂うわさが流れていた気がする。

　覧太はなぜか笑みをぎこちなくしながら、真琴まことから少しずつ遠ざかっていく。

「それは……なんていうか、姉貴の紹介でだな……」

「あれ？　覧太ってお姉さんいるんだ」

「まっ、まあな！　言ってなかったっけか？」

「ああ。はじめて聞いた」

「そっその話はまた今度な！　彼女が待ってるから帰るぞ！　じゃあな！」

　そう叫ぶと、覧太は逃げるように走り去っていった。

　あいさつを返すひまもなく、真琴は呆ぼう然ぜんとその後ろ姿を眺める。

「…………なんだあいつ」

　あんなにあせる覧太もめずらしい。

　自分から話しかけてきたくせに、おかしなヤツだ。

　と思っているところへ、

（なんだ、こんなところにいたのか）

（……フェレスか）

　頭のなかに響いてきた声に、真琴は疲れぎみに答える。

　今日はフェレスは、朝から教室にいなかった。どうやら、大きい精気玉を持っていそうな（つまりは性欲を溜ため込こんでそうな）生徒を探していたらしい。

　真琴の眼前に浮いてきたフェレスは、銀色の髪を軽く手ですきながらしかめ面。

（帰ったのかと思ったぞ。勝手にいなくならずに、席で待機してないとダメではないか）

（いや、いま教室は掃そう除じ中なんだけど）

（空気椅い子すでもしていればよい）

（まるっきり変人じゃねえか！　お前はオレをクラスで孤立させたいのか！）

　フェレスはツッコミを無む視ししてさっさと廊ろう下かを飛んでいく。

　真琴はため息をついてそれを追った。



　　　◇



「……おいフェレス。この先はプールだぞ」

「そんなことは知っておるわ。だから向かっているのではないか」

「だからってなんだよ。どういうことだ」

「今回見つけたターゲットの精気玉は、プールくらいでしか触りようのない場所にあるのでな」

「待て。お前オレにどこを触らせる気だ」

「いいからさっさと来い。時間がもったいない」

「待て！　早まるな！　こっちは女子更こう衣い室しつじゃないかっ！」

「女になってプールに行くのだから、それでよいだろうが」

「それってまさか……うわあやめろォっっ!!」



　数分後。

　真琴まことは恐る恐るプール入り口の扉を開き、なかへ入った。

（なんでこんな目に……女になるだけでもイヤなのに…………）

（こら、もっと堂々としろ。昨日言ったばかりではないか）

（できるかこんな格好で！）

　更衣室で、れいのごとくフェレスに無理やり唇くちびるを奪うばわれサキュバス化した真琴は、水着姿になっていた。

　パレオつきのビキニだ。色はオレンジで、花柄があしらわれている。ごく普通の、可愛かわいらしい女性用水着である――自分が着ているのでなければ。

（……なんで水着になる必要があるんだよ。見学って名目なら制服でもいいじゃないか）

（精気玉のある場所にさわるために、ターケットと一緒にプールに入る必要があるのだ。それに、いつも同じ服では退たい屈くつではないか）

（オレは退屈しのぎで女になってるわけじゃねえぞ！）

（勘違いするな。貴き様さまではなく我われが退屈なのだ）

（てめえ……！）

　真琴のうめき声を気にするふうでもなく、フェレスは「くはは」と笑う。

　彼女のほうもいつの間にか水着姿になっていた。

　紺色のスクール水着である。ところどころ人間離れしているフェレスだが、基本的に外見は十歳の少女なので違和感はない。磁じ器きのような白い肌とのコントラストが目にまぶしい。

（目立たないようにまわりに合わせるって発想はないのかよ……）

　フェレスはほかの人間に見えていないからいいとして、真琴のビキニ姿は学校のプールでは目立ちすぎる。



    

  
    
      



    

  
    
      

　なにしろ、今この場にいる二十人ほどの女子――水泳部員だろう――は全員、学校指定の競泳用水着を着ているのだ。色は黒。とても質素だ。

　そんなところに突然、バカンス真っ最中みたいな水着のヤツが現れれば、注目を集めるに決まっている。事実、プールサイドで休憩していた何人かの女子が、こちらに興味深そうな視線を向けてきている。

（うう……もうわかったから、さっさとやることやっちゃおうぜ）

　はやくこの恥ずかしい格好から解放されたい一心で真琴まことは言う。

（うむ。ようやくやる気を出しおったか）

　とフェレスは満足げにうなずくと、細っこい腕をプールのほうに向けた。

（あの、ツルペタで残念な体形のやつが今回のターゲットだ）

（……それ、お前にだけは言われたくないな）

　見れば、一人の女子がちょうどプールからあがるところだった。

　たしかにその女子は起伏に欠ける身体からだつきだった。しかし、フェレスみたいな幼児体形というわけではない。ムダな肉をそぎ落としたような、洗練された細身だ。競泳用水着に包まれたその身体には、機能美という言葉がピッタリだろう。

　彼女はストップウォッチを持った女子からタイムを聞くと「よっしゃ！」と声を上げてガッツポーズ。それからゴーグルとキャップを取り去った。

「あっ」

　その顔を見て真琴まことは思わず声を上げる。

　見覚えがあった。

　昨日奈月なつきに弁当を届けたときにちょっとだけ会話した、ボーイッシュな女子だ。

　フェレスが言ってくる。

（まずはあのツルペタ娘と一緒にプールに入るのだ。そうしたら我われがまた、合法的に触れるように仕組んでやる）

（部員でもないのにそんな簡単に入れないだろ）

（そこをどうにかするのが貴き様さまの仕事だ）

（…………）

　フェレスのムチャぶりに真琴は沈黙するしかない。

　続けてフェレスは言ってくる。

（それと、今回はタイマーをつけておいた）

（タイマーってこの腕時計か。なんで水着なのにと思ったら）

　真琴の右腕には黒い時計が巻きついていた。シンプルで目立たないデザインだ。

（変身が解とける一分前になったら知らせてくれる。ありがたく思え）

（それくらいは、はじめからやっておくべきなんじゃないのか……）

　というか、一分前の警告など役に立つのだろうか。

　なにもないよりはマシだろうけど……。

　とか思っていると、英語教師の二志沢にしざわ先生が歩み寄ってきた。彼女だけはふだんの服のままだ。

　水泳部の顧問らしい彼女は、真琴のとなりに立つと、例の女子を見て言う。

「どう？　カッコいいでしょ。桐原きりはら実央みおさん。まだ一年生だけど、ウチの主力なのよ」

「へー……」

　実央はほかの部員とハイタッチをしながら壁かべ際ぎわに移動して、バスタオルでわしゃわしゃと頭をふいていた。それからペットボトルに口をつけ、中身をあおるように飲む。動作がいちいち男っぽい。

「ところで」

　と二志沢先生が笑みを浮かべて言ってくる。

「はい？」

「あなたお名前は？　どこのクラスかしら？」

「えっ!?　ななななんでそんなことを？」

「なんでって……そんなに跳び上がるほど驚くこと？　あなた、水泳部の見学に来たんじゃないの？」

「あ……その…………まあ、そうです」

　言われてみれば、見学以外で、わざわざ水着姿でプールに来るヤツなどいないだろう。

「で？」

「あ、う……名前は、奏かなで――じゃなくって！　かねだです。兼田かねだ真琴まこと。クラスは……」

　適当な数字を言おうとして真琴は口ごもる。名前はまだいいとして、クラスはまずい。調べればすぐにウソだとわかってしまうではないか。

「クラスは？」

「そ……その…………」



「すみませーん」



　そのとき、プールの入り口のほうから声が聞こえてきた。

「あら。そういえば今日は生徒会の調査があるとか言ってたわね。ごめんなさい。ちょっと行ってくるわ」

　と、二志沢にしざわ先生は走って行ってしまった。

　真琴はホッと胸をなでおろす。

（助かった……だれだか知らないけど、ありがとう生徒会の人――）

　と入り口のほうを見ると、思いっきり見覚えのある人物がそこにいた。

「――奈月なつき!?」

　ペンとノートを持っていて、なぜか服装は競泳用水着だ。

（くっ……なんだってアイツが）

　ある意味、鈴音すずのね以上に正体がバレたらまずい相手だ。

（……そういや、あいつも生徒会の手伝いとかしてるんだっけ。一年生の学年代表だかなんだか）

　だからってよりによってこんなときに現れることはないと思う。

　生徒会の仕事はたいしたものではなかったらしく、奈月はすぐに二志沢先生との会話を終えてノートを閉じていた。

　そこへ、桐原きりはら実央みおが声をかける。

「よーナツキチなにやってんの？」

「あ、実央。うん、生徒会の手伝いで」

「なんで水着なの？　生徒会の仕事着？　それで校内ねり歩くのか？　エロいな！」

「そっ、そんなわけないでしょっ。制服濡ぬれたら困ると思って……」

「ふーん。じゃあせっかくだから泳ごっ！」

「わ、やっ。なにがじゃあなのっ？」

　と奈月なつきは実央みおに引っ張られていく。腕をガッチリとつかまれ、逃げるに逃げれないようだ。

「ちょっ、実央！　やめて――」

「へーい！」

　どばーぁん！　と二人は一緒になってプールに飛び込んだ。休憩していたほかの部員も集まって、急に市民プール状態だ。

「こら桐原きりはらさん！　飛び込みは禁止ですよ！」

　二志沢にしざわ先生が注意しているが、遊んでいることに関してはなにも言わない。けっこう自由な部活なのかもしれない。

（にしても……押されがちの奈月ってのもめずらしい図だな）

　あの友人相手ならそれも当然という感じだが。

　はじめはちょっと困惑していた奈月だが、すぐに実央やほかの女子と水のかけ合いをはじめていた。

「…………」

　普段の服装だとわかりにくいが、水着姿だと、形のよい胸や、くっきりとくびれたウエスト、小ぶりなお尻しりなどのラインがはっきりとわかる。スッキリした体形の実央と一緒だと、それがよけいに目立っていた。

　しっとりと濡ぬれた髪。水をはじく肌。それらは、キラキラと弾はじける水しぶきに装そう飾しよくされて、健康的な色気がかもしだされて…………。

（おい、なにを見とれている）

（……べつに）

　真琴まことは奈月から目をそむける。

　フェレスはニヤニヤと思わせぶりな笑みを浮かべてきた。

（今からでも、精気玉集めをやめて奈月とヤってもよいのだぞ？）

（っ……冗談じゃねえっ！）

　ぞわぞわっと背中に寒さむ気けが走った。

　真琴が全力で首をふると、フェレスは残念そうに舌打ちして、

（だったら早々に精気玉を収集するのだ。ほれ、行くぞ）

（わ、ちょっ、やめろ！）

　フェレスに背中を押されて、真琴はプールサイドまで駆けていった。



　　　◇



「お！　なんかすごいのが来た！」

　真琴まことに気づいた実央みおが声を上げた。

　プールのなかの女子もいっせいにこちらを見てくる。

（うう……恥ずかしい……）

（いいかげん慣れろ。みな、貴き様さまのグラビアアイドル並みのプロポーションに見とれているのだ。むしろ堂々と見せびらかせばよい）

（だから嬉うれしくないってそれ……）

　真琴は肌を少しでも隠そうと腕を身体からだの前で組みつつ、あいさつする。

「ど、どうも」

「えーと、一年じゃないっスよね？　二年生？」

「え、あ、うん。兼田かねだ真琴」（実央のとなりの奈月なつきが、ピクリとまゆをはね上げた）

　真琴が名乗ると、実央はテンション高く言ってくる。

「兼田先輩ね。りょーかいりょーかい！　それにしても先輩セクシーぃ！　私ヨクジョーしちゃうよ！」

「いや、ヨクジョーって……」

「あはは！　ジョーダンだよジョーダン！　でも先輩、マジで脚あしキレイだね！　なにかスポーツやってる？」

「うーんと、スポーツっていうか、トレーニングは少し」

「やっぱり？　ひきしまってる感じするもんなー」

「そ、そうかな……」

　ははは、と真琴は頭をかく。そんなことを言われるのははじめてなので、ちょっと嬉しかった。そういえば、実央は真琴が男のときにも冗談めかして褒ほめていたけど、あれもじつは本気だったのだろうか。

　などと思っていると、不意に実央が真琴の手をつかんだ。

「兼田先輩も入りなよ。せっかく水着きてんだしさ！」

「いや、私はべつにいい――」

「いーからいーから！　ほい！」

　ぐいっと、実央に腕を引っ張られ、真琴はプールに落ちる。水しぶきが上がり、真琴の身体はプールに沈みこんだ。

　一瞬身体が縮こまるが、水は思ったほど冷たくなかった。

「――っはあ」

　水の上に出て顔をぬぐう。さっぱりとして心地ここちよかった。

　それにまあ、フェレスにはプールに入れと言われていたのだし、結果オーライか。

（……って、ちょっと待て。これって、オレ以外全員女子じゃないか）

（今は貴き様さまも女だぞ）

（そういうことじゃなくて！）

　二十人くらいの女子が、全員水着で、至近距離に。なんかいろいろ刺激されてしまう。

（いや、それだけならまだいいけど……なんか、オレを見る目つきが普通じゃない方たちがおられるんだが……）

（忘れたのか？　いまの貴様は人間の情動を刺激する霊力を発散しているのだ）

（でも女子だぞ？）

（性的嗜し好こうは人それぞれだと、これも言ったであろう）

（マジかよっ）

　と言ってる間にも水泳部の女子数人が真琴まことにまとわりついてきた。

「兼田かねださんでしたっけ？　肌がとってもきれいですね、ふふふ」

「ああん、この細い腰。たまらないわぁ」

「水着脱ぬがせてもいいですか!?」

「ちょっダメッやめてっ」

　真琴はあわてて水のなかを逃げる。

（おいフェレス！　なんで性せい癖へきを解放してもいないのにあんなことになるんだよ！）

（プールだからな。気分が開放的になっているのであろ。気をつけろ。右手で精気玉のある場所に触れたら、もっとすごいことになるぞ）

　とフェレスは水面の上で優雅に寝そべりながら言ってくる。

（もっとも、精気が手に入るからそれでもいいがな）

（冗談じゃないっ！）

　真琴はあわてて女子から離れた。

「ふぅ……」

「…………」

「わっ！　なつ……津堂つどうさんっ」

　いつの間にかすぐ横に奈月なつきが立っていた。

　プールの水に肌はしっとりとぬれて、髪先やあごからしずくがしたたっている。

（こいつ……こんなに小柄だっけか）

　近くにきてはじめて気づいた事実に、真琴は息をのむ。

　こうして水着姿を見るとよくわかる。肩幅はせまいし、胴もスラリとしている。腕や脚あしもビックリするほど細い。いくら身長がほとんど変わらなくても、これなら真琴でも抱えられる。

　中学のころまでは真琴と同じような体格だったのに……意外だった。

「あの」

「あ、な、なにっ」

　真琴まことはあわてて顔をあげる。

　奈月なつきが、ジッとこちらを見ていた。

　なんというか、ものすごく不ふ審しんげな目つきだ。

「――兼田かねだ先輩と私って、どこかで会ったことあります？」

「！」

　真琴はあわてふためいて答えを返す。

「い、いや！　初対面だよ！　どうぞよろしく、津堂つどう奈月さんっ」

「……なんで名前知ってるんですか？」

「うっ……その、山下やましたさんに聞いたんだっ。生徒会の話をしてるときに」

「ふーん……」

　と言いながら、奈月は相変わらずジットリとした疑いの目で真琴を見てくる。

　さすがに「奏かなで真琴が女装しているんじゃないか」みたいには思っていないだろうけど、それでも、違和感を覚えてはいるようだ。

（めんどうだな。乳でも揉もませて本物だとわからせればよいだろうに）

　とフェレスが気楽に言ってくるが、

（できるかそんなことっ）

（なぜだ？　よいではないか。べつに減るものでもない）

（オレの神経がすり減るんだよ！）

　想像しただけでちょっと気持ち悪くなる。

（それより精気玉の収集はまだやらないのかよ）

（もう少し待て。今回は力かげんが難しいのでな）

　フェレスは昨日と同じく、気をためるようなポーズだ。

　早くしてくれよ、と思っていると、奈月が追及を再開してきた。

「兼田先輩、二年生って言ってましたっけ」

「う、うん。そう」

「何組なんですか？」

「うぐっ……」

　真琴は言葉をつまらせる。

　ひじょうにまずい展開だ。

「先輩？」

　即答できない真琴を、奈月はジト目でにらんでくる。

「えーと、それは、何組と言えばいいのか……」

「自分の組がわからないんですか？　そんなハズないですよね？」

「そうなんだけど……その……」

「その？」

「……うう」

　ダメだ。間が持たない。

（おいフェレス！　まだかよ！）

（よし、準備ができたぞ）

（だったらはやくしてくれ！）

　叫ぶ真琴まことに、あくまでマイペースにうなずくと、フェレスはパチンと指を鳴らした。

　次の瞬間――。



　　　◇



「みんな、プールから上がって！」

　二志沢にしざわ先生の叫び声が、広いプールに反響する。

「渦うずが……！」

　そう言って彼女はプールの中央を指差す。真琴はそちらに視線を向け、目を見開いた。

　洗濯機みたいに、プールの水がグルグルと回転しているのだ。

（おい、なんだよあれ）

（悪魔は自然現象を操ることもできる。雨を降らせるとか雷を落とすとかだと少々骨が折れるがな。この程度なら楽なものだ）

（そうじゃなくて！　なんのためにこんなことを！）

（すぐにわかる。貴き様さまは水のなかにいろ）

　女子部員たちはすぐにプールから上がっていった。「兼田かねださんもはやく！」と呼ばれ、真琴も形だけ水みず際ぎわに近づいていく。

　近くにいた奈月なつきもそうしようとして、しかし、

「実央みお！」

　と、いきなり声を上げたかと思うと、渦のほうに向かって泳いでいった。水泳部員たちの間から悲ひ鳴めいが上がる。

「なにやってんだあのバカ！」

　思わず素すの調子で毒づき、真琴は彼女を追いかける。

　見ると、奈月が向かう先で実央が溺おぼれていた。渦に巻き込まれたのだろうか。プールの中央近くで、細い腕がもがくように振り回されている。

　奈月が声をあげる。

「実央ぉ！」

「私はいいから！　さっさとプールから出な！」

　バッシャバッシャと追い払うしぐさをする実央みお。しかし奈月なつきは戻らない。

「やだよ！　ほら、つかまって！」

「やめてって！　ナツキチまで巻き込まれる！」

　差し出された手を実央は振り払うが、遅かった。

　どんどん大きくなる渦うずが、奈月まで巻き込んで、二人を水中に引き込んでしまった。

　真琴まことはそれを見て自分も水中に潜る。

（泳ぎはあんまり得意じゃないのに……）

（そのわりにはきれいなフォームではないか）

（筋肉つけるために習ってたんだよ。効果なかったからやめたけど――ってお前！）

　自分の横を、空中と同じようについてくるフェレスに、真琴は怒鳴る。

（どういうつもりだこれは！）

（いいか）

　例によって、真琴のテンションなど無む視ししてフェレスは言ってくる。

（ツルペタ娘を助けるときに、右手で右みぎ内うち股またに触れるのだ）

（……は？）

（は、ではない。精気玉がそこにあるのだ）

（あ、ああ。そうか――って、じゃあお前、そのためにこんな大渦を!?）

（ほかになにがある）

（っざけんな！　いますぐ止めろ！）

（バカを言うな。せっかく作ったのに、なぜなにもしないうちに消さねばならんのだ）

（なぜって……危険すぎるだろ！　なに考えてんだよ！）

（ゴチャゴチャうるさいぞ。いいから仕事をしろ。貴き様さま、また自分の立場を忘れたか）

（お前……）

（どうした？　言っておくが、精気玉を手に入れるまで渦は消さんぞ）

（…………わかったよッ）

　真琴は吐き捨てるようにそう言うと、渦の中心へ向けて泳ぎを進める。

　一瞬視界のはしに映ったフェレスの表情を見て、ショックを受けていた。

（こんなときに笑ってるなんて……）



　二人の姿はすぐに見つかった。

　奈月が実央の腕を抱えて水面に出ようと頑張っているが、上う手まくいかないようだ。

　実央の足首につむじ風のような小さな渦が、まるで子供を川に引き込む妖よう怪かいかなにかのようにまとわりついていた。

（あれのせいであの子だけ渦うずに巻き込まれてたのか）

　真琴まことは二人に近づく。

　奈月なつきは真琴の姿を見ると、実央みおの脚あしを指差す。真琴はうなずいた。

（ほれ、右の内うち股またにさわるのだ）

（わかってるよっ）

　フェレスの声に真琴は乱暴に答えて、実央の脚に手を伸ばす。

　ムダな肉のない、細くしなやかな脚だ。

「…………」

　一瞬ためらうが、今は緊急事態だ。真琴はすぐに覚悟を決める。

　左手で渦を取り払うようなしぐさをしながら、右手で実央の右内股に……ふれた。

「…………！」

　鈴音すずのねのときと同じだ。

　実央の脚から光がいく本も伸びて彼女の身体からだを包み込む。

　奈月にはそれは見えていないようだった。

　痛みと間違うような熱が、真琴の右手のひらに生まれる。

（それでよいのだ）

　フェレスの満足げな声。パチン、という指を鳴らす音とともに、実央の足首を押さえていた渦が消え去った。同時に、プール全体の渦もゆっくりとおさまっていく。

　見ると、実央はどこか放心した顔で脱力していた。真琴は奈月とうなずきを交かわし、彼女の肩を左右から支え、水面へと上っていった。



　プールから上がった三人を歓声と安あん堵どの吐と息いきが迎えた。

「三人とも、大丈夫!?」

　まっさきに駆けつけてきたのは二志沢にしざわ先生だ。半はん脱ぬぎの服を着なおしているところを見ると、これからプールに飛び込んで真琴たちを助けようとしていたらしい。

　真琴はちょっと目をそらしながら答える。

「わ、私は大丈夫です。なつ――津堂つどうさんと桐原きりはらさんは？」

「私もなんともないです。実央は……実央？」

　奈月が、返事のない彼女を見る。

　真琴と奈月に抱えられた実央は、

「は……う…………」

　と、奇妙な声をもらすと、そのまま床にへたりこんだ。どことなく苦しげに、熱っぽい吐息をもらしている。

「実央!?」

　奈月なつきが声を上げるが、真琴まことはそれどころではない。

　右手の熱はまだ消えていない。つまり、実央みおの精気玉はまだ回収できていないわけで、それはつまり、実央のこの症状が性せい癖へきの解放なのだということで……。

　がしっ。

「！」

　いきなり足首をつかまれた。

　真琴はバランスを崩して倒れてしまう。

「うわ、っと……」

　なんとか手をつきつつ見れば、実央が這はいずるように近寄ってくる。その目はぼんやりと夢を見るようにうつろで、明らかにまともな状態ではない。

「……兼田かねだせんぱぁい」

　さっきまでの男っぽい口調とはまるで別人のような甘え声で、実央は名を呼んでくる。

　黒髪はシットリとぬれている。肌はかるく日に焼けて健康そう。競泳用水着に包まれた身体からだはしなやかで。

　ポタリ、ポタリとあごや髪の先からしずくをたらしながら、うるんだ瞳ひとみでこちらを見ている。

　やけに色っぽい――。

（おいしもべ。逃げなくてよいのか？）

「――！」

　フェレスに言われて、真琴は我われに返る。

　気づくと、実央は真琴の脚あしに腕を回し、からみつくように抱きついていた。

「せんぱいのあしすてきっ」

「ちょっ、桐原きりはらさん、なにをっ……」

　真琴はあわてて身をよじるが、実央の腕にガッチリとホールドされて逃げられない。

（ふむ。この娘はどうやら脚フェチのようだな）

（だからお前はっ、冷静に観察してんじゃねえよっ！）

　真琴は叫びながらジタバタともがく。

　いくら言動が男っぽくても、実央もれっきとした女子だ。ほっそりとした四し肢しやムダな肉のない身体は充分魅力的で。

　しかも、

「ああー、このひきしまった太ももっ。ピンとはりつめた白い肌っ。たまらないっ」

「うわっ……桐原さん、すと、ストップ！」

　実央は真琴の脚に全身をすり寄せてきた。

　太もも（というかほとんど尻しり）に頬ほおずりし、身体の前面を密着させてくる。

　いくらスレンダーといったって、そんなことをされれば、胸部の柔やわらかい感触が伝わってこないはずがない。それに、ふくらはぎにはさらに危険な部位が当たって……。

「ダメっ……ダメだってば桐原きりはらさんっ」

　まずい。

　このままでは脳の血管が切れるか、鼻血を吹き出して出血多量の二択で死亡確定だ。

　真琴まことは助けを求めるべくまわりを見回した。

「だ、だれかとめ――」



「あーあ、また実央みおの脚あし好ずきが発はつ症しようしちゃった」

「でもここまで喰くいつくのめずらしいね。いつもは手で触るくらいでしょ？」

「あー、最近我慢してたみたいだから」

「兼田かねださん、脚きれいだもん。私だってちょっと……」

「ま、しばらくしたら収まるだろうから放ほうっておきましょ」

『了解です部長』



（味方いねえ！）

　というか、周知の事実なのがショックだ。そしてそんな子を受け入れているなんて、女子水泳部、寛大すぎる。

「あーもうがまんできないっ。脱ぬいでいいですか！　ちょくせつ感触を……！」

　水着の肩ひもに手をのばす実央。

「なっ……それはさすがにまずいって！」

　拘束がゆるんだすきに逃げるべきか、それとも実央を止めるべきか。

　その一瞬の迷いが命取り。

　パチン、と両肩ひもが取れて、実央の上半身があらわに――

「うわあああ！！！！」

　――なる前に、彼女は唐突に倒れ込んだ。

　ガックリと脱力する実央を、真琴は思わず抱きとめる。

　彼女の太ももから白い光球が現れ、真琴の右手へと吸い込まれていった。

　その光は、やはり真琴以外の人間には見えていないようだった。

（精気玉、回収完了だ）

（……やっとか）

　フェレスの言葉に、真琴は長いため息をついた。

　腕のなかで実央が、ポカンとした顔でまばたきをしている。

「あ……れ？」

「――大丈夫、桐原きりはらさん？」

　呼びかけると、ぼんやりした目に、少しずつ正気の光が戻ってくる。

「かね、だ……先輩……？」

「よかった、なんともないみたいだね」

　真琴まことは近くの女子が持っていたバスタオルをもらって、実央みおの肩にかけてやる。さすがに脱ぬげかけた水着に手をかけてなおす勇気はなかった。

「風か邪ぜひいたら大変だからね」

「！」

　実央は驚いたような顔でこちらを見てきた。

「あ、ありがとう、ございます……」

　それから顔を赤くしてうつむいてしまう。

　どうしたのだろう。

　ひょっとして、溺おぼれたうえに性せい癖へきを解放されたせいで、身体からだに異常が出たとか。

「ホントに大丈夫？　体調悪くなってたりしたら、保健室行ったほうが――」

「だ、だいじょーぶだってば！」

　そう叫んで、実央は真琴から逃げるように立ち上がった。腕を振り回して飛び跳ねる。

「ほらっ、よゆーよゆー！　いまから一キロくらい泳げるって！」

「……それならいいけど」

　実央のよくわからない態度に首をかしげていると、



　ぴっぴぴ、ぴっぴぴ、ぴっぴぴ――。



　不意に電子音が鳴り響いた。音源は真琴の右腕の時計だ。

（ん？　これって）

（さっき言ったであろ。変身が解とける合図のタイマーだ）

（おい……それってつまり…………）

（あと一分で貴き様さまは男に戻る）

（ぎゃあああぁぁ!!）

　真琴は飛び上がると、プールの出口に向かって走る。

「あ、待って兼田かねださん！」

「あの泳ぎなら全国目指せるわよ！」

「入部届けに署しよ名めいを！」

「せめてクラスどこなのか教えてっ」

　背中にぶつけられる水泳部員たちの声をふりきって、真琴はプールから飛び出した。



　　　◇



「……はぁ、はぁ。あぶなかった」

　女子更こう衣い室しつで真琴まことは男に戻った。

　まわりに人がいないことを確認して廊ろう下かへ。

　いったん教室に戻ってカバンを回収すると、学校を出た。



　最も寄よりの「舞坂まいさか高校前駅」から電車に乗る。

　真琴が横並びの座席に座ると、フェレスは目の前でつり革にぶら下がりだした。行ぎよう儀ぎ悪いことこの上ないが、まわりの乗客には見えていないので、注意する気にもならない。

（あのツルペタ娘、あきらかに貴き様さまに惚ほれていたな。べつに同性愛というわけではなかろうが、そうだな、女が惚れる女というヤツか。うらやましいな、ん？）

　フェレスがニヤニヤと笑いながら言ってくる。

　真琴はそれを無む視しして腕を組んだ。返事をする気にもならない。

（なんだ貴様。二個目の精気玉が手に入ったのだぞ。もっと嬉うれしそうな顔をせんか）

（…………）

（ツルペタ娘も乳ちち娘むすめと同じくらい性欲を溜ため込こんでおったから、精気玉もかなりの大きさだ。これで、のこりは三つだな）

（…………）

　なにを言っても反応のない真琴に、フェレスは腹が立ってきたらしい。まゆをひそめて顔を近づけてくる。

（おい）

（…………）

（おいしもべ、返事をしろ）

（……なんだよ）

（なぜ黙りこくっている）

（べつに……）

　目が合いそうになって、真琴は視線を横にそらす。

　フェレスは「ははぁ～ん」とイヤらしく目を細めた。ピコン、と右のツインテールがアンテナのように動く。

（ひょっとして欲求不満か？）

（はぁ!?　なんでそうなる？）

（ツルペタ娘にすり寄られて、かえって溜まってしまったのではないのか？　そんなことならもっと早く言えばいいのだ）

　と、いきなりフェレスは真琴まことの上に乗ってきた。

　陶とう器きのように澄んだ白い太ももが、真琴のひざをはさみこむ。

（なっ、バカ、離れろっ）

（くはは。遠えん慮りよするな。いつでも可愛かわいがってやるぞ？）

　と顔を近づけてくるフェレス。弓のように細められた赤い両目からは、彼女が本気かどうかはさっぱりわからない。

　すっと伸びてきた細い腕を、真琴は振り払う。

（やめろっ）

（そう遠慮するな。なに、悪いようにはしない）

　こりた様子もなく、今度は真琴の胸元に手をのせてくる。細い指がヘビのように動いて学ランの第一ボタンをはずそうと――。

「やめろって言ってるだろ！」

　真琴は電車だと言うことも忘れて叫んでいた。

　立ち上がったひょうしに、フェレスはひざの上から転がり落ちる。

　そのまま宙ちゆうに浮くと、めずらしく驚いた顔で、

（な、なんだいきなり。どうしたというのだ）

「なんだじゃない！　お前はそうやっていつも――」

　と、そこで真琴はようやく、自分がどこにいたのか思い出す。

　まわりの乗客が、迷惑そうな、あるいは怪け訝げんそうな顔でこっちを見ていた。

「う……すみません」

　真琴は縮こまって頭を下げた。

　運よく、電車が舞鳥まいとり駅に到着したので、逃げるように降りる。同じ舞坂まいさか高生がいなかったのがせめてもの救いだった。



　ホームを早足で歩く真琴のうしろから、フェレスが言ってくる。

（いったいどうしたというのだ）

（……なにが）

（なにがではないわ。貴き様さまさっきからなにを怒っている？　なにが気にくわないのだ？）

（…………）

　真琴は足をとめて背後のフェレスを振り向く。

　腕を組み、宙に浮いているフェレス。その顔はまゆをひそめた不機嫌面だ。

（……わかんないのかよ。なんでオレが怒ってるのか）

（ああ。さっぱりわからないな。言いたいことがあるのならはっきり言え）

（言ってもどうせ、「しもべがあるじに口答えするな」って返事が返ってくるだけなんだろ？　だったら言うだけムダじゃないか）

　真琴まことの投げやりな態度に、フェレスは口をへの字に曲げる。

（なんだその言い草は。言うだけ言ってみろ。我われは寛かん容ようなあるじだ。要求次第では考こう慮りよせんものでもない）

（いちど寛容を辞書で引いてみろ……）

　真琴はため息をつく。

（……お前さ。さっきのプールの渦うず、危険だと思わなかったのか）

（危険？　なにがだ）

（あれでだれかが怪け我がしたり死んだりするとか考えなかったのかよ）

（……はん。そんなことか）

　フェレスは「くだらない」というように鼻を鳴らす。それからニィッと口くちの端はを持ち上げた。

（あれは悪魔界ではごく基本的な魔術だ。あの程度の渦、なにかあればすぐに消せる）

（なにかあってからじゃ遅いだろうが。わざわざあんな方法とる必要なかったんじゃないのか？）

（あれが一番手早い方法だと判断したから使ったのだ。あまりのんびりとはしていられんのだからな。それに、収集はうまくいったではないか）

（そういうこと言ってんじゃねえよ！）

（ではなんだというのだ！）

　思わず怒鳴る真琴に、フェレスも大声で返してくる。

（貴き様さまの言いたいことはさっぱりわからん！　いったいなにが不満なのだ！）

（あんなことをするなって言ってんだよ！）

（精気玉を手に入れるためだ！）

（関係ない人を危険にさらすことはないだろ！）

（奈月なつきを助けたくないのかっ）

（っ！　…………ちっ）

　いつもそのことを持ち出されると反論できない。しかしそれは、納得していたのではなくて、無理やり黙らされていただけなのだ。

　到着した電車から降りた人たちが、ホームの真ん中に立ち尽くす真琴を不ふ審しんげに見ながら通り過ぎていく。

　正面に浮いているフェレスを、真琴はにらみつける。

　十歳くらいの、ごく普通の少女だ。パッと見は。

　しかしよく見れば、白すぎる肌や、血のように赤い両目が、彼女が普通の人間であることを否定している。

（……わかんねえ）

　心の声にしても小さすぎるささやきに、フェレスは弾んだ息を整えながら訊きいてくる。

（なに？）

（わかんねえよ。お前がなにを考えてるのか）

（…………）

　フェレスは口ごもった。なにかを言おうとして、しかし言葉が出ないらしく、また口を閉ざしてしまう。

　その間に、真琴まことは言葉を続ける。

（言いたいことだけ言って、オレの質問にはなにも答えないで……勝手すぎるだろ）

　腹の底にたまっていたものが、どんどんとあふれてきた。

（ムチャクチャなんだよ。無理やりサキュバスにされたり、エロいことさせられたりさ……奈月なつきが死ぬって言われたからやってるけど……こんなの……）

（い、いまさらそんなことを言ってなんになるのだ。貴き様さまはわがしもべなのだぞ。しもべはあるじのために、よけいなことを考えず働くものだ――）

（好きでなったわけじゃねえよ！）

　真琴は思わず怒鳴った。フェレスはビクリ、と身を震わせる。

　そんな彼女らしくない態度にも気づかず、真琴は声を上げ続ける。

（こっちの身にもなってみろ！　わけもわからずに勝手に女にされて、四六時中変なヤツにまとわりつかれて！　冗談じゃないだろ！　そのせいで山下やましたさんとだってあんなおかしなことになって……）

　一度あふれ出すと止まらなかった。フェレスがなにも言わないのをいいことに、真琴はたまっていた不満を一気にぶちまけていた。

「……はぁ……はぁ」

　声に出したわけでもないのに息が切れる。

　真琴は我われに返ってフェレスを見た。

（…………）

　彼女は、なにも言わずに顔をうつむけていた。銀色の髪に隠れて、その表情は真琴からは見えなかった。

　少しだけ、肩が震えているようだった。

（……フェレス？）

　真琴はソロソロと呼びかける。ちょっと言い過ぎたか、と不安になった。

　フェレスの肩の震えは少しずつ大きくなっていき、やがて――。

（もうよい！）

　ガバッとフェレスは顔を上げた。

　赤い双そう眸ぼうが怒りに鋭くつり上がり、白はく磁じのような頬ほおは真っ赤に染まっていた。

（話だけでも聞いてやろうと仏心を出した我われがバカだったわ！）

　ぶん、と脚あしを振るフェレス。強風が巻き起こって、真琴まことの身体からだを吹っ飛ばす。

「！」

　声を上げるヒマもなく、真琴は近くの柱にたたきつけられた。そしてそのままホームの床に落ちる。

「う……ぐっ…………」

　真琴はうめき声を上げながら身を起こす。

　顔を上げると、銀髪をさか立てたフェレスが、腕を組んで立っていた。

（貴き様さまのような反抗的なしもべは少しこらしめてやらねばいかんな）

（なに言って――んぐっ……）

　フェレスは真琴に唇くちびるを重ねてきた。

　光が真琴の身体を包み込む。

（少々多めに霊力を注いだからしばらくは男に戻れんぞ。少し反省するがいい）

（おい……待ちやがれッ！）

（くはは、ナンパでもされまくって困るがいい）

　いつもの調子で笑いながら、フェレスは真琴の家の方向へ飛んで行ってしまった。

「くそっ……」

　真琴は痛む背中をさすりながら身を起こす。

　ホームに電車が入ってきて風が起こり、カラスの濡ぬれ羽ば色いろの長髪がバサバサとはためいた。

「…………なに考えてんだっ」

　ひるがえるスカートを押さえながら、真琴はいきどおりの声を上げた。



    

  
    
      


第６話　このままでは帰れない



　フェレスが巻き起こした風で、真琴まことがいたホームは騒ぎになってしまった。

「おい、なんだよいまの」

「女子高生が吹っ飛ばされたぞ」

「あれ？　あの子さっき学ランじゃなかった？」

　そんな会話がまわりで交かわされる。

　真琴は慌あわてて逃げ出した。

　舞鳥まいとり駅に隣接するショッピングモールに飛び込む。

　ショッピングセンター「トリア」。舞「鳥」市だからトリアとか、安直にもほどがあるネーミングだが、市民から公募して選ばれた正式な愛称だ。二～五階建ての三つの建物が横に並び、連絡通路でつながっている。

　内部にはスーパーや各種ショップのほか、飲食店やゲームセンター、映画館もある。このあたりの高校生は、遊ぶときはたいていここに集まる。

（男に戻るまで家には帰れないし、時間潰つぶすしかないか……）

　とはいえ、人前でいきなり男に戻ってはまずい。というかそもそも、こんな格好で人前をうろつきたくない。

（本でも買って、トイレに隠れてるかな……）

　とか考えていると、うしろから声をかけられた。



「こんにちわー」



　のんびりとしたその声に振り向けば、そこにいたのはやはり、こちらに笑みを浮かべた鈴音すずのねだった。

「こ、こんにちはっ」

　真琴はつかえながらあいさつを返す。

　一瞬全身に緊張が走るが、あわてて思い直す。鈴音に避さけられているのは男の真琴だ。今の自分は彼女と普通に会話してもべつに問題ないのだ。

　制服姿の鈴音は、こちらへ歩み寄りながら言ってくる。

「昨日は突然いなくなっちゃいましたけど、なにかあったんですか？」

「え？」

「えっと、お昼休みの、その……空あき教室で」

　と言われてやっとピンとくる。

（そういやフェレスが、性せい癖へきが解放されている間は記憶が残らないとか言ってたっけ）

　ということは、鈴音すずのねにしてみれば昨日の昼休みの出来事は、（女）真琴まことが突然いなくなって、かわりに（男）真琴がいきなり現れた、ということになるのか……ややこしい。

「そ、その！　あのときは用事ができてしまって……あのあと、つけられた？」

「あ、はいー。自分でなんとか。大丈夫でした」

「そう……ならよかった。ごめんね、勝手にいなくなって」

「わ、いいんですっ。用事ならしょうがないですよー」

　と笑う鈴音。

　彼女がいろいろと突っ込んでくる性格でなくて助かった。

（あとは、普段のオレが事情を説明できればいいんだけど……でも、逃げられちゃうんだよな……どうすれば…………）

　などと考えていると、鈴音がふたたび言ってくる。

「あの」

「あ、な、なにっ？」

「お名前、教えてくれませんか？」

「へ？　あ……」

　そういえば鈴音には名乗っていないのだった。真琴はあわてて名を告げる。

「か、兼田かねだだよ。兼田真琴っ」

「まこと、さんですか？」

　ちょっと不思議そうな顔で首をかしげる鈴音。そのしぐさは可愛かわいくてたまらないが、見とれている場合ではない。

「…………う」

　気づくと、鈴音がちょっと腰を折り、不思議そうな上目遣いで真琴の顔を覗のぞき込こんでいた。彼女は真琴より背が低いので、そんなアングルになる。

「な、なにか……？」

「いえー」

　鈴音はすぐに姿勢を戻すと、ニッコリと笑って言う。

「友達に、同じ名前の男の子がいたので、ちょっと気になったんです。よく見たらちょっと似てるかも」

「……！」

　どうしてこう、みんなするどいのだろう。

　押し黙ってしまった真琴になにを勘違いしたか、鈴音はちょっとあわてた様子で言ってきた。

「わ、ごめんなさい。男の子に似てるなんて突然言ったら失礼ですよね。でもでも、その子――奏かなでくんはあんまり男らしくないっていうか、見た目が小柄で女の子っぽいっていうか……」

「はは……いいよいいよ。気にしてないから」

（もうやめて山下やましたさん！　いまのオレに対してフォローすればするほど、男のオレの心に傷が……！）

　真琴まことは仮面のような作り笑いを浮かべて手を振るが、心臓にはザクザクとナイフが刺ささっていた。

「そ、それより……」

　と真琴はショックでその場に座り込みたくなるのを我慢して、話題を変える。

「山下さんは、なにかお買いもの？」

　彼女は通学カバンとは反対の手に、本屋のロゴの入ったビニール袋を持っていた。

「あ、はい」

　鈴音すずのねはひょいと、その袋から中身を取り出して、表紙を見せてくれた。

「それは……」

「チェックしてるんです、この雑誌。最近よく載ってる子がかわいーんですよぉ」

　幸せそうな顔でそう言う鈴音。

　その雑誌の表紙には、長い舌を出してこちらを見る子犬がどアップで載っていた。

「うっ」

　真琴はそれを見て鼻をおさえる。あまりの可愛かわいさに悶もだえたわけではない。昨日の記憶が蘇よみがえって、鼻血を吹くんじゃないかと思ったのだ。

（……山下さんの犬好ずきって、たぶん舐なめぐせのカモフラージュなんだろうな）

　本人にも自覚はないんだろうけど。

「か、かわいいね」

　真琴がなんとかそう言うと、鈴音はうれしそうにうなずいて雑誌をしまった。

「――ところで真琴さん」

「なに――ってえええ！」

「え？　どうかしました？」

「いいいいい今ままま真琴って!?」

「？　ダメですか？　女の子同士だから、名前で呼ぼうと思ったんですけど……でもイヤなら――」

「ぜんぜん！　ぜんぜんイヤじゃないよ！」

　残念そうに視線を落とす彼女に、真琴はあわてて首を振る。

　すると鈴音は表情を明るくして、

「わ、よかったです。それじゃ、わたしのことも、鈴音って呼んでくださいねー」

「ぐ……」

　真琴まことは息をつまらせた。こっちが名前で呼ばれるなら、相手も名前で呼ばなきゃいけないということを考えていなかった。だが、いまさらイヤというわけにもいかない……。

　というか、イヤなはずもない。

　真琴はためらいながらも、その名を口にする。

「うん……鈴音すずのねさん…………」

「はい。あらためてよろしくー、真琴さん」

　消え入りそうな真琴の声に、鈴音は満面の笑みを浮かべた。

　ドキドキと、真琴の心臓が早はや鐘がねを打つ。

（山下やましたさんと下の名前で呼び合えるなんて……）

　まるで夢のようだ。

　もしかしたら、声に出したのははじめてかもしれない。

　などと思っていると、

「ところで……真琴さん、これからなにかご用事は？」

　と鈴音が言ってくる。

「あ、いや、なにもないけど」

「で、でしたら、あの、ちょっと、付き合ってもらえませんか？」

「あ、うん。私でよければいくらでも。なにか買うの？」

「下着、です」

　……なんだろう。いま、ものすごく選択肢を誤あやまってしまったような気がする。

　真琴は聞き間違いの可能性を考こう慮りよして、もう一度訊きいてみた。

「ごめん、なにを買うって？」

「え？　だ、だから、下着ですよー」

　ちょっと恥ずかしそうに鈴音はそう言った。

　残念ながら、聞き間違いではなかった。



　　　◇



（うぐぐ）

　真琴は、前を歩く鈴音の背中だけを見ながら狭い店内を進む。油断するとまわりの光景に頭がどうにかなってしまいそうだ。

　あか、しろ、きいろ。黒にピンクにオレンジに、水玉、チェック、ストライプ。目にまぶしいカラフルな布がそこかしこに並ぶここはランジェリーショップだった。

（なんでこんなことに……）

　たしかに、鈴音すずのねと一緒にショッピング、というシチュエーションを想像したことがないとは言わない。むしろたくさん想像した。なんども夢見た。

　しかしそのどれにも「下着屋さんに行く」などというルートはなかった。

　当たり前だ。どこの女子が、男といっしょにブラを買いになど行くものか。

「――昨日真琴まことさんに言われて決めたんです」

　と鈴音がいつになく真剣な様子で語っていた。

「わたしはわたしだから、胸の大きさなんか気にしないようにしようって。それで、サイズのあったブラを持ってないので、新しく買おうと思ったんです」

　グッと胸の前で両手をにぎる鈴音に、真琴はあわててうなずく。

「そ、そうだね。身体からだにあった下着、大事だもんねっ」

　つまりは、昨日の真琴の発言が、この事態を引き起こしたようだった。

（山下やましたさんの悩みがなくなったのはいいことだけど……この状況はまずいよなぁ）

　ここで男に戻ったら間違いなくアウトだ。確実に正体がバレる。

　しかしいまさら逃げ出すわけにもいかない。

　いつの間にか店員が現れて、鈴音と会話していた。

「そうですね。お客さまくらいのサイズですとたぶん――」

「あ、いまはそれなんですが、ちょっときつくて――」

「そうなんですか。それじゃ、ちゃんと測ってみたほうがいいでしょう――」

　そんなふうに言いながら、店員は鈴音を店のおくへと案内していく。

（よかった。店員さんが相手してくれるのか）

　それなら真琴は待ってるだけでいい。

　と思ったのだけど……。



「どれがいいと思います？　真琴さん」

「う……ど、どれもいいと思うなっ」

「もう、ちゃんと見てくださいよー」

「くっ……」

　仕方ない。

　真琴は覚悟を決めて目を向ける。

　試着室の、背の低い扉から顔をのぞかせて、鈴音がこちらを見ている。鈴音の身長がもう少し高かったら、首から下の素肌が目に入っているところだった。危なかった。

　扉に、三種類のブラがかけられている。

　店員が選んできたもので、鈴音が試着してみたところ、どれもサイズはピッタリだったようだ。

「あとはデザインなんですけど、どれがいいと思います？　わたしよくわからなくて」

　真琴まことにだってそんなことわかるわけがない。

　しかしどれか選ばなければ、いつまでたってもここを離れられない。真琴は意を決して並べられたブラを見る。

　一つめは、レースがあしらわれた標準的なデザインで、色は白。

　二つめは、布の面積がちょっと少なめだ。色はピンク。

　そして三つめ――、

「わたしはこれがかわいーかなって思ったんですけど……」

「ダメー！　鈴音すずのねさん、これだけは絶対ダメだ！」

　真琴は全力で叫びながらそれを取り上げると、店員に押し付けた。受け取った店員は残念そうに、

「人気なんですけどね。『これで彼氏を悩殺、露出度アップ＆ヒラヒラフリルでメイドさん風ブラショーツセット』」

「いいえけっこうです！　戻しておいてください！」

　こんな下着を鈴音が着ているなんて、考えただけでまともな学校生活が送れなくなる。

「こ、これがいいんじゃないかなっ」

　と真琴はピンクのを指差す。白にしなかったのは、まあ、趣味の問題である。

　鈴音は店員が戻しにいったブラを残念そうに見ていたが、やがてうなずいて言った。

「そうですか？　あれもよかったと思いますけど……真琴さんが言うならこれにします」

　よかった……と安あん堵どの吐と息いきをつく真琴。

　これで、天国なんだか地獄なんだかわからないこの空間から離れられる。

　と思っていると、

「それじゃ、次は真琴さんのですねー」

「……は？」



（あうう……）

　真琴は頭のなかで嘆きの声をあげながら試着室に入った。

　手には店員に押しつけられた下着が数枚。

　いつになく押しの強い鈴音と、仕事熱心な店員に迫られて、真琴は結局バストサイズを測られたのだった。ブレザー一枚脱ぬぐだけでよかったのがせめてもの救いだ。

　ちなみに教えられた数値はそのあと二秒で記憶から抹まつ消しようした。

（……にしても、ずいぶん高いなぁ）

　試着室のなかで、真琴は手にした下着にくっついている値札を見る。

　たしかに男用の下着に比べて凝った作りなのはわかるけれど、一着で四ケタというのは衝撃的すぎる。未知の世界だ。

（でも、なんか買わなきゃ帰れなさそうな雰囲気だし、一番安いのを適当に選ぼう。どうせ着つける機会なんてないんだし……）

　とか考えていると、外から鈴音すずのねの声。

「真琴まことさん、着けたらちゃんと見せてくださいね。じゃないとここから出しませんよー」

「なんでっ!?」

　なんかいつもとキャラが違う。女子同士だとこんな感じなのだろうか。

　いや、そんなことより、

（脱ぬがなきゃいけないのか……そして着けなきゃいけないのかこれをっ？）

「大丈夫ですか真琴さん？　着けるの手伝います？」

「一人でできるよっ」

　どうやら観念するしかないようだった。

（ここで時間くって、男に戻ったら最悪だし……）

　リボンをほどき、ブラウスのボタンを上からはずしていく。

「…………」

　そこで手が止まる。

　そうだ。考えてみれば、サキュバス状態で服を脱いだことは一度もなかった。当然、なかにどんな下着をつけているかなど知るはずもない。

（どうしよう……なんかすごいイヤらしかったりしたら立ち直れない）

　そしてフェレスならそれも充分にありそうだった。

「ぐっ……」

　決心がつかない。

　そこへ、ふたたび鈴音の声。

「まだですかー？」

「も、もう少しっ」

　真琴はあきらめてボタンをはずす。

　深呼吸をし、頭のなかを空っぽにして一気にブラウスを抜いだ。

　目に飛び込んだのは、豊かな胸をおおう白とオレンジの縞しま模も様ようで……。



　　　◇



「はぁあ……」

　十五分後、真琴はぐったりした気分でランジェリーショップを出た。

　手には紙袋。なかに入っているのは例の『これで彼氏を（略）メイドさん風ブラショーツセット』である。

　それを選んだのは単純に値段の問題だ。なにしろこれだけほかの三分の一以下だったのである。店員は人気だとか言っていたが、売れ残って値下げしていたに違いない。

「もーずるいですよ真琴まことさん。人にはダメって言っておいて、自分だけかわいーの買うなんて」

　と、頬ほおをふくらませて言ってくる鈴音すずのねに、真琴は乾いた笑い声で適当に返事をする。

「はは……ごめん、デザインはともかく付つけ心地ごこちが一番よかったから」

「でもたしかに、真琴さんあれ似合ってたと思いますよー」

「う……」

　グサリ、とその一言が真琴に突き刺ささった。

（褒ほめられているのに全然嬉うれしくない……）

　けっきょく鈴音には、全部の下着姿を見られた。そのたびに「かわいーです」「わ、色っぽいです」なんて言われるのがつらかった。

　しかし、これでなんとか危機は乗り越えられた。

（山下やましたさんと一緒に買い物できたし、まぁいいか……）

　女だけど、そして下着だけど……と思いながら、

「それじゃ私はこのへんで」

「あれ、行っちゃうんですかー？　せっかくですからどこかでお茶でもしません？」

「う、いや……」

　ちょっと心がぐらつく。

（待て！　忘れるなよ。今の自分はいつ男に戻るかわからないんだぞっ）

　だが、振り切って立ち去るには、鈴音の申し出は魅力的すぎる。

（うう……）

　と真琴が悩んでいると、

「あれ、山下先輩」

　ものすごく聞きなれた声がした。

　見れば、なぜか少しひきつったような笑みを浮かべる奈月なつきがいた。

「わ、ひゃっ」

　と、急にあわてる鈴音。

（そうか、昨日の昼休みのアレ見られてるもんなぁ）

　奈月の微妙な表情もそれが原因か。

　真琴だけは（いまは）無関係なので、あわてるのはまずい。必死で心を落ち着かせる。

　鈴音が奈月に真琴を紹介している。

「えええと、奈月ちゃん、こちらは――」

「知ってますよ。兼田かねだ真琴まことさんですよね？　兼田先輩、さっきは助けていただいてありがとうございました」

「う、ううん。みんな怪け我がとかなくてよかったよ」

　ぎこちなく首を振る真琴。

　これはまずい。

　奈月なつきはプールのときからなんとなくこちらに不ふ審しんを抱いているみたいだし、あまり一緒にいないほうがいい。

　と思っていると、鈴音すずのねが言いだした。

「そ、そうだ。せっかくだから三人でお茶しませんか？」

（げっ）

「いいですね。ええ、ぜひ」

「わ、やったぁ」

「あ、あの、私は……」

「どうしたんですか真琴さん？　行きましょう」

「ぐっ……」

　鈴音にホンワリとした笑顔でそう言われたら、真琴に断れるわけがなかった。



　　　◇



　さっきのランジェリーショップと同じフロアにあるスタバに三人は来ていた。鈴音の注文したカプチーノだけ少し時間がかかるとかで、真琴と奈月はさきに席に座った。

　正面に座る奈月は、なんでもないふうでアイスカフェオレを飲んでいる。

　しかたなく、真琴もアイスコーヒーのストローに口をつけた。

　けっこうのどがかわいていたので、一気に半分くらい飲んでしまった。なれない格好で長時間歩いて疲れたようだ。

「ふぅ……」

　と一息ついたところに、奈月が言ってきた。

「あの、兼田先輩」

「ん、なに？」

「スカートが……」

「へ？　わぁっ！」

　見ると、右すそが革の椅い子すに引っかかってめくれ上がっていた。太ももがあらわになってしまっている。

　真琴はあわてて腰を浮かし、スカートを直した。

「あはは、ありがとうっ」

「いえ……なんか、スカート着なれてないみたいな感じですね」

「い、いや、そんなことはないよ」

「そうですか……」

　ジットリとした目を向けてくる奈月なつき。

　まずい。

　なんだか、一緒にいればいるほど疑惑が深まっていく気がする。

「あの、さっきも訊ききましたけど」

「う、うん？　なにかな？」

「兼田かねだ先輩って二年の何組なんですか？」

「う……」

　プールのときのピンチ再来だ。しかも今度は会話が中断されるようなことが起こる可能性もない。

「えと……その」

　答えられない真琴まことに、奈月の視線はますます疑いを強めていく。

「どうしたんです？　自分のクラスがわからないんですか？　それともクラスがないんですか？」

「くっ……そ、そう！　それ！　クラスがないの！」

　不意にピンときて、真琴は声をあげる。怪け訝げんそうにまゆをひそめる奈月にぎこちなく笑みを浮かべながら、

「じ、じつは私、身体からだがあまりじょうぶじゃなくて、学校に来られない日が多いんだ。それで、保健室で自習してるから……」

　なかなかうまい言い訳だ、と真琴は自画自賛する。こう言えば、あまり突っ込んだことは聞きづらいだろう。事実、奈月はちょっと疑いの表情を弱め、遠えん慮りよがちになっていた。

「身体が弱い……んですか？　それにしては、さっきプールですごい泳ぎでしたよね？」

「ぐっ……」

　しまった。こんなに早く設定に矛盾が。バカなんじゃないか自分は。

　心のなかで舌打ちをしながら、真琴はなんとか笑顔を保って言う。

「きょ、今日はね、すごく体調がいいんだ。もう百年に一度あるかないかっていうくらいのベストコンディションっ！」

「百年に一度……じゃあもう一生来ないじゃないですか」

「そ、そうなのっ。だから、こんなふうに一緒にお話できてうれしいなーあははは」

　奈月は信用度ゼロといった視線でこっちを直視してくる。

「…………」

「…………」

　気まずい沈黙が二人の間に流れる。。

　そこへ。

「――おまたせー」

　その声に真琴まことは小さく安あん堵どの吐と息いきをつく。

　鈴音すずのねがやってきて、奈月なつきのとなりに座った。真琴の正面に二人が並ぶ配置だ。

　と。

（……ん？）

　なんだろう。

　奈月がなんだか難しい顔で、鈴音の制服を見つめているような。

（いや……胸、を？）

　とそこで真琴は思い出す。

　奏かなで家の冷蔵庫には奈月専用のビン入り牛乳が並んでいるが、あれはひょっとして……。

「……あの、なにか？」

「あ、いや、なんでもないよ」

　気づくと、奈月が視線をこちらに向けていた。

　真琴はとりつくろうように、カップを手にとってストローに口をつける。

　しかし、これは意外な弱点だ。いいことを知った。

　奈月は、自分が鈴音の胸に注目していたことがバレたとは気づいていないようで、首をかしげつつ鈴音に視線を向ける。

「――ところで、山下やました先輩ってアイツ……うちの兄と仲いいんですか？」

　そんなことを言い出しやがった。

「ぶふっ」

　とアイスコーヒーを吹き出しかける真琴。

「ひゃわ！」

　と持っていたカップを取り落としかける鈴音。

「ど、どうしたの奈月ちゃん、いきなり」

「いえ、昨日の昼休みのことが気になって」

「あ、あの、あれは、その……」

　動揺がおさまらない鈴音に、奈月はまゆをひそめて言う。

「山下先輩、そんなに可愛かわいいのに、あんなのと付き合っちゃもったいないですよ？　背は低いわナヨっちいわで全然男らしくないし。あんなオトコオンナ、山下先輩とはつりあわないですよ」

「ぐぐっ……」

　本人がいないと思って好すき勝手なことを言ってくれる。ひょっとして、この話をするためにお茶についてきたのだろうか。

　しかし、ここで怒り出すわけにはいかない。真琴まことは（他人の話、他人の話）と頭のなかで繰り返しながらたえる。

　いっぽう鈴音すずのねは、

「うーん」

　いつの間にか、ずいぶんと落ち着いていた。さっきはカプチーノをひっくり返しそうになっていたのに、いまはのんびりと口をつけている。

「昨日のはね。あれはわたしが悪いの。ブラが取れちゃって、直してる途中でなぜか気を失ってて、それを見つけた奏かなでくんが、心配してわたしに声をかけたんだと思う」

（……よかった。昨日の夜にオレがした説明と大差ない）

　真琴はホッと息をつく。

　鈴音は続けて。

「それにね？　奏くんはとってもいい人だよ。たしかにほかの男の子より小さいかもしれないけど、奏くんにしかないすてきなところがたくさんあるもの。だから、奏くんはわたしの大切な友達だよ」

「…………！」

　いきなりそんなことを言われて、嬉うれしさのあまり顔が熱くなる。思いもよらないところで鈴音に褒ほめられた……。

（……あれ？　でもよく考えるとあまり喜べないような気が）

　小さいとか言われたし。それにわざわざ「友達」と言うのは、「決してそれ以上ではありませんよ」と強調したいんじゃないだろうか。

「…………」

　なんだか複雑な心境に陥おちいっていると、奈月なつきが言ってくる。

「で、でもっ、アイツはホントに情けなくて、いいところなんて少しも……声も女みたいだし、筋トレとかムダな努力してるし……それにムッツリっぽくないですか？　エロ本大量に隠し持ってそう」

（このっ……ただの言いがかりになってるじゃねえかっ）

　なんだってこんなところでネガティヴキャンペーンをはっているのだろうコイツは。

　これ以上鈴音に妙なイメージを植えつけられてはたまらない――。



「ふふっ」



　不意に、鈴音が小さく笑い声をもらした。

「鈴音すずのねさん？」

　見れば彼女は、口元を押さえてとてもおかしそうに微笑ほほえんでいた。

　意外すぎる反応に、奈月なつきも目を白黒させている。

「な、なんでここで笑うんですか？」

「だって――奈月ちゃん、お兄ちゃんをとられたくなくて必死になってるみたいで、かわいーなーって」

『なっ……』

　思わず同時に声を上げる真琴まことと奈月。

　まさか。そんなバカなことが、あるはずがない。

　真琴の気持ちまで代弁するかのように、奈月は一気にまくしたてる。

「そそ、そんなバカなことあるはずないじゃないですかっ。逆ですよ、逆！　私は、山下やました先輩があのオトコオンナに騙だまされたりしないように――」

「でも、奏かなでくんのいいところは奈月ちゃんも知ってるんだよね、きっと」

　ホンワリと微笑んで、そんなことを言う鈴音。

　けれど残念ながらそれはハズレだ。きっと次に奈月はこう言うだろう。

『なに言ってるんですか。アイツにいいところなんてあるわけないじゃないですか。ホントになんのとりえもなくて小さくてオトコオンナで（略）』

　……自分で考えてちょっと腹がたったが、きっとこんな感じだ。

　そんなふうに思いながら真琴は視線を向ける。

　奈月は、

「それ……は…………」

　そうつぶやくと、気まずそうにストローに口をつけた。

（……あれ？）

　真琴は首をかしげる。

　なんだろう、この反応。

　これじゃまるで、鈴音の言ったことを認めているみたいじゃないか。

（まさか、そんなわけ――）

　真琴が困惑していると、



　ぴっぴぴ、ぴっぴぴ、ぴっぴぴ――。



　右腕の時計から電子音が鳴り響いた。

（あと一分で男に戻る！）

　真琴はあわてふためいて立ち上がった。

「ご、ごめんっ。私はこれでっ！」

　そう告げると、店の出口へ向けて全力疾走する。奈月なつきの態度は気になったが、それどころではない。

「え？　真琴まことさん？」

「どうしたんですか？」

　鈴音すずのねと奈月の声を振り切って、真琴は店を飛び出した。



　　　◇



「ふぅ……」

　真琴はまわりに人がいないのを確認してから、女子トイレを出た。たまたま誰だれも利用していなくて助かった。

　服装は学ラン。無事、男子高校生の姿に戻っていた。

　そうなればここに長居する理由はもうない。

「……帰ろ」

　真琴はショッピングモール「トリア」を出て、自分の家へ向かう。

　もうずいぶんと時間がたっていた。すっかり夕暮れどきである。

　歩きながら思うのは、さっきの奈月の態度のわけだ。

　真琴の悪口を言っていたのを考えると、真琴が自分の先輩である鈴音と仲良くするのが気にいらないとか、そんな感じだと思う。そう考えると、昨日のダイニングでのよくわからない態度にも説明がつく。

　けれど、

『でも、奏かなでくんのいいところは奈月ちゃんも知ってるんだよね、きっと』

『それ……は…………』

　なんでアイツは、あそこで口ごもったのだろう。

　奈月にしてみれば思いきり反論するべき場面だろうに。

（アイツがオレのいいところ思い浮かべてた、なんてあるわけないし……）

　と、考え込んでいると、



「奏真琴くん」



「……え？」

　聞き覚えのない声に、名を呼ばれた。

　続いてクスクスという笑い声が聞こえてきて、真琴はそちらを見る。

　横道の細い路地だ。

　そこに、真琴まことと同い歳どしくらいの少女が立っていた。

　左サイドをリボンでしばったブロンドヘアが、夕日の光に黄金みたいに輝いている。青い目が、海のような深さでこちらをのみ込むように見つめていた。

（う……なんだ？）

　はじめてフェレスと対面したときのような感覚。どことなく人間離れしたような雰囲気がただよっていた。

　フェレスと同じ驚くほど白い肌が、露出度の高い服装のために惜しげもなくさらされている。色っぽいというか、挑発的な感じだ。

「だれ、だ……？」

　ようやくそれだけを口にした真琴に、少女はふたたびクスクスと笑う。

「名前？　私の名前を訊きいているのかしら？　だったらルルと名乗っておくわ」

「ルル……さん？」

「いやだ、呼び捨てでいいわよ。フェレスのことだってそう呼んでいるのでしょう？」

「！」

　フェレスのことを知っているということは、この少女も悪魔――？

「そんなに警戒しないで、奏かなで真琴くん。私はあなたに、忠告しにきただけなのだから」

　そう言いながら少女――ルルは、カツカツとブーツをならして歩み寄ってきた。

　彼女が動くたびに、露出した腹や太ももがなまめかしさを主張する。中央に深くスリットの入ったシャツからブラっぽいのが見え隠れしているが、あれは下着ではないのだろうか。

「……忠告？」

「そ」

　真琴より背の高い彼女は、上体を曲げて彼と目線を合わせてきた。



「フェレスは、奈月なつきちゃんを助ける気なんてないわよ」



「――え」

　思わずかたまってしまった真琴は、あわてて問いかける。

「どういうことだ？　フェレスが、奈月を助ける気がない？　だってあいつはそのためにオレをサキュバスに――」

「あなたがそう思いたいならそれでもいいわよ？　下着買ったり、仲良く喫きつ茶さ店てんに行ったりなんかして、オンナノコを満喫してるみたいだし？」

「！」

　真琴まことは警戒を強める。

　さっきの行動をずっと見張っていたというのか。いったいなんのために……。

　にらみつける真琴の視線を、しかしルルは笑みを浮かべて受け流す。

「クスクス、そんな怖い顔をしないで」

「…………」

「残念。嫌われちゃったかしら。でも、最後にもうひとつだけ忠告――悪魔の言うことを簡単に信用するのはやめたほうがいいわ」

　トン、とステップを踏んで、ルルは真琴から離れていく。

　手をヒラヒラと振りながら、路地の向こうの道へ姿を消した。

「あ、待て！」

　真琴は路地を抜けて道を見回す。

　しかし、ルルの姿はどこにもなかった。



　　　◇



「……ただいま」

　混乱した頭のままで、真琴は帰宅した。

　靴がないので、奈月なつきはまだのようだ。

　母も帰ってきている様子はない。どうやら今日の夕飯は真琴が作ることになりそうだった。

　部屋に戻ると、フェレスはベッドで寝ていた。

　身体からだを小さく丸め、顔を布団ふとんに半分くらいうずめている。肩がゆっくりと上下して、穏やかな寝息をたてていた。

「……ん、む」

　と。真琴の気配に気づいたのか、フェレスは身をよじって目を開けた。

　むくり、と起き上がると、ボケラッとした顔で部屋を見回す。

「……よだれたれてるぞ」

「うむ、そうか」

　どことなく寝ぼけた感じでそう言うと、ゴシゴシと口元を手のひらでぬぐう。

「…………」

　こうして見ると、本当に普通の女の子だ。

　人のことをしもべよばわりして、暴力をふるってきたりムチャな要求をしてくるようなヤツとは思えない。

「む……？　そうかもう朝か」

　まだ寝ぼけているらしい。ポヤンとした目つきで彼女はベッドから下りると、ペタペタと真琴まことのところまで歩いてきて、両腕をさし出してきた。

「……なんの真ま似ねだ？」

「なにを言っておる……朝だから着替えるのだ。早く寝巻きを脱ぬがせい」

「とっとと起きやがれ！」

　真琴の声に、フェレスはビクっと身をはね上げた。

　赤い両目がようやくパッチリと開く。

「…………貴き様さま！　帰ってきたら帰ってきたと言わんかっ」

「言ったって気づかなかっただろうが。お前寝てたんだから」

「む、ね、寝てなどいない！」

「どの口がそんなことを言うんだ……」

　真琴はそう言うが、フェレスは「やかましい」と言い捨て、腕を組む。

「そんなことはどうでもいい。それより、少しは反省したのか？　両手をついて、床に頭をこすりつけて謝るならば、我われも許してやらんものではないぞ」

　早くもいつもの偉そうな調子に戻ってそんなことを言ってきた。

　しかし真琴はいつものように答えてやる気分にはなれない。

『フェレスは、奈月なつきちゃんを助ける気なんてないわよ』

　ルルと名乗った少女の言葉が頭から離れない。

　沈黙を続ける真琴に、フェレスはさすがにまゆをひそめる。

「おい、なにを黙っている。あるじが問いを発しているのだから、返事をしたらどうだ」

「……なあ、フェレス」

　真琴はまっすぐに彼女を見つめる。

　幼おさない少女の姿。だが、陶とう器きめいた白い肌はやはり人間離れしているし、血のように赤い両の目は底知れず、なにを考えているのかまるでわからない。

「な、なんだ、そんな改まって」

　真琴のにらむような視線に、フェレスはわずかに気けおされたようだった。

（やっぱり、なにかやましいところがあるんだろうか……）

　だが、そうだったとして、どうやってそれを暴き出すのか。

　フェレスは、なにを訊きかれたところで適当にごまかせばいいのだ。こちらには、彼女の言葉の真しん偽ぎを確かめる方法はない。

『悪魔の言うことを簡単に信用するのは、やめたほうがいいわ』

　ふたたびルルの言葉が頭をよぎる。

「おい。いったいどうしたというのだ」

「…………いや、なんでもない」

　真琴まことは首を振ると、カバンを置いて押入れに上ろうとする。

　その背に、ちょっと慌あわてたようなフェレスの声。

「ちょ、ちょっと待たんか」

「なんだよ」

　振り向くと、彼女は目をそらし、両手の指を身体からだの前で落ちつきなく組み替えている。

　なんだろうか、このフェレスらしからぬ態度は。

　やがて彼女は、恐る恐るといった感じで、ボソボソと言ってきた。



「……その……なんだ。さっきは我われもちょっと、やりすぎた……かもしれん。だから、あれだ。貴き様さまも、つまり……機嫌を直せ…………」



「フェレス……」

　横にそらしていた視線は、つぶやいている間にどんどん下に落ちていった。銀髪のツインテールまで、どこかしら気落ちしたように元気がなく見えた。

（反省してるってのか……）

　あの傍ぼう若じやく無ぶ人じんなフェレスが。

「……………………」



    

  
    
      



    

  
    
      

　その言葉にウソがあるようには思えなかった。

　けれど。

　ルルの言葉が真琴まことの頭から離れない。

　べつにルルが味方だと考えているわけではない。けれど……フェレスも真琴にとっては簡単に信じていい相手ではないのだ。

「……疲れた。ちょっと寝る」

「あ！　ま、待て！」

　無む視しして押入れに上り、ふすまを閉じた。

　なかまで飛び込んでくるかと思ったが、そんなことはなかった。

　真琴は部屋着に着替えて横になる。

　身体からだがだるい。プールで泳いだ上に、慣れない格好で歩き回ったせいだろう。

「…………」

　たった今見たフェレスの顔が頭にちらつく。

　ゴシゴシとよだれをぬぐう、ぼんやりとした寝ぼけづら。

　ボソボソと反省の言葉をつぶやく、気弱げな表情。

　いつもの傲ごう岸がん不ふ遜そんな彼女とはまるで別人だった。

　もしかして、こっちが彼女の素顔なのだろうか。

　ふだんの横暴なふるまいはハッタリで、じっさいには彼女は、見た目どおりのごく普通の女の子で……。

「……まさかな」

　真琴は苦笑して、バカげた発想を頭から追い払う。

　普通の女の子が、人をサキュバスにして足あし蹴げにしたり、エロいことをやらせたりするものか。

　いくら見た目が子供でも、あいつは悪魔なのだ。

（……信用なんて、できるわけない）

　真琴は目を閉じる。

　すぐに眠気が彼を襲った。

（起きたら……夕飯、作らないと…………）

　そんなことを思いながら、彼は眠りに落ちていった。



    

  
    
      


第７話　月は悪魔にさらわれて



『こんなところにいたのかよ、奈月なつき』



　夢のなかで、真琴まことはそう呼びかけていた。

　場所は、近所の公園かどこかだったと思う。

　半円状のドームの形をした遊具のなかで、奈月は土の上に座り込んで泣きじゃくっていた。自分の服やらぬいぐるみやらをつめこんだリュックを胸に抱え込んで。

　真琴はドームにもぐり込んだ。

　外はどしゃ降りで、真琴の髪からはボタボタと雨粒がしたたりおちていた。

　しゃがみこんでいる奈月もぬれていた。

『どこ行くつもりだったんだ』

『……私の家に帰るの』

『なに言ってんだよ。奈月のお父さんとお母さんはヨーロッパにいるんだぞ。家にはだれもいないじゃないか』

『でも……でもっ！』

　家出の原因はたしか、奈月が真琴の母にかなりきつく叱しかられたことだった。

　どうしてだったかは忘れてしまった。たぶん、勝手にコンロをいじったとか、そういうごく当然の理由だったと思う。

　けれどそれは、奈月にとってはとてもショックなことで、

『私……は、やっぱりホントの子供じゃないから……だからあんなに怒って……きっと私はあの家にいないほうがいいの……だから、私は私の家に帰るの！』

『あれはお前を心配して――』

『ちがうっ！　そんなことない！』

　奈月は立ち上がると、どしゃ降りのなかへ出ていこうとする。

　真琴は彼女の腕をつかんで、こちらを振り向かせた。

『――バカ！』

　真っ赤な泣き顔がこちらを見る。

　そんな彼女の肩をつかんで真琴は――。



『―――――――――！』



　思わず飛び出たそんな言葉に、奈月はあっけにとられた顔をした。

　そして彼女は、ゆっくりと笑みを浮かべて……。



　　　◇



「…………っ」

　飛び起きた。

　真っ暗な視界。真琴まことがいるのは、自分の部屋の押入れだった。

「うわー…………」

　死ぬほど恥ずかしくなる。

（なんでよりによってあんな夢を……）

　あれはたしか、奈月なつきが奏かなで家に住むようになって一年くらいたったころ――五年前のことだったか。

　奈月がまだ奏家に慣れていないころの……。

　そうだ。あのときの奈月は、まだちょっと家にいづらそうだった。どこか遠えん慮りよしているというか、新しい住まいに慣れていない感じだった。

　それが、あの家出事件をきっかけに、ごく自然にすごせるようになったのだ。

　つまり、あの真琴の一言がきっかけで……。

「……最後になんて言ったんだっけなぁ」

　それだけが記憶から抜けていた。

（まあ、なんでもいいけど）

　きっと、二度と言う機会などないだろうし。

　真琴はふすまを開けて押入れを出る。

　仮眠のつもりが、ずいぶんグッスリと寝てしまった。急いで夕飯を作ろう――。

「ん？」

　部屋を出ようとして、違和感に気づく。

　ベッドが空だった。

「フェレス？」

　どこに行ったのだろう。

　愛あい想その悪いしもべに腹をたてて家出でもしたのだろうか。

　壁の時計を見ると、午後十時。

　いくらなんでも寝過ぎだ。

「…………」

　なんだかわけもなく嫌な予感がして、真琴は部屋を出ると、となりの奈月の部屋へ向かった。

　扉をノックする。

「おい、奈月なつき。いないのか？」

　返事はない。

「……入るぞ」

　そう断って、おそるおそる真琴まことは扉を開けた。

　部屋のなかをのぞきこむ。



　奈月の姿はなかった。



　　　◇



（まさか……）

　そんな否定の言葉を頭のなかで繰り返しながら、真琴は夜の住宅街を走る。

　部屋のあと家中を捜さがしたが、やはり奈月はいなかった。この時間に帰ってきてないなんて、どう考えてもおかしい。

　向かっているのは、舞鳥まいとり駅前のショッピングモールである。

　奈月と別れたのがあそこだ。いるという根拠はなにもないけど、目標が皆無よりはマシだろう。

（まさかフェレスが、なにか隠して……オレをだましてたってのか？）

　真琴には、彼女の言うことが本当かどうかたしかめるすべなどなかった。

　奈月が死ぬかもしれないという脅おどしと、フェレスの暴力とに、無理やり従したがわされているだけだった。

　それが、間違いだったのだろうか。

　もしかしたら、フェレスが真琴に語ったことの大半がウソで、彼女にはまったくべつの目的があるのかもしれない。

　そしてその準備が整ったから、奈月をさらって姿を消した……。

（…………）

　真琴は頭をふって疑念を追い払う。

　考えてもしかたがない。

　それよりも、奈月を捜す方法だ。

（昼間一緒だった山下やましたさんに訊きいてみるか？　……ダメだ。番号知らないし……くそっ、なんでアドレス交換もしてないんだよオレはっ！）

　舞坂まいさか高校はプライバシー対策だとかで連絡網の配布を行おこなっていないので、家の電話も住所も知りようがなかった。

「はぁ……はぁ」

　あせりばかりが先走って、呼吸が乱れて苦しい。

　真琴まことはスピードをゆるめた。

　やけにあせるのは、さっき見た夢のせいだろうか。

　あのとき、奈月なつきの前では意地を張るみたいに平然としていたけれど。

　内心は不安でしょうがなかった。

　雨に打たれながら奈月を捜さがして走り回っていたあのときの真琴は、見つからなかったらどうしようかと思うと怖くて怖くて――。

「くそっ」

　よけいな考えを振り切るように、真琴はふたたび走りだした。



　　　◇



　ショッピングモール「トリア」は、明かりを落としてひっそりとしていた。

　時間はすでに夜の十一時をまわっている。

（どうしよう……とりあえず、どっかから入れないか？）

　ショッピングモールの裏手に回った。

　そのとき。



　――カッ。



　視界のはしを光が走った。

　上のほう――この建物の屋上からだ。

　どこか見覚えのある白い光だった。真琴がサキュバスになるときや、精気玉が右手に飛んでくるときに見た――、

（霊力の光か！）

　屋上にフェレスがいるのだろうか。

　真琴はまわりを見回した。

　従業員用の通用口らしい扉があった。よこにある窓は守衛室だろう。

「…………」

　真琴はしゃがみこんで窓の下まで行く。そっとのぞき込むと、ガードマンが一人いた。

　が、彼はこちらに背を向けて、テレビに夢中になっている。

　真琴は一人うなずいて、通用口を開けた。

　少し音がしたが、テレビの音量がかき消してくれた。

　そうっと扉を閉じると、真琴まことは薄暗い通路を走った。



　　　◇



　屋上へ出るガラス扉は簡単に開いた。閉め忘れか。それともだれか侵入者がいるのだろうか……。

　シャッターの下りた売店が並ぶ屋上を、真琴は恐る恐る進む。

　ショッピングモールの壁の広告を照らすライト、あとは月と星が屋上の光源だった。

（さっきの光……あっちからだったと思うけど）

　と真琴は屋上のおくへと進む。

　そちらには、床より数段高いステージのようなものが置かれていた。イベントに使われるのだろう。

　そこに、いた。

（奈月なつき！）

　ステージの上で、まるで白雪姫か眠れる森の美女の演技でもしているかのように、彼女は横たわっていた。

　真琴はそちらへ駆け出そうとして、

「…………！」

　しかしあわてて足を止める。

　手近にあったテーブルの下に身を隠した。

　奈月のほかにも、ステージの上には二つ、人影があった。

　月の下で向かい合うその姿に、真琴は困惑する。

　二人の悪魔がそこにいた。



    

  
    
      


第８話　とても単純で当たり前の理由



（なんだ……なにがどうなって…………）

　二人の悪魔の姿を見て真琴まことは困惑する。

　ステージ上にいたのは、フェレスとルルだった。

　二人は、横たわる奈月なつきを間において向かい合っている。

「残念、見つかってしまったわね」

　ルルがフェレスに向かってクスクスと笑みを浮かべる。

　今日の夕方、真琴に会ったときと同じ、やたらに露出度の高い服装だ。ブロンドの髪とスカートが夜風に揺ゆれている。

「…………」

　いっぽうフェレスは、どこか余裕のない表情で彼女をにらみつけていた。

　はためく銀髪を気にするでもなく、フェレスはうめくように言う。

「《餓かつえの王》、ベルゼブル・グラー……！」

「クスクス……そんな格式張った呼び方はよして。昔みたいにルルと呼んでちょうだい。ねえ、フェレス？」

「……我われは貴き様さまとちがって格式を重んじるのでな」

「へえぇ？　あなたのような常識はずれの悪魔がそんなことを言うの？　それはなにかの皮肉かしら、メフィストフェレス・ヨハネス嬢？」

「…………」

　押し黙ってしまうフェレス。

　どうやらこの二人は顔見知りらしい。仲がいい、とは言えない様子だけど。

　問題は、二人のうちどちらが味方なのか、あるいはどっちも敵なのか。それがまるでわからないことだ。

「クスクス。常識はずれ――ホントにそのとおりじゃない？」

　ルルが言う。

「あなたにしても、その子にしても」

　と彼女は横たわる奈月に目をやった。

　真琴の困惑は深まるばかりだ。

（どういうことだ？　奈月がなんだって……？）

　そんな疑問は、しかし当然ルルに伝わるわけもない。

　彼女は笑みとともに言葉を放つ。

「あなたたちヨハネス家は、やたらに霊力が大きい。いくら悪魔が自分で霊力を生み出せるとはいえ、あなたたちの量は常識はずれもいいところ……それを利用して八大貴き家かの八つめにちゃっかりおさまっちゃうのも常識はずれだし」

「……それがどうした。勢力争いなど、悪魔界では日常茶飯事ではないか」

「ええ、そうね。奇襲、暗殺、騙だまし討うち。共謀、同盟、裏切り、どんな手を使おうと構わない。悪いのは騙されるほうであり、殺されるほうであり、裏切られるほう。それが私たちの常識……でもあなたは、そうじゃない」

　意味深な口調でそう言うルル。

　対してフェレスは、怒りを隠そうともせずに声をあらげる。

「そんなことはどうでもいいっ！　それより貴き様さま、奈月なつきをどうするつもりだ！」

「あらあら、そんなことわかりきってるじゃない。それとも、そんな発想も浮かばないほどお人ひと好よしになってしまったのかしら、あなたは？」

　クスクス、とルルは含み笑いをして、



「もちろん、殺すのよ」



　そう言った。

（…………！）



    

  
    
      



    

  
    
      

　それがあまりにも現実味のない言葉で。

　そのうえ、ルルの口調があまりにも平然としていたせいで。

　真琴まことは一瞬その意味が理解できなかった。

（奈月なつきを……殺す？）

　ジワジワと、染み渡るようにその意味が脳に伝わってくる。

　理解したとたん、真琴は寒さむ気けのような恐怖を覚えた。

　殺意を感じたわけではない。

　ただ、ルルなら、なんでもないことのように簡単に奈月を殺してしまえるだろう、と。

　そう思ってしまうなにかが、ルルの口調にはあった。



「やめろ……！」

　フェレスが声を上げる。

「ソイツは我われらの事情とは無関係の人間だっ。よけいなことをするな！」

「クスクス、おかしなことを言うのね。無関係の人間を殺すことをためらうなんて」

　カツン、とブーツでステージの床を踏み、一歩前に出るルル。

「この人間を殺せば、あなたの大切なリリスちゃんは外に出てくるんじゃない？　それが一番手っ取り早い方法だと思うんだけどなぁ」

　リリス？　と真琴は首をかしげた。

　なんの話だかさっぱりわからない。

　フェレスは苦々しげな顔でうめくように答える。

「……そんなことは言われなくてもわかっている」

「だったらなぜ？　なぜわざわざしもべのサキュバスを作って、精気玉を集めて……なんて回りくどいことをしているのかしら？」

「我の勝手だ！　貴き様さまにどうこう言われる筋合いはないっ！」

「ふぅん？」

　ルルは楽しそうに、笑みを浮かべた唇くちびるに指を這はわせながら、ゆっくり奈月へと近づいていく。

「まあ、でもいいじゃない？　私が殺してあげるんだから。そうすればあなたはこの子を殺したことにはならない。真琴くんもあなたを責めたりはしないわよ、きっと」

「！　よせ！」

「おっと、動かないで。うっかりリリスちゃんまで殺しちゃうかもしれないわよ？」

「くっ……」

　ルルは奈月を抱きかかえた。悪魔の腕のなかで、彼女は眠り続けている。

「本当に常識はずれね、あなたは。悪魔のくせにやたらに家族思いなのもそうだし、そのうえ人間にまで甘い――精気玉集めの様子なんて、もどかしくてしかたなかったわ」

「……」

「プールのときは、わざわざ力をかげんして危険がないようにしてたでしょ。それに、そもそも一人目から精気をしぼりとれるだけしぼりとっていれば、必要量は集まってたんじゃない？　それを、身体からだに影響が出ないように抑おさえるから、五人分も集めなくちゃいけなくなって――ご苦労なことね」

（……なんだって？）

　真琴まことは驚きに息をのむ。

　まさか、そんな。

　だとしたら……昼間、駅のホームで真琴がぶつけた言葉を、アイツはどんな気持ちで聞いていたんだ。

　そしてさっき家で、どんな気分で謝ってきたのだろう。

　それを真琴は、ルルの「忠告」なんかを真まに受けて無む視しして……。

（…………くそっ）

　真琴は隠れていたテーブルをひっくり返して立ち上がる。

　あの二人の悪魔と、奈月なつきを取り巻く事情はさっぱりわからない。

　ルルが言っていた「リリス」とやらがなんのことかもさっぱりだ。

　けれど、あの二人のどちらが味方なのか、それはもう考えるまでもなく明らかだった。

（ホント、なに考えてるのかわかりづらいヤツだな、お前はっ）

　真琴は、ステージのほうへ向かって走った。



　　　◇



「――おい！」

　真琴はステージに飛び乗ると声を上げた。

　二人の悪魔が顔を向けてくる。

　ルルのほうはあくまで気楽な態度のままだ。

「あらあら」

　とかノンキそうにつぶやいている。

　いっぽうフェレスは、

「なっ……貴き様さま、どうして」

　驚きに赤い両目を丸くしている。

「……あー」

　真琴はじゃっかん戸惑いながら、フェレスのほうへと歩み寄る。ルルは奈月を抱えたまま、それを笑みを浮かべて見ているだけだ。

　真琴まことはルルのほうに視線を向けたまま、フェレスに言う。

「その、さ。悪かったな」

「――は？」

「さっき……言いたいことだけ言ってさ。お前もいろいろ考えながらやってるんだって、ぜんぜん気づいてなくて、すまなかった」

「…………」

　フェレスはポカンとした顔で真琴を見ていたが、やがて意味が飲み込めたらしい。急にあわてた様子で、

「き、貴き様さま、いまの会話を――」

「ああ、全部聞いてたよ」

「……っ！」

　フェレスはなにかを言おうとして口を開いて、しかし無言で顔をそらしてしまった。

　暗くてわかりにくいけど、顔が赤いように見えた。

（なんだ……まるっきり普通の女の子じゃないかよ）

　真琴は思わず笑みを浮かべた。

「おい、フェレス」

「な、なんだっ」

「お前は奈月なつきを助けようとしている、ってことでいいんだな？」

「なにを、突然……？」

「いいから答えろよ。どうなんだ？」

「…………ああ、そうだ」

　コクリと小さく、しかしはっきりとうなずくフェレス。

「――わかった」

　だったら、とうなずきを返しながら真琴は、フェレスのとなりに立った。

　だったらなにも問題なんかない。

　悪魔だろうがなんだろうが関係ない。



「オレはお前を信用するぞ、フェレス」



「まこ……と……？」

　ポカンとした顔でこちらを見るフェレス。

（おい、あんまりよそ見するなよ。いつアイツが行動起こすかわからないだろ）

（む……）

　真琴まことに言われ、フェレスは不満そうに、しかし素直に視線をルルのほうへ向けた。

（はは、これじゃどっちがあるじかしもべかわからないじゃないかよ）

（くっ……調子にのるな人間風ふ情ぜいがっ）

　いつもどおりの口調に戻ってそう言ってくるフェレス。

　そこに恐怖を感じることはもうなかった。

　真琴は苦笑しつつ、正面に立つルルを見た。

　ルルは奈月なつきを抱えたまま、相変わらず余裕の笑みでこちらを見ている。

（おいフェレス）

（……なんだ）

（どうすれば奈月を助けられる）

　そう問いかけると、フェレスの唸うなり声ごえが頭に響いてくる。

（――むずかしいな。我われも、さすがにルルが奈月を殺すつもりだとは思っていなかった。あのバカは相変わらずムチャクチャだ）

（アイツにしてみりゃ、お前のほうが変な悪魔だってことみたいだったけどな）

（や、やかましいっ。よけいなことを言ってないでマジメに考えろ！）

　わかったわかった、と答えを返す真琴に、ルルが言ってくる。

「ダメじゃない真琴くん。家で大人しくしてないと。おかげであなたは、この子が死ぬところを見るハメになっちゃったのよ？」

「……そんなことはさせねえよ」

「クスクス。そんな怖い顔でにらんだってダメよ。人間が悪魔の行おこないを妨害できるわけないわ」

「やってみなけりゃわかんないだろ、そんなの」

　とはいえ、真琴にはなにも方法など思いつかない。

（なにかないのかよ）

（我と貴き様さまと、片方がルルの動きを抑おさえて、もう片方が奈月を奪うばい返す――しかないだろうな。だが……）

（だが？）

（我が抑えても、一緒に空を飛ばれたら、貴様は手が出せまい。かといって貴様がルルを抑えられるわけもないし……）

（…………）

　悔しいがそのとおりだ。ただの人間である真琴が、悪魔であるルルの足止めなど……。

（……待て。だったらこういうのはどうだ……）

（む……たしかに可能だが、しかしそれは――）

　とフェレスが言いかけたところへ。

「さて、それじゃそろそろ殺やっちゃいましょうか」

　フフ、とルルが口くちの端はをつりあげた。

　青色の両目が月明かりに不気味に輝く。

（時間がねえ！　早くしろ、フェレス！）

（くっ……どうなっても知らんぞ！）

　フェレスは宙ちゆうをすべるように真琴まことの前に移動して、唇くちびるを重ねた。

　流れこむ霊力。

　全身を熱と冷気が駆け巡り、身体からだを組み替えていくような感覚。

　そして……。
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　サキュバスになると同時に、真琴はルルに向かって駆け出した。

　艶つや々つやと輝く黒髪をなびかせ、スカートをひるがえして。

「あら、なんのつもりかしら」

　ルルは、自分に向かってくる真琴を見ても余裕ぶった態度を崩さない。奈月なつきを抱えたまま、のんびりと宙へ浮いて逃げようとする。

　サキュバス化したとはいえ、人間ごときに遅れをとるはずがない。そう思っているのだろう。

　だが。

（身体がやけに軽い……）

　真琴自身驚きながらも、一気にルルへの距離をつめる。

　この身体に慣れてきたせいか。

　それとも、はじめて自分からサキュバスになると決めたからか。

（どっちにしろ、嬉うれしくないけど……）

　それでも、なにもできないでいるよりずっといい。

「っ……まさか」

　真琴の狙いに気づいたのか、ルルが舌打ち混じりにつぶやく。

　しかし、遅い。

　真琴は右手を振り上げた。

（そうさ。人間に止められないっていうのなら、サキュバスの力で――）

　五指を開き、その手のひらをルルの腕に押しつける。

　その瞬間。



　――バジン！



　雷撃にも似た光が接触面ではじけた。

　そして、

「うぐああああぁぁぁ！！！！」

　焼けつくような痛みが手のひらから、真琴まことの腕を、そして肩をつらぬいていく。

　精気玉を集めているときの熱に似た、しかし比べものにならない破壊的な衝撃が、真琴の身体からだをかけめぐる。

「バカね。サキュバスが悪魔に手を出して、無事で済むわけないじゃない」

　ルルは相変わらず笑みを浮かべている。

　だが、その余裕はそうは続かないはず。

「――手を離せ！」

　フェレスが叫んでいる。

「悪魔は人間と違って全身が霊力のかたまりだ！　その手で触れたりなどしたら、霊力が直接流れこんできて……」

　そんな説明を聞く余裕など、真琴にはない。

　激痛と灼しやく熱ねつが波のように全身を襲い、皮膚を突き破りそうな勢いで暴れまわっている。

　経験したこともない、それこそ地獄のような苦痛に、真琴は意識が飛びそうになる。

「くっ……ああぁぁ!!」

　それでも、つかんだ右手だけは離さない。

「なん、で」

　ルルの口から、はじめて動揺のまじった声がもれる。

「そんなつらいなら……離せば、いいでしょっ？」

「だれが離すかよ！　お前こそ奈月なつきを離せっ」

　金かな槌づちで殴られているような衝撃を受け続ける右手を、それでも真琴はにぎり続ける。

「なん……でよぉっ」

　ルルの頬ほおがだんだんと紅潮してきた。声もどこか艶かしくなっていく。サキュバスの力で性せい癖へきを解放されつつあるのだ。それでも正気を保てているのは、力を持つ悪魔ゆえだろうか。

　いつの間にか下に建物がなかった。右手を離せば、数十メートルを真っ逆さまだ。

「あな、た……この子の……奈月ちゃんのこと、嫌いなんじゃ……ないの？」

　熱っぽい吐と息いきの合間から、ルルの声がもれる。

　真琴はちぎれそうな意識をなんとかつなぎとめる。

「ああ……そうだ、な。顔合わせれば悪口ばっかり言ってきやがって……ホント、可愛かわいくねーよ、コイツ、は……」

「だったら……どうして？　どうしてそんな苦しんでまで助ける、のよっ……下へ手たしたら自分も死ぬかもしれない、のにっ」

「そんな、の……」

　痛みと熱が刺激になったかのように、不意に真琴まことの頭にその言葉が浮かんできた。

（ああそうだ……思い出した）

　あのとき、雨のなかへ飛び出そうとした奈月なつきの肩をつかんでなんと言ったか。

　それは、とても単純でとても当たり前の理由。

「どう……してよっ？　どうしてそこまでして……」

「そんなの決まってんじゃねえかっ……なつき、はっ！」

　真琴は叫ぶ。

　あのとき、彼女にぶつけたのと同じ言葉を。



「奈月はオレの家族いもうとだ！」



　雨のなかを走りまわりながら、見つからなかったらどうしようと怖くて、泣きそうだった。

　あのときの気持ちはいまでもなにも変わっていない。

　たとえどれだけ罵ののしられても。

　たとえどれだけ嫌われていても。

「いなくなっていいと思う理由になんかぜんぜんならねえ！」

　だから――、

「こんな痛みくらいで離すもんかよ！」



　風が吹き抜けた。

　真琴の黒髪とルルのブロンドをバタバタとなびかせて、銀色の風が通りぬけ――奈月を奪うばい去った。

「く……フェレスっ」

「もうよい！　真琴、手を離せ！」

　悲ひ鳴めいのようなフェレスの声。

　それを耳にして、全身の力が一気に抜けていく。

　あれほどガッチリとルルの腕をつかんでいた手の指は簡単に開き……真琴の身体からだは重力に引かれて落ちていく。

　痛みに耐え続けた意識が、おどろくほどアッサリと途絶えた。
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　――六年前。

　奈月なつきが奏かなで家に住むことになったその日。

　真琴まことの父が言った。

『今日から奈月もここの家族だ』

　となりで母が笑っていた。

　真琴と奈月は二人並んで首をかしげていた気がする。

　顔を見合わせたあと、真琴は問いかけた。

『オレと奈月ちゃんが家族？　親しん戚せきじゃないの？』

『うーん、ま、親戚ではあるんだがな。同時に家族にもなるんだ』

『――よくわかんない』

『わかんなーい』

　真琴に合わせるように、奈月もそう言う。笑いながらピョンピョン飛び跳ねていた。

　奈月が同じ家で暮らすことになるというのは真琴も理解していた。

　けれど、これまでだってご飯を一緒に食べたり、お泊りしたりすることはよくあった。それが毎日になるというだけで「家族」になる……その意味がわからなかった。

　父はしばらく考え込んでいたが、やがてバリバリと頭をかきながら言った。

『あーメンドくせえな。よーするに、二人は兄妹きようだいになるんだ。だから仲良くしろよ』

『なぁんだ』

　父の言葉に奈月はちょっと面白くなさそうな声をあげる。だが、すぐに笑みを浮かべると、真琴の腕に飛びついてきた。

『じゃあこれまでとなんも変わんないね。真琴は前から奈月のお兄ちゃんだもん』

『うん。奈月ちゃんはこれからも、ずっとオレの妹だよ』

　ちょっと首をかしげて言ってくる奈月に、真琴も笑ってうなずいた。
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「――い、おいっ！」

「…………ん」

　フェレスの声と、グラグラとゆすぶられる感触で真琴は目を覚ました。

　なにかずいぶんと懐かしい光景を見ていたような……。

「しっかりしろ真琴っ」

「……う」

　ゆっくりと、目を開く。

　こちらをのぞきこむように見ているフェレスの顔があった。

　銀色の前髪をふり乱し、いつになく必死な様子で彼女は真琴まことの肩をつかんでいた。

「――っ、だい、じょうぶか？」

「……ああ、なんともない」

　真琴はガードレールを背にして、歩道に座らされていた。身体からだは女のままだ。

　まわりを見回す。

　真琴のよこに奈月なつきが同じように座っていた。まだ目は覚めていないようだ。

　そのさらによこ、ちょっと離れたところにルルが、ベランダにほした布団ふとんみたいにガードレールにひっかかっていた。彼女も彼女で気絶しているようだ。

「オレは、どうやって……？」

　と真琴はつぶやく。

　ビルの屋上より高いところから落っこちて、どうやって助かったのだろう。

「そんな……そんな考えもなしにあんなことをしたのか貴き様さまはっ」

　フェレスが震える声で言ってくる。

「我われが、手を伸ばすのがもう少し遅かったら……貴様は死んでいたのだぞっ。少しは反省しろっ！」

　ぐすっと鼻をすすりあげながら、フェレスは身を起こした。

　真琴は目を丸くして、その顔を見る。

　銀髪の下の真っ赤な両目がじんわりとうるんで――。

「お前……」

「ぐっ……か、勘違いするなっ」

　フェレスは真琴にクルンと背を向けてしまった。

「せっかく作ったしもべが死んではもったいないではないか。貴様には、まだまだ馬車馬のように働いてもらうつもりなのだからなっ」

　ゴチャゴチャと理由を言いながら、両りよう袖そでで目のあたりをぬぐっているフェレス。

　まったくアマノジャクなあるじだ。

　真琴は思わず苦笑する。

「ああ、わかったわかった」

　言いながら真琴は立ち上がると、左手をポンとフェレスの頭においた。

「助けてくれてありがとな、フェレス」

「！」

　フェレスはビクン、と身をかたまらせる。

　が、すぐにハエでも追い払うように手を振り回すと、

「だ、だ、だれが礼を言えと言った！　それより反省しろ、このバカしもべ！」

「うわっ！　悪かった、反省してるって！　反省してるからガードレールを粉々に砕くような蹴けりをたたきこんでくるんじゃねえっ！」

　逃げる真琴まことを追いかけまわすフェレス。



「やって……くれたわね」



『！』

　不意に聞こえてきたその声に、二人は動きを止めた。

　見ると、ガードレールにほされていたルルが、いつの間にか身を起こしている。

　苦しげな表情で、青い両目をつりあげ、こちらをにらんでいた。

「貴き様さま……」

「まだやる気かっ」

　あわてて奈月なつきのもとに駆け寄る二人。

　対するルルは「はぁ……はぁ」と肩を上下させながら一歩身を引いた。

「じょう……だんじゃないわ。悪魔の霊力を奪うばい取るようなヤツを、マトモに相手にするわけない……でしょ」

「悪魔の霊力？　……ああ」

　真琴としてはルルの動きを止めるために使った右手の能力だったが、これはもともと精気を収集するためのものだ。

「オレとしては、性せい癖へきを解放させて足止めできればそれでよかったんだけど……おいフェレス。この右手、悪魔の霊力まで奪えるのか？」

「なにも精気を持っているのは人間だけではない。悪魔の存在を構成する霊力には、精気もふくまれるのだ。それを貴様の右手が吸収したというわけだな。だから、ほれ」

　とフェレスはニヤニヤしながらルルを指差す。

　ルルは内うち股またぎみでモジモジしながら、顔を赤らめていた。

「……あく、まが、人間に欲情させられる、なんてっ。なんて屈くつ辱じよくっ！　憶おぼえてなさい奏かなでまこひゃあうんっ!?」

　最後まで言い切ることができず、身み悶もだえしながらヨロヨロと空を飛び、建物の陰に消えていった。

　そのうしろ姿を、なんだか微妙な気分で見送っていて、

「…………ん？」

　と、真琴はふと気づく。

「なんだ。どうしたしもべ」

「ってことはさ、回収できたってこと、精気玉を？」

「――おお、そうなるな。どれ、ルルの精気がどのくらいのものか調べてみよう」

「え？　あ、ちょっと待て。あれは気持ち悪いからいやだうわああ！――」

　真琴まことの抵抗もむなしく、フェレスの手は真琴の胸に突っ込まれた。

「ふむ――」

「はやく抜いてくれっ」

　身体からだのなかをまさぐられる気持ち悪い感触に叫ぶ真琴。

　やがて、ゆっくりと手を引き抜きながら、フェレスが言ってきた。

「――よろこべ、しもべ」

「え？」

「精気玉が、必要量そろったぞ」
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　真琴とフェレスは駅前に移動した。

　奈月なつきは真琴が抱えてきて、ベンチに座らせた。彼女のカバンもそのよこに置く。

「なんか、集まったって実感がないけど……ホントにちゃんとあるんだろうな。あとで足りなかったとか言われても困るぞ」

「心配するな。精気玉の形だから感じ取れないだけだ。むき出しの精気がそんなに大量に体内にあったら、普通なら正気を保てん」

「……そんなもんがオレの身体のなかにあんのかよ」

　いまさらながらゾッとする。

「それよりも、だ。いいか？　手順を間違えると面倒なことになるから、言うとおりにやれよ」

「……ああ」

　いつになく真剣なフェレスの口調に真琴はうなずく。

「まずは右手をかざせ。場所は、まあ、頭でいい。絶対に触れるなよ。そうだ――そうしたら、手から精気を送り出すのだ。いままで流れこんできたときに動きを感じただろう。それが逆に動くのを想像すればよい」

「…………」

　言われるままに、真琴は目を閉じてイメージする。

　やがて、右手が熱を帯びてきた。

　といっても、さきほど感じた激しい痛みはない。ホンワリとした、温かい感触だ。

「…………、……」

「――よし、いいぞ」

　やがて、フェレスが言って、真琴まことは目を開けた。

　見た目にはなにも変わっていないようだけど……。

「……これでいいのか？」

「ああ――」

　とフェレスがうなずきかけたとき。

　奈月なつきがゆっくりと目を開いた。

「……ん」

　ぼんやりとした目が焦点を結んでこちらを見る。

「……兼田かねだ先輩？」

「お、おはよう」

　真琴はぎこちなく笑みを浮かべて、そう言った。
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　奈月には「散歩をしていたら、ベンチで寝ているのを発見した」と説明した。彼女はどこか納得いかなさそうだったが、真琴は「昼間のプールの事件で疲れてたんじゃない？」とごまかした。

　それでも首をかしげる奈月を無理やりうながして、今は二人は奏かなで家に向かっていた。フェレスは少しうしろを浮いてついてくる。

「――なんか、すみません。送ってもらっちゃって」

「ははは……気にしないで。私の家も同じ方向だから」

　同じ方向というか、同じ家だけど。

（それにしても……ホントに元に戻ったんだろうか）

　奈月は、眠らされていたせいか足取りがちょっとフワフワしているけれど、それ以外はふだんとなにも変わらないように見える。

　もっとも、ここ二日ほどの「放ほうっておくと死ぬ」状態の間も普通に日常生活を送っていたし、こんなものなのかもしれない。

（二日、かぁ）

　やけに凝縮された二日だった。

　いきなり悪魔と名乗る少女が現れて、勝手にサキュバスにさせられて、エロい目に遭あわされて、しまいにはバトルまがいのことまでしてしまった。

　だが、それもこれで終わりだ。

（一件落着――だな、フェレス）

　と真琴まことは晴れやかな気分で呼びかける。

　しかしフェレスは、

（あ……うむ、そうだな）

　となぜか歯切れが悪い。

（……？　なんだよ。やっぱり精気が足りなかったとか言うんじゃないだろうな）

（い、いや、そんなことはないぞ！　ただ……ちょっと、な）

　と言って顔をうつむけるフェレス。

　どうしたんだろう。

　よくわからない。真琴は首をひねった。



　家には十分程度でついた。

「ありがとうございました」

「んーん、気にしないで。それじゃ」

　真琴はそう言って立ち去ろうとする。

「あ、か、兼田かねだ先輩、待ってくださいっ」

「え？」

　振り向くと、奈月なつきがどこか気まずそうな様子で顔をうつむけていた。

「どうかした？」

「えっと、その……」

　と妙に口ごもる奈月。

　普段の真琴に対してなら、絶対にこんな態度はとらないだろう。

「さっきスタバで……その、兼田先輩、とちゅうで行っちゃったじゃないですか。あれ、私が兄の悪口ばかり言ってたから、それで気分悪くしたのかなぁって気になってて……」

「あ、いやあれは――」

　そういうわけでは、と言おうとして真琴は口ごもる。

　じゃあなぜ？　と問われると答えようがない。

　実際（自分の）悪口を聞かされて気分は悪かったのだし、そういうことにしておいたほうがいいだろうか。

「たしかに私、いつもアイツに悪口言ったりするんですけど……実際はそうじゃなくて。あ、いや、見ててイライラすることはありますし、小さいとかナヨっちいとか情けないとかは本気で思ってるんですけど……」

「…………」

　人をわざわざ呼び止めておいて、なにを言いたいんだろう、コイツは。

　ひょっとして鈴音すずのねだけでなく、だれに対してもこうして真琴まことの悪口を言いまくっているのだろうか。

　さすがに腹が立ってきて、真琴は口をはさんだ。

「……えっと、なにが言いたいのかな？」

「あ、す、すみませんっ」

　と奈月なつきはあわてる。

「そっその、山下やました先輩に言われたとおりなんです」

「――え？」

「アイツにもいいところがあるって……それはそのとおりで…………」

「…………」

　なんだ。

　なにを言い出すんだコイツは。

「本人の前ではさんざん悪口言いまくっちゃってるんで、アイツはもう私のことなんて大っきらいになってると思うんですけど……でも…………」



　どれくらい沈黙が続いただろう。

　気づくと、奈月はうつむけていた顔を上げ、こちらを見ていた。

「……ごめんなさい。なんでもないです」

「え？」

「すみませんいきなり変な話して。送ってくれてありがとうございましたっ」

　もう一度お礼を言うと、奈月ははにかんだような笑みを浮かべた。

　そして、真琴が声をかける間もなく、家へと走り去っていった。

「…………」

　その笑顔がなぜか、あの雨の日に彼女が浮かべた笑顔と同じに見えてしまって。

　真琴は戸惑いながらその背中を眺めていた。



    

  
    
      


エピローグ



　男に戻った真琴まことが帰ってくると、家は静まり返っていた。

　奈月なつきはもう眠っているようだった。疲れたのだろう。今日一日であれだけいろいろとあったのだから当然だ。

　真琴は音を立てないように階段を上り、自室へ戻る。

　……しかし、さっきのアイツの態度はなんだったのだろう。

『でも……』のあと、なにを言おうとしたのか。

　考えればわかるような気もするのだけど……。

「……ダメだ」

　疲れすぎて、頭が回らなかった。

　明日は日曜日だし、昼過ぎまでたっぷり寝ていよう。そして、起きてからじっくり考えることにしよう。

　もう精気玉集めなんていうわけのわからないことをする必要もなくなったのだし。

　真琴は押入れへと向かう。すでにその場所で寝るのが当たり前になっているのがちょっと悲しい。

「――おい」

　呼ばれて振り向くと、フェレスがなにやら困ったような表情をしていた。

「……どうした？」

「うむ……その、だな……」

「なんだよ。さっきから、なんか変だぞお前」

「っ……いや、なんでもない。は、早く寝るぞ。疲れた」

　真琴の問いに慌あわてて首をふると、フェレスは布団ふとんのなかにもぐりこんでしまった。

「なんなんだよ……」

　わけがわからないが、追及する気力はいまの真琴にはなかった。

（明日でいいや……）

　そう思いながら押入れへ。

　横になったとたんに一気に疲れが押し寄せてきて、真琴はあっという間に眠りに落ちていった。



　　　◇



「……ん」

　ふと目が覚めたのは、偶然なのか。

　それともなんらかの気配を感じたからなのか。

　真琴まことがゆっくりとまぶたを開くと、



　少女が宙ちゆうに浮いてこちらをのぞきこんでいた。



　金色の髪を絹のカーテンのように揺らし、白いワンピースを着ている。まゆや目はどことなく気弱そうな雰囲気だ。

　しかし、陶とう製せいの人形のような肌の白さや、顔立ち、それに両の目の赤さはどことなくフェレスに似ているような……。

「え……だれ？」

「ひっ！」

　ポツリともらしただけだったのだが、少女はまるで怒鳴られでもしたかのように、ひきつったような声を上げた。

　そのまま押入れのすみに逃げてしまった彼女に、真琴はわけがわからず呼びかける。

「ちょっと――」

「いやあああ!!」



    

  
    
      



    

  
    
      

　真琴まことに襲いかかられたかのような悲ひ鳴めいを残し、少女はふすまをすり抜けて押入れから出て行った。



『む、リリス！　ようやく出てくる気になったかっ』

『あ……』

『待て、逃げるな！　いいかげん戻ってこい！』

『いやですっ』



　外からフェレスと少女のそんな会話が聞こえてくる。

（リリスだって？）

　そういえばルルがそんな名前を口にしていなかったか。

「おい！」

　真琴はふすまを押し開けた。

　しかし少女――リリスは壁をすり抜け、奈月なつきの部屋へと逃げていってしまった。

「……あのバカっ」

　とベッドの上に立ち、腕を組んで怒っているフェレス。

　真琴はわけがわけがわからない。

　まだ夢のなかにでもいるようなボンヤリした気分で問いかける。

「……だれだ、いまの？」

　フェレスは気まずそうにため息をつくと、

「あれはリリス――」

　真琴の次なる不運の幕開けとなる言葉を告げた。



「――わが妹だ」



つづく



    

  
    
      


あとがき



　はじめてのかたにははじめまして、お久しぶりのかたにはお久しぶりです。最近、同期の受賞メンバーで一人だけ北海道に住んでいるせいでハブられてるんじゃないかと心配でしょうがない三門みかど鉄狼てつろうです。

　このたびは『ツイてない！　～悪魔のしもべはサキュバス男子～』を手にとっていただきありがとうございます。



　本作は、

　性転換！

　エロ！

　エロ！

　……あと、ちょっとだけラブコメ。

　みたいなノリです。

　主人公が突然現れた悪魔にしもべにされて、サキュバスとしていろいろツイてない目に遭あいます。難しいことは考えず、サクッとスパッと楽しんでいただければ幸いです。

　ところでみなさん表紙を見てください。すばらしいイラストがご覧いただけます。なかのカラーページにも！　本文の間にも！　これを見たらもう本文なんておまけにしか思えません。最高に魅力的なイラストを描かいてくださったみけおう様、ほんとうにありがとうございます。

　そしてそのおまけの本文ですが、おまけとはいえ大事な作品です。担当のＩ様およびＳ様にはプロットからキャラ造形から文章表現までありえないくらいに丁寧なご指導をいただきました。頭が上がりません。未熟者ですが、これからもよろしくお願いいたします。

　ほかにも、編集長の三坂みさか様をはじめ、校正、装丁、営業の担当様、書店の方々……などなど、ここに書ききれないほどたくさんのご尽力があってはじめてこの本を出すことができました。まとめてで恐縮ですが皆様に感謝を。



　そしてなにより、読者の皆様。

　数ある本のなかからこの本を選んで、時間を費やして読んでくださったことに、最大級の感謝を捧げます。

　願わくは、また２巻のあとがきでお会いできますように。
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　みけおう

　　北海道出身のイラストレーター。ゲーム原画「キスと魔王と紅茶」「リリカルＤＳ」「リリカル♪りりっく」（ま～まれぇど）「なないろ航路」（Journey）「ＦＥＳＴＡ!!」（LASS）など。夢は猫とあざらしとカピバラを一緒に飼うこと。趣味はルース（裸石）集め。色々な入浴剤や石鹸をためすのに凝っている。
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